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今

【

研

究

ノ

ー
ト

】
ｌわ

が

国

の

イ

ン

フ

レ

ー

シ

ョ

ン

昭
和
三
〇
年
代
（
二
）

一
、
通

貨

投

入

二

、
財
政
（

財
政
政
策
．

財
政
支
出
）

三
、
財
政
支
出
と
日
銀
の
通
貨
投
入
（
以

上
、
本
誌
第
四

八
巻
第
一
号
）

四

、
金

融

政

策

五

、
銀
行
の
日
銀
依
存

六
、
銀
行
の
企
業
融
資
の
拡
張
（
以

上
、
本
号
）

原

４

薫

四
　

金
　

融
　

政
　

策

イ
ソ

フ
レ
の
発
生
・
進
行
は

ま
ず
、
経
済
の
運
行

に
た
い
し
て
の
不
撓
通
貨
の
造
出
・
投
入
と
そ
の
継
続
を
も

っ
て
す

る
政
策
的
対

応
の
結
果
で
あ

る
と
み
ら
れ

る
の
で
あ
り
、
そ

う
し

た
政
策
的

対
応

は
、

イ
ン
フ
レ
政
策
の
推
進
と
し
て
こ
れ
を
総
括
的
に
特
徴
づ
け

る
こ

と
が
で
き

る
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ

の
イ
ン
フ
レ
政
策

は
、
現
実

に
は
政

府
の
経
済
政
策
全
体

の
運
営
を
通
じ
て
展
開

さ
れ
て

い

る
が
、
モ

の
中
心
的
な
担
手

は
財
政
（
財
政
政
策
）
で

あ
り
。
ま
た
こ
れ
と
連
携
し
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い

る
金
融

〇
金
融
政
策
）



122

で
あ

る
。

イ

ン
フ
レ
の
考
察

に
と
っ
て
問
題
と
な

る
の
は
、

ま
ず
こ
れ

ち
の
経
済
政

策
が
ど
の
よ
う
な
目
的
を
も
ち
、

そ
の
運
営
が
ど
の
よ
う

な
通
貨
手
段

に
よ

っ
て
支
え

ら
れ
て

い
る
か
、

と
い
り
点
で
あ

る
。
す

な
わ
ち
、
こ

れ
ら
の
経
済
政

策
の
運
営
が
不
撓
通
貨
の
追
加
的

な
投
入
に
よ
っ
て
如
何

に
支
え

ら
れ
、
そ
う
し

た
イ

ン
フ
レ
的
通
貨
投
入

と
そ

の
継

続
を
不
可

避
と
し
て
い
る
か
、

そ
し
て
こ
れ
が
、

現
実

の
経
済
の
運
行
に
た

い
し
て

ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
し
、

ま
た
影
響

を
及

ぼ
す
こ

と
に
な
る
か
、

と
い
っ
た
点

で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
み
て
行
く
よ
う
に
、
三
〇
年
代
の
金
融
政
策
は
、
全
体
と
し
て

ま
ず
、「
低

金
利

政
策
」
と
、
そ
れ

と
結
ん
だ
い
わ
ゆ
る
成

長
通
貨
の
円

滑
な
供
給
を
中
軸

に
運
営
さ
れ

た
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
低

金
利
政
策

と
は
、
一
般

に
、
産
業
的

企
業

の
投
資
活

動

の
促
進
（

そ
れ
に
も
と
づ
く
資
本
蓄
積
の
促
進
）
の
一
手
段
と
し
て
、
企
業

の
外

部
資

金
調
達

に
お
け

る
金
融

負
担
を
軽
減
し
よ
う

と
す

る
も
の
で
あ
る
。
ま

た
そ
の
前
提
条
件
と
し
て
、
日
銀
の
公

定
歩
合

の
引
下
げ
や
低
位
維
持
（
こ
れ

に
は
ま
た
そ
の
時
々
の
不
況

対

策
と
し
て
の
金
融
緩
和
促
進
の

た
め
の
引
下

げ
が
加
わ

る
）
、

輸
出
振
興
の

た
め
の
輸
出
金
融
の
優
遇
な
ど

特
定

の
優

遇
的

低
金
利

の
設

定
な
ど
に
よ
り
、
他
方
で
は
同
時
に
金
融
機
関
預
金
金
利
の
低
位
維
持
や

コ
ー
ル
レ
ー
ト
引
下

げ
な

ど
の
政
策
的
措

置

に

よ

っ

て
、

金
融
機
関

の
資
金
調
達
費
用
を
低
下

さ
せ
対
企
業
貸
出
金
利
の
低
下

を
図

ろ
う

と
す

る
も

の
で
あ

る
、
と

い
え

る
。
そ
し
て
こ
の

よ
う
な
低

金
利
政

策
の
通
貨
的
手
段
と
し
て
、
日
銀
に
よ

る
Ｉ

政
府
の
財
政
運
営

と
一
体
化
し

た
Ｉ

対

金
融
機

関
通
貨
供
給

〇
モ

れ
を
通
じ
た
い
わ
ゆ
る
成
長
通
貨
の
供
給
）

の
円
滑
化
が
図
ら
れ
た
。
イ

ソ
フ
レ
問
題

の
考
察

に
お
い
て

は
、

し
た
が
っ
て
一
般
に
ま

ず
、

金
融
政
策

の
運
営
の
こ
の
よ
う
な
側

面
が
取
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
で
あ
ろ
う
。

こ

こ
で
ま
ず
Ｉ

前
稿

の
財
政
に
つ
い
て
の
考
察
を
う
け
て
Ｉ

、
三
〇
年
代

の
金
融
政
策

の
運

営
に
つ
き
、

イ
ン
フ
レ
政
策
と
の

関
連

の
下
で
、

各
年

度
の
政
府
（

蔵
相
）

の
金
融
政
策
に
関
す

る
国
会
演
説
な

ど
か
ら
摘
記
し

つ
つ
概
観

し
て
み

よ
う
（
引

用
文
は
大

蔵
省

『
国

の
予
算
』

各
年
度
版

に
よ
り
、
Λ
　

∇
は
引

用
者
の
も
の
、
以
下

同
じ
）
。
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●

１

Ａ
三
〇
年

度
Ｖ

「

…
…
健

全
金
融

の
方
針

を
堅
持

致
し
ま
し
て
、
財
政
金
融
一
体
と
な
り
、
経
済
健
全
化
の
基
盤

を
造

成

す

べ

き

で

あ

り

ま

し

て

…
…
」
。
「

…
…

金
融
正
常

化
の
方

向
に
お
い
て
、
ま
ず
と
り
上
げ
ね
ば
な
ら

ぬ
問
題
は
、
預
貯
金
の
増
強

と
企
業
資
本

の
充
実

と

に
よ

る
民
間
資
本
蓄

積
Ｏ
推
進
と
い
う
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
金
融
機

関
の
日
本
銀
行

か
ら
の
借
入
依
存
の
傾
向

は
逐
次
是
正
せ
ら
れ
て

参
り

ま
し

た
が
、

ま
だ
充
分

と
は
い
い
難
く
、
企
業
の
金
融
機
関
に
対
す

る
依
存
の
弊
風
も
な

お
改
善

さ
れ

た
と
は
い
い
得

ま
せ
ん
。

’
国
民

経
済

の
拡
大
発
展

を
期

す
る
た
め
に
は
、

こ
の
よ
う
な
状
態
を
速
や

か
に
脱
却
し
、
…
…
」
。
「
…
…

金
融
正
常
化

の

一

環

と

し

て
、
国

際
金
利

水
準

に
比

し
な
お
高

位
に
あ
る
わ
が
国
の
金
利

水
準
の
低
下

を
図
り
、
コ

ス
ト
引
下

げ

に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
標

と
し

つ
つ
、
…

…
現

行
金
利

体
系

の
整
備

を
図
っ
て
参
り
た
い

、
云

々
」
（
三
〇
年
一
月
、
蔵
相

の
国
会

演
説
―

鳩

山
内

閣
）
。

こ

こ
で

は
ま
ず
、
「
財
政

金
融

一
体
」

と
な
っ
た
運
営
が
金
融
政
策
に

お
け

る
基
本
的
な
前
提
と

な
っ
て
い

る
こ

と
が
示

さ
れ
て

い

る
。
そ

し
て
そ

の
上

に
立
っ
て
、
「
金
融
正
常
化
」

の
推
進
と
く

に
「

金
利
水
準

の
低
下

の
必
要

性
」
（
低

金
利
政
策
）
が
表
明

さ
れ
、

こ
れ

は
三
〇
年
代

を
通
じ
て
繰
返
し
強
調
さ
れ
た
。

ま
た
、
「
三
〇
年
度

は
、

金
融
正
常
化

の
積

極
的

推
進
を
目
指
し
、

殊
に
、

日
銀
金
利
体
系
の
改
訂
、

政
府

短
期
証
券

の
売

オ
ペ
実

旌
等
画
期

的
な
金
融
調
節
機

能
の
充
実
が
行
わ
れ
、
市
中
金
利
低
下

へ
の
誘
導

並
び
に
市
中
金
利
体
系

の
正
常
化

施
策

と
相

ま
ち
、
大

き
な
成
果

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
た
」
（
大
蔵

省
『
銀
行
局

金
融
年
報
』
三

一
年
版
、

二
三
頁
）
。

三
〇

年
度
に
は
こ
の
よ
う
に
「
金
融
正
常
化
」
状
況
が
出
現
し

た
。
後

に
も
み

る
よ
う

に
、
日

銀
の
対

金
融
機
関
貸

出
は
大
幅
に
縮

小

す

る
と
と
も
に
、

政
府
短
期
証
券
の
市
中
売
却

も
か
な
り
大
量

に
行

わ
れ
た
。

但
し
そ

の
一
方

で
は
、

財
政
資

金
の
対
民
間

収
支

〇以
下
、

財
政
資
金
収
支
と
略
称
す

る
）

は
大
幅
な
支
払
超
過

と
な
り
、
こ

の
支
払
超
過

は
政

府
へ
の
（

政
府
ル
ー
ト
に
よ
る
）
日

銀

の
大
規
模
な
通
貨
供
給

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
た

〇
政
府
ル

ー
ト
で
の
日
銀
の
通
貨
投
入

に
つ
い
て

は
前
稿
糾
で
み

た
）
。

三
〇

年



４
　

度

の

「

金

融
正

常

化

」

は

、

こ

の
よ

う
な

財

政

の
大

幅

な

撒

超

と
前

年

度

か
ら

の
経

済

活

動

の

停

滞

に

よ

る

金

融

緩

慢

化

状
況

の
下

で

1
2

の

一
時

的

な
現

象

で

あ

ぶ

］
゜

（

注
）
　
「

…
…
財
政
資
金

の
散
超
増
大

に
伴
う
金

融
の
緩
慢
化
、

そ
れ
に
も
と
づ
く
金
融
の
正
常

化
は
そ
の
軣

に
財
政
の
対
日
銀
債
務

の
増
大
を
も
た

ら
し
て
い
た

の
で
あ

る
」
。
「
端
的

に
云
え

ば
財
政

の
対
日
銀
債
務

の
増
加

が

民

間
の

対
日

銀
債
務

を

減
少

せ
し
め
た
に
ほ
か
な
ら
な
い
…
…
」

〇
経
済
企
画
庁
『
戦
後
経
済
史

〇
財
政
金
融
緇
』
』
二
三
四

～
二

三
五
頁
）
。

ま
た
、「

…
…
ｙ
」
の
よ
う
な
金
融
緩
和

は
低
利

の
政
府

短
期
証
券

が
専

ら
日

本
銀
行
引
受

に
よ
っ
て
発
行

さ
れ
、

モ

の
代

り
金
が
輸
出
、

供
米

代
金
の
形
で
市
中
に
流
入
し

た
盡
日
本
銀
行

に
回
収

さ
れ

な
い
体
制

か
ら
生
じ
て

お
り
、
資

金
の
実
質
的
需

給
と
は
か
け
離
れ
た
異
常
な
性
格
の

も
の
で
あ
っ
た
…
…
一
同
々
」
（
『
戦
後

に
お
け

る
わ
が
国

の
財
政
、

金
融
と
そ
の
問
題

点
』
三
四
年
二

月
、

六
二
頁
）
。

Ａ

三

一

年

度

Ｖ

「

現

在

進

み

つ

つ

あ

る
金

融

正

常

化

を
更

に
推

進

し
…

…

」
。
「

…

…

金

融
機

関

の

預
貯

金

は

極

め

て
順

調

な

増

加

を

続

け

、

金

融

機

関

の

日

本

銀

行

に
対

す

る

依
存

傾
向

は
、

ほ

と

ん

ど

解

消

を

み

る

に
至

り

ま

し

た

。

し

か
し

、

こ

の

資

金

の
需

給

関

係

の
緩

和

と
金

利

の
低

下

は

、

特

に
、

短

期

資

金

に

お

い
て

著

る
し

い

の
で

あ

り

ま

す
。

し

た

が

っ
て

、
今

後

の

金

融

施
策

と

い

た

し

ま

し

て

は

、

こ

れ

ら

の

短

期

資

金

の
長

期

市

場

へ

の
流

入

を

促

進

し
、

長

期

金
利

の
引

下

げ

を
図

る

こ

と

が
肝

要

で

あ

り

ま

す

。

こ

の

た

め
、

社

債

等

の

発

行

条

件

を

改

訂

す

る
と

と

も

に
、

そ

の
取
引

を
円

滑

な

ら

し

め

る

よ

う

、

社

債

市
場

を
再

開

す

る

こ

と

が

必
要

で

あ

り

ま

す

」

〇
三

一

年

一

月

、

蔵

相

の
国

会

演

説
－

鳩

山

内

閣

）
。

三
〇

年

度

か

ら

続

い
た

金

融

緩

慢

化

状

況

の
下

で

、

遊

休

資

金

を
抱

え

た

銀

行

の

産
業

的

企

業

に

た

い

す

る
貸

出

競

争

が

激

化

し

、

こ

れ

に

依

拠

し

て

企

業

の
投

資

活

動

に
急

速

に
高

ま

っ
た

が
、

こ

う

し

た
動

き

は
銀

行

融

資

の

拡
張

を

さ

ら

に

促

進

さ

せ

る

と

と

も

に

銀
行

の
現

金

準

備

を

逼

迫

さ
せ

、

こ

の
補

充

の

た

め

に
再

び
日

銀

の

金

融
機

関

貸

出

の
著

増

を

も

た

ら

す

こ

と

に

な

っ

た

〇
日

銀

の

対

金

融

機

関

通

貨

供

給

に
つ

い
て

の
詳

細

は
後

述

す

る
、

ま

た
前

稿

日

に

お

い
て

も
若
干

記

し

た
）
。

し

か

し
、

企

菜

投

資

の

促

進

に

も
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≒

ｔ

と

づ

く

原

材

料

・
燃

料

輸

入

の
急

増

に
よ

り
国

際

収

支

が

悪

化

し

た

た

め
、

＝
二

年

度

末

か

ら
引

締

め

政

策

へ

と

転

ず

る

に
至

ぶ

（

三

二

年

三

月

、
公

定

歩

合

一

厘
引

上

げ

、

な

お
こ

の
公

定

歩

合

の
動

き

に

つ

い
て

は

次

猥

の

第

３

表

を

参

照
）
。

（
注
）
　
国
際
収
支

の
悪
化
と
そ
れ

に
よ
る
外
貨
準
備

の
逼
迫

か
ら
。
外
貨
準
備
高

の
少

な
い
当
時

の
状
況

の
下
で
引
締

め
政
策
の
実
施
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
国
際
収
支

の
悪

化

が
引

締

め
措
置
実
施

の
直
接
的

な
契
機
と
な

る
と
い

う
関
係

は
、
三
〇

年
代

を
通

じ
て
繰
返

し
み

ら
れ
る
状
況

で
あ
っ
た

が
、
例
え
ば
三
二

年
の
引

締

め
に
つ
い
て
Ｉ

「
…
…
も
っ
と
亀
決
定
的
な
警
告

は
国
際
収
支

の
赤

字
で
あ

る
。
…

…
い
か
な
る
警
報
に
も
驚

ろ

か
な
か
っ
た
行
政
当
局
も
さ
す
が
に

国
際
収
支
の

赤
字
に
は
が
く
然
と
し
て
、

引
締

め
政
策
に
転

じ
た
」
（
後
藤
誉
之
助

Ａ
当

時
、

経
済
企
画

庁
Ｖ
Ｉ

『
経
済
評

論
』
三
二

年
七
月
号
、

匸
一
頁
）
。

Λ

Ξ

二

年

度

Ｖ

ま

ず

、
「
資

本

の
蓄

積

に
努

め

る

と
と

も

に
、

不

急

の
投

融

資

は

こ

れ

を
抑

制

し
」

と

、
「
健

全

金

融

」

の
推

進

が

打
出

さ

れ

た

（

三

二

年

二

月

、
蔵

相

の

国

会

演

説
－

石

橋
内

閣
↓

岸
内

閣
）
。

ま

た

三
二

年

六

月

に

は

「

国

際

収

支

改

善

緊

急

対

策

」

が

決

定

さ

れ

た

が
、

こ

こ

で

は

金

融
面

の

施

策

と

し

て

「

信
用

膨

脹

抑

制

の

た

め
、

日

銀

貸

出

し

の

増

加

を
極

力

圧

縮

す

る
」
、
「
輸

出

金

融

に

つ

い
て

は
、

特

に
そ

の

円

滑

積

極

化

を

図

る

も

の

と

す

る

」

な
ど

の
点

が
強

調

さ

れ

た
。

す

な

わ

ち

、

金

融
引

締

め
措

置

と

し
て

三
二

年

五

月

、

公

定

歩

合

が
二

厘
引

上

げ

齟

、
同

時

に

ま

た

「

通

貨

調

節
」

の
一

手

段

と
し

て

準

備

預

金

制

度

が

法

制

化

さ

れ

た

（
但

し
同

制

度

の
実

施

は
三

四

年

九
月

）
。

他

方

、

輸

出

増

進

対

策

と

し

て

六

月

、

輸

出

金

融

関

係

の
公

定

歩

合

は

一

厘
引

下

げ

ら

れ

た

。

但

し
、

こ
り

し

た

金
融

引

締

め
政

策

の
下

に

お

い

て

も

、
財

政
資

金

の

揚

超

を

補

填

し

、

ま

た

対

企

業

滞

貨

融

資

な
ど

市

中

銀

行

融

資

の
拡

張

を
支

え

る

た

め

に
、

三
二

年

度

に

お

け

る

日

銀

の
金

融
機

関
貸

出

は

三

一

年

度

に
引

続

い

て

膨

脹

し

た
。

（
注
）
　
コ
ニ
二
年
度

の
金

融
政
策

は
、
…
…
経
済

の
行
過

ぎ
是
正

に
モ

の
重
点
が
指
向
さ
れ
、
一
方
に
は
政
策
の
中
枢
を
な
す
具
体
的
措
置

と
し
て
公

定
歩
合

の
画
期
的

な
二
厘
引
上
げ

を
中

心
と
す

る
金

融
引
締

め
の
一
連

の
措
置

が
と
ら
れ
、
…
…
」
（

前
掲

『
銀
行
局
金
融
年
報
』
三
三
年
版
、

二
五
頁
）
。
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Λ

Ξ
Ξ
年

度
▽

「
…
…
わ
が
国
経
済

の
当
面
す

る
最

も
重
要

な
る
課
題

は
、

翰
出

の
振

興
と
と
も
に
貯

蓄
の
増
強
に
あ

る
と
信
じ

ま
す
。
…

…
企
業

に
お
い
て
も
…
…
自
己
資

本
の
充
実

に
努
め
、

借
入
依

存
態
勢

の
是
正

を
図

る
べ
き
で
あ

る
…
…
」
。
「
Λ
金
融
機
関
の
▽
日
本

銀
行
依

存

の
態
勢

を
改
善
し
、

金
融
の
正
常

化
を
図

る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
…
…
。
特

に
昭

和
三
三
年
度
は
、
国
際
収
支
の
改
善
等

に
伴

い
、

財
政

の
対
民
間
収
支

が
撒

布
超
過

に
転
ず
る
こ

と
が
予

想
さ
れ
ま
す

の
で
、
モ

の
面

か
ら
も
日
本
銀
行
貸
出
の
減
少
が
期
待

さ
れ
る
の

で
あ
り

ま
す
」
（

三
三
年
一
月
、
蔵
相
の
国
会
演
説
－

岸
内
閣
）
。

三
三
年
度

に
は
、
前
年

度
か
ら
再

び
激
化
し

た
「

オ
ー
バ
ー
・

ロ

ー
ン
」

〇
後
述
）

の
是
正

が
強

調
さ
れ
、
「
金
融
正
常
化
」

の
促
進

が
再

び
掲

げ
ら
れ
た
。
金
融
政

策
は
、
前
年
度

に
お
け

る
国
際

収
支
悪

化
に
よ
る
引

締

め
か
ら
大
幅
な
緩
和
へ
と
転
じ

た
が
（
公
定
歩

合

の
三
回
引
下
げ
Ｉ

三

三
年

六
月
二
厘
、
九
月
一

厘
、

三
四
年
二
月
一
厘
）
、

三
三
年
度
は
財
政
資
金
の
撒
超

と
景
気

の
停
滞

と
に

も

と
づ
い
て
金

融
は
緩
和
状
況

と
な
り
、
こ

の
な
か
で
金
融
機

関
に
よ
る
日

銀
へ
の
既

存
借
入
の
返
済
が
進
ん
だ
。

Λ
三
四
年
度
Ｖ

「
八
三
三
∇
年
度

に
引
き
続
き
、
昭
和
三
四
年
度

に
お
い
て

も
財
政

は
相
当

の
撒
布
超
過

と
な
る
見

込
み
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

は

資
金
需
給

の
緩
和

に
よ
り
金
利
水
準

の
低
下

と
金
融
機
関

の
日

本
銀
行
依

存
の
是
正

と
を
も
た
ら
し
、
金
融
の
正
常
化
を
招
来
す

る
好

機
で
あ

る
…
…
。
こ

の
際
、
金
融
機
関

に
対
し
、
そ

の
資
産
構

成
の
健

全
化
、
支
払
準
備

の
充
実
、
経
営
の
合
理
化
等
に
努

め
る
と

と

も
に
、
過
当
競
争
を
排
除
し
、

融
資

の
適
正

化
を
図

る
よ
う
協
調
を
保
つ
こ
と
を
強
く

要
請

い
た
す
も

の
で

あ
り

ね
尹
」
（

三
四
年
一

月
、
蔵
相

の
国
会
演
説
１

岸
内
閣
）
。

三
四
年
度
の
金
融
政
策
で
強
調
さ
れ

た
点

は
「
金
融
正
常
化
」

の
推
進

と
銀
行

経
営
の
健

全
化
で
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
表
明
の
資

金
的
な
裏
付
け
と
な

っ
た
の
が
、
三
三
・
三
四
年
度
と
続
く
財
政
資
金
の
１

日
銀

の
対
政

府
ル
ー
ト
で
の
通
貨
投
入
に

支

え

ら

れ
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々

ｉ

た
Ｉ

散

超

の

増

大

で

あ

っ
た

。

ま

た

、

三

三

年

度

下

半

期

か
ら

経

済

成

長

は
再

び
高

進

を

始

め

た

が

、
前

年

度

か

ら

続

く

財

政
資

金

の
散

超

の

下

で

、

三

四

年

度

の

金

融

政

策

は
全

体

と

し
て

抑

制

的

に
推

移

し

た

〇
三

四

年

九
月

準

備

預

金

制

度

の

発

動

、

匸

一
月
公

定

歩

合

の

】
厘

引

上

げ

）
。

Ａ

三

五

年

度

Ｖ

「

…

…

金

融
政

策

の
運

営

は
、

経

済

の
急

激

な
変

動

を
調

整

し

て

、

そ

の
安

定

的

成
長

を

図

る
こ

と

に
目

標

が

あ

る

の

で

あ

り

ま

す

。

さ
き

に
、

準

備

預

金

制

度

の
発

動

、

公

定

歩

合

の
引

上

げ

が

行

わ

れ

ま

し

た

の

も

、

景

気

の
行

き

過

ぎ

を

亊

前

に
防

止

し

よ

う

と

す

る
意

図

に

よ

る
も

の
で

あ

り

、
…

…
」
。
「

貿

易
為

替

の

自

由

化

の

進

展

に
従

い

、

経

済

の
均

衡

維

持

の

た

め
金

融

面

に
課

せ

ら

れ

る

役

割

は
、

ま

す

ま

す

重
要

と

な

る

の

で

あ

り

ま

す
。

今

後

の

金

融

政

策

と

い

た

し

ま

し

て

は

、

準

備

預

金

制

度

、
公

定

歩

合

制

度

等

を

適

時

適
切

に
活

用

す

る

こ

と

は

勿
論

、

金

利

に

つ

き

ま

し

て

も

、

そ

の
経

済

調

整

の

機

能

を

強

化

し

つ
つ

、

長

期

的

に

は
国

際

水
準

に

近

づ

き
得

る

よ

う
努

力

し

、

一
層

金

融

の

正

常

化

を

推

進

し

て

参

り

た

い

の
で

あ

り

ま
す

」
（

三

五

年

二

月

、

蔵

相

の
国

会

演

説

―

岸

内

閣

）
。

ま

た

三

五

年

度

に

お

い

て

は

「

国

民

所

得

倍

増

計

画

」

が

登

場

し

た
が

〇
三

五

年

一
二

月

発

表

１

池

田

内

閣

）
、

こ

の
計

画

の

う

ち

金

融

関

係

の
対

策

で

は

、

金

利
機

能

の

発

揮

と

金

利

水

準

の
引

下

げ

が

掲

げ

ら

れ

、

こ

れ

に

よ

っ
て

経

済

成
長

の

た

め

の

通

貨
供

給

（
注
）

の

円

滑

化

と

国

際

競

争

力

の

強

化

を

目

指

す

低

金

利

政

策

〇↓

市

場

金

利

の
低

位

誘

導
）

と

が

さ
ら

に
推

進

さ

れ

る

こ

と

に

な

っ

た
。

公

定

歩

合

は

三

五

年

度

中

に

二

回
引

下

げ

ら

れ

（

三

五

年

八

月

一
厘

。

三

六

年

一
月

一

厘
）
、

こ

れ

に

も

と

づ

い

て

さ

ら

に

市
中

金

利
引

下

げ

の
措

置

が

と

ら

れ

た

（

Ξ

六

年

四

月

）
。

そ

う

し

て

こ

り

し

た

な

か

で

企

業

投

資

は
再

び
増

大

し
、

企
業

の

銀

行

へ

の

融

資

需
要

が

高

ま

っ
た

が

、

こ

れ

に
応

じ

た
銀

行

融

資

の
拡

張

は
結

局

、

日

銀

の
対

市

中

銀
行

貸

付

の
増

加

に

よ

っ

て

支

え

ら

れ

た

。

（
注
）
　
「

三
五
年
度
の
金
融
政
策
で
特
記
す

べ
き

も
の
は
、
為
替
貿
易

の
自
由
化

の
進
展

に
対

処
し
て
、

国
際
的
な
視
野

か
ら
、
全
般
的
な
金
利
引
下



128

げ

の
た
め
の
一
連
の
措
置

が
と
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
」
〇
前
掲
『
銀
行
局
金
融
年
報
』
三
六
年
版
、
二
九
百
〇
。

ま
た
、
「

昭
和
三
五

年
度
は
、
年
度
初
頭

よ
り
、

金
融
・
財
政
と
も

に
安
定
成
長
路
線

を
指
向
し
て
運
用

さ
れ
た
が
、

池
田
内
閣

に
よ

り
て
打

出

さ
れ
た
所

得
倍
増
計
画

の
登
場

、
低

金
利
政
策
の
強
行
な
ど
、
異
常
と
も

い
う

べ
き
積
極
策
が
推
進

さ
れ
た
」
。
コ
ニ
五
年

八
月
…
…

に
行

わ
れ

た
公
定
歩

合
一
厘
引
下

げ
は
、
池
田
内
閣

の
所
得
倍
増
計
画
立
案
過
程

に
お
い
て
高
金
利
是
正

は
緊
急
事
で
あ

る
と

い
う
要
請

に
答

え
て
行

な
わ

れ

た
も

の
で
、
外
為

受
払
の
動

向
か
ら
見

れ
ば
手

離
し
の
緩
和
が
で
き
る
状
況
で

は
な

か
っ

た
。
し

か
し
一
二
月
一
〇
日

に
第
二
次
池
田
内
閣

が

発
足
す

る
と
低
金
利

政
策

が
本
格

的
に
進

め
ら
れ
。
預
金
金
利
、
長
期
金
利
な
ど
一
連
の
金
利
引
下

げ
が
行

わ
れ
た

が
、
三
六
年
一
月
二
六
日

の

公
定
歩
合

一
厘
引
下

げ
は
、
そ
の
一
環

と
し
て
、

ま
た
そ
の
象
徴
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
（
日
本
経
済
調
査
協
議
会
『
景
気
調
整
政
策

の
回
顧
と
イ

ン
フ
レ
対
策
』
四
九
年

九
月
、
七
四
、

一
五

六
頁
）
。

Λ
Ξ
六
年
度
Ｖ

「

…
…
金
利

体
系

の
整
備
、
公
社

債
市
場

の
育
成
等
、
従
来
よ
り
目
標
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
金
融
正
常
化
の

た
め
の
施

策
を
さ
ら

に
推
進
す

る
考
え
で

あ
り

ま
す
」
。
「

特
に
、

今
後
、

自
由
化
の
進
展
に
伴
い
、
国
際
競
争
力
を
強
化
い

た
し

ま
す

た
め
、
国

際
的

に
割

高
な

わ
が
国

の
金
利
水
準

を
国

際
水
準

に
鞘
寄

せ
す
る
こ
と
が
重
要

と
な
っ
て
く

る
の
で
あ
り
ま
す
。
政
府

は
、

こ
の
よ
う

な
要
請

に

こ
た
え

る
た
め
、
資
本

の
蓄
積
、
外
資

の
導
入

等
、

環
境
の
整
備
に
努

め
、
漸
進
的
に
金
利
水
準

の
低
下

を
誘
導

し
て
参
り

た
い
と
考

え
て

お
り
ま
す
」
〇
三
六
年
一
月

、
蔵
相
の
国
会
演
説
－

池
田
内
閣
）
。

但
し
モ

の
後
、
三
六
年
度

に
入

っ
て

か
ら
の
国
際

収
支

の
悪

化
の
た

め
に
「

国
際
収
支
改
善
対
策
」

の
実
施
を
余
儀
な
く

さ
れ

〇
三

六
年
九
月
）
、

金
融
対
策
と
し
て
は
、

金
融
引

締
め
の
強

化
と
輸
出
促
進
の
た

め
の
輸
出
短
期
金
融
の
優
遇
強
化

と
が
打
出

さ
れ

た
。

公

定
歩
合
も
二

回
引
上
げ

臨
心

〇
三

六
年

七
月
一

厘
、
九
月

一
厘
）
、
九
月

に
は
同
時

に
準
備
預

金
制
度
準

備
率

〇以
下

、

準
備
率
と

略
称
す
る
）

の
引
上
げ
や
高
率
適
用
制
度
強
化

の
措
置
が

と
ら
れ
た
。

し
か
し
一
方

、
三
六
年
度

に
お
け

る
日
銀
Ｏ
対
金
融
機

関
取
引

の
面

で
は
Ｉ

財
政
資

金
の
揚
超
と
い
り

動
き
が
他

面

で

あ

っ

た
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甘

が
１

日

銀

に

よ

る
対

金

融
機

関
貸

付

の
増

大

に
金

融
機

関

か

ら

の

債

券

の
大

量

買

入

が

加

わ

っ
て

、

通

貨

投

入

は

き

わ

め
て

膨
脹

し

た
。

政

府

は

企
業

の
設

備

投

資

抑

制

の

指

導

を
試

み

た

が

、

し

か

し

Ｉ
た

ん
着

手

さ

れ

進

行

を
始

め

た
モ

の
抑

制

は
困

難

で

あ

り
、

企

業

の
銀

行

借

入

需

要

が
継

続

す

る

と
と

も

銀
行

も

ま

た

こ

れ

に
貸

し

応

じ

、

こ

れ

を

支

え

る
た

め

に
日

銀

の
対

金

融

機

関

通

貨

供
給

が

拡

大

す

る
こ

と

に

な

っ

た
。

（

注
）
　
こ
れ

ら
の
公
定
歩

合
の
引
下

げ
に
つ
い
て

は
な
お
Ｉ

「
池
田
勇
人
氏

は
低

金
利

政
策

の
強
い
支
持
者
で
あ
っ
た

が
、
こ
れ

は
同

氏

が
証
券
業

界
と
深

い
関
係

に
あ
っ

た
か
ら

だ
と
も
い
わ
れ
て

い
た
。
…
…
池
田
内
閣

と
な
っ
て

か
ら
の
三
六
年

の
金
融
引
締

め
、
三
九
年

の
金
融
引
締

め
の

と
き

に
は
、
池
田
氏

の
意

向
も
あ
っ
て
公
定

歩
合
の
引

上
げ
が
日
本
銀
行

の
思
う
よ
う
に
で
き
な
か
っ
た
」（

呉

文
二

『
金

融
政
策
』

一
一

九

頁
）
。

Λ

Ξ

七
年

度

Ｖ

「
…

…

国

際

収

支

の
均

衡

を

回

復

す

る

た

め

に

は

、
引

き

続

き

、
引

締

め

の
方

針

を
堅

持

し
て

參

る
こ

と

が
必

要

で

あ

り

ま

す
。

も

と

よ

り
、

金

融

の
引

締

め
措

置

は

、

で

き

る

だ

け

摩

擦

や

困

難

を

避

け

な

が

ら

、

円

滑

に
運

営

さ

る

べ

き
も

の
で

あ

り

…
…

」
（
三

七

年

一

月

、

蔵

相

の
国

会
演

説
１

池

田

内

閣
）
。

三

六
年

度
後

半

以

降

、
引

締

め
・

調

整

政

策

が

続

け

ら

れ

て

き

た

が
、

輸
出

の
増

進

に

も

と

づ

く

国

際

収

支

の

好

転

に

よ

り

三

七

年

度

後

半

に

は
金

融

引

締

め
が

解

除

さ

れ

た
。

公

定

歩

合

の
引

下

げ

が

相

次

い

で

三

回

実

施

さ
れ

〇
三

七
年

一
〇

月

一

厘
、

一

一

月

一

厘

、

三

八

年

三

月

一

厘
）
、

準

備

率

も
引

下

げ

ら

れ

た
。

但

し

三

七

年

度

に

お

い
て

は
、

財

政
資

金

が

撒

布

超

過

に

転

じ

た

こ

と

も

あ

っ
て

、
日

銀

の
対

金

融

機

関

通

貨

供

給

は

全

体

と

し

て

若
干

の
増

加

に
止

ま

っ

た
。

ま

た

、

三

二

年
以

降

と

く

に

三

六

年

か

ら

き

わ

め
て

著

る
し

く

な

っ

た
都

市

銀

行

の

オ

ー「（

Ｉ

・

ロ
ー

ン

の
是

正

対

策

と

し

て

、
。三

七
年

一

一
月

か

ら

日

銀

に

よ

る

新

金

融

調

節

方

式

が

実

施

さ
れ

た
１

「

金

融

機

関

が
Ａ

日

銀
Ｖ

借
入

に
過

度

に
依

存

す

る

姿

を

是

正

し
て

、

金

融

り
Ｊ

止
か
つ

円

滑

な

疎

通

を

助

長

す

る

趣

旨

か
ら

、

今

後

の
金

融
調

節

に

つ

い
て

は
債

券

の
売

買

を

一
層

弾

力

的

に
行

う
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措
置

を
講

ず
る
…
…
」

〇
日

銀
政
策
委
員
会

の
発
表
、
こ

の
新
金
融
調
節
方
式

の
運
営
状
況

に
つ

い
て

は
後

に
み

る
）
。

Ａ
三
八
年

度
▽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

「
…
…
金
融
政
策

も
新

た
な
局
面

を
迎
え
る
に
至

っ
た
…
…
。
金
融
政

策
の
新
し
い
局
面

に

お
き

ま
し
て
は
、
金
融
正

常
化

の
必
要

が
一
段
と
痛
感

さ
れ
て

お
り
ま
す
。

…
…
日
本

銀
行

の
新
ら
し
い
方

針
Λ
前
掲

の
新

金
融
調
節
方
式
Ｖ
と
相
ま

っ
て
、
金
融
政
策
の
正

常
化

に
つ

い
て

は
、

さ
ら
に
、

そ
の
推
進
を
図

る
考

え
で

あ
り

ま
す

。
こ

の
点

に
関

し
、

殊
に
、
長
期
の
安
定
し
た
産
業
資
金
調
達

の

た
め
に
、
株
式
市
場

や
公
社

債
市
場
の
育
成
強

化
を
図
る
こ
と
は
、

極
め
て
肝
要

で
あ
り
ま
し
て
、
…
…
」
。
「
…
…
わ
が
国
の
金
利
水

準
は
、

諸
外
国

の
金
利

水
準

に
比
較
し
て
割
高
で
あ
り
、

モ

の
引

下
げ
は
、

か
ね
て

よ
り
要

請
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、

特

に
、
今
後
、
わ

が
国

経
済
の
国

際
競
争
力

を
強

化
す

る
た

め
に
も
、

国
際
金
利

水
準

に
、
可

能
な
限
り
さ
や
寄
せ
し
て
い
く
必
要
が

あ

り
ま
す
」
（

三
八
年
一
月
、
蔵
相

の
国
会
演
説
－

池
田
内
閣
）
。

三
八
年
度

に
入

っ
て
、
公
定

歩
合

は
低

金
利
政
策

の
推
進
に
も
と
づ
き
前
年

度
に
引

続
い
て
引
下

げ
詛

〇
三
八
年

四
月

一
厘
）
、

景
気

は
上
昇
し

銀
行

の
企
業
融

資
は
増
大

し
た
。
し

か
し
そ

の
後
、
国

際
収
支

の
悪

化
に
よ
り
、
準

備
率
の
一
部
引

上
げ

〇
三
八
年
一

二
月
）
、
公

定
歩
合
の
引

上
げ

〇
三
九
年
三
月
二
厘
）
な
ど
、
三
八
年
度
後
期
に
は
引
締

め
政
策

へ
の
転
換

を
余
儀

な
く

さ
れ
た
。

三
八
年
度

に
は
ま
た
、

さ
き

に
実

施
さ
れ
た
新

金
融
調
節
方
式

に
も
と

づ

い

て
、

日

銀
の
対
金
融
機

関
貸

付
は
大
幅

に
縮
小
し

た

が
、
他
方
で

は
同
時

に
金
融
機
関

と
く

に
都
市

銀
行

か
ら
の
日

銀
の
債
券

買
入

が
大

規
模
化
し
、
日

銀
の
通
貨
供
給

は
こ
れ

に
よ

っ
て

増
大
し

た
。

（

注
）
　
「
公

定
歩
合

は
Λ
Ξ
七
年

一
〇
月

の
引
下
げ

に
よ

っ
て
Ｖ
引
締

め
前

の
水
準

に
戻

っ
た
。
し
か
し
政
府
・
与

党
筋

の
低
金
利
政
策
へ
の
熱
意
は

依
然
と
し
て
強

く
、
三
八
年
三
月
二
〇
日
、
四
月
二
〇

日
に
そ

れ
ぞ
れ
公
定
歩
合

が
引
下
げ

ら
れ
た
。
こ
れ
は
景
気
対
策
と
し
て
の
引

下
げ
で
は

な
く
。
低
金
利
政
策

○
実
現

の
た
め
で
あ
っ

た
が
、
云

々
」
（
前
掲
『
景
気
調
整
政
策

の
回
顧
…
…
』

一
五
八
頁
）
。
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囎

４

Λ
Ξ
九
年
度
▽

゛

「
…
…

わ
が
国
企
業

に
お
き

ま
し
て
も
、
モ

の
基

盤
を
充
実

す
る
た
め
、
戦
前
及
び
諸
外
国
に
比
し
極

め
て
悪
化
し
て
い

る
自
己
資

本
比
率

の
向
上

を
図
り
、
長
期

安
定

資
金
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
が
、
こ

の
際
、
特

に
必
要

と
思

わ
れ

る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
見

地
か
ら
、
政
府

と
い
た
し

ま
し
て

は
、
今

回
、

企
業

、
投
資
家

及
び
証
券
業
者
に
対
す
る
一
連
の
税
制
上
の
施
策
を
実
施
す
る
こ

と

と
い
た
し
て

お
り
ま
す

が
、
今
後

と
も
、
資

本
市
場
の
健
全
な
発
展
を
図
る
た

め
、
各
般

の
施

策
を
…
…
推
進
し
て
参
り
た
い
…
…
」

（
三
九
年
一
月
、
蔵
相

○
国
会

演
説
－

池
田

内
閣
）

三
九
年

度
に
当
っ
て
の
金
融
政
策

で
は
、

ま
ず
こ
の
よ
う
に
「
資
本
市
場
育
成
」

の
必
要

性
が
強
調
さ
れ
て
い

る
の
が
特
徴
的
で
あ

る
が
、
こ

の
背

景
に
は
、

重
大
化
し
つ
つ
あ
っ
た
証

券
市
場
問
題
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
高
度
成
長
下

、
大
規
模
な
設
備
投
資

○
強

行
に
よ
っ
て
急
増
す
る
資

金
調
達
の
必
要

の
た

め
、
企
業
は
銀
行
融
資
へ
の
依
存

に
加
え
て
さ
ら
に
株
式
（

お
よ

び
社
債
）
の
発
行
を

も
っ
て
し
、
株
式

〇
増
資
）

や
社
債
の
発

行
が
三
四

年
頃

か
ら
急
増
し
た
。
こ
う
し
た
勁
き
と
連
携
し
て
証
券
業
も
ま

た
急

成
長
を
遂

げ

た
が
、

し
か
し
高
度
成
長
が
行
詰
り
を
み
せ
は
じ
め
る
と
と
も
に
市
場
に

お
け
る
株
式
・
社
債
の
過
剰
状
態
が
顕
在
化
し
、
三
九
年

度

に
入
っ
て
証

券
市

場
対

策
は
重
大
問
題

化
し
つ
つ
あ
っ
た

〇
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
み
る
）
。

三

九
年

度
に
お
い
て
は
、
国

際
収
支
改
善
対
策
と
し
て
前
年
度
末
か
ら
の
引

締

め
政
策
が
受
継
が
れ

た
。
国
際
収
支

は
そ
の
後
改
善

を
み

た
が
、
し
か
し
三
九

年
末
に
な
る
と
過
剰
生
産
の
重
圧
に
も
と
づ
く
不
況
状
態
が
著
る
し
く
な
り
、
こ

の
た

め
準
備
率
の
一
部
引

下
げ

〇
三
九
年

匸

一
月
）

や
公

定
歩
合
の
引
下

げ

〇
四
〇
年
一
月
一
厘
）

な

ど
、
不
況
対
策
と
し
て

の
金
融
緩
和
措
置
が
実
施

さ
れ

る

に
至

っ
た
。

三

九
年
度

に
お
け
る
日
銀
の
対
金
融
機
関
貸
出
は
、
市
中
金
融
機
関

に
よ

る
様

々
な
不
況
・
救
済
融
資
を
支
援
す

る
た
め
に
、
前
年

度
の
収
縮
か
ら
一
転
し
て
増
加
し
た
が
、
し

か
し
他
方
、
前
年
度

に
大
規
模

に
行
わ
れ

た
日
銀

の
金
融
機
関

か
ら
の
債
券
買
入
が
三
九
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年

度
に
は
売
却
へ
と
転
じ
、
こ
の

た
め
日
銀

の
対
金
融
機
関
取
引

は
全
体
と
し
て

は
引
揚
超
過

と
な
っ
た
。
こ

れ
に
た
い
し
て
財
政
資

金
は
、

不
況

対
策
の
促
進
に
よ

っ
て
大
幅
な
撒
布
超
過
を
示
し

た
。

（

注
）
　
例
え

ば
、「

都
市
銀
行
の
外
部
負
債

の
累
増
、
そ

れ
に
伴
う

コ
ー
ル
市
場

の
投
資
市
場
化

、
株

式
市
場

の
不
振
、

企
業

間
信
用

の
膨
脹
、

中
小

企
業
の
金
融
難
な
ど

の
金
融
面

の
ひ
ず
み
と
と
も

に
、
企
業
面

に
お
け

る
企
業

収
益
の
低
下
、
設

備
過
剰

感
の
台
頭
．

倒
産
の
増
加
な
ど
、
こ
れ

ま
で

の
高

度
成
長
に
よ
っ
て
助
長
さ
れ
、
ま
た

は
そ
の
陰
に
隠
れ
て
き
た
問
題
点

が
Ａ
三
九
年
度

に
は
Ｖ

い
っ
き
ょ
に
露
呈

し
た

の

で

あ

る
」

（
前

掲
『
銀
行

局
金
融
年
報
』
四
〇

年
版
．

七
頁
）
．

Λ
四
〇
年

度
▽

「
長
期
資

金
の
確
保
に
よ
っ
て
企
業
の
資
金
構
成
を
是
正
す

る
こ
と
は
、
今
日

の
急

務
で

あ
り
、
こ

の
た
め
、
貯
蓄

の
増
強
と
資
本

市
場
育

成
を
図

る
こ

と
の
重
要

性
は
、

一
層

高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
」
。
「
今
後

と
も
、
資
本
市
場

を
拡
大
強
化
す

る
た
め
、
公
社

債
市

場

の
育

成
、
証
券

金
融
の
拡
充

等
、

各
般
の
施
策
を
積
極
的

に
推
進
し
て
行
く
…
…
」

〇
四
〇
年
一
月
、

蔵
相

の
国
会

演
説
―

佐
藤

内
閣
）
。

ま
た
、
四
〇
年

度
前

半
に
は
「

経
済
の
不
況
現

象
回
復
を
ね
ら
い
と
し
て
次

々
に
金
融
緩
和
政
策
が
進

め
ら
れ

た
」
（
前
掲

『
銀
行

局

金
融
年
報
』
四
一
年
版
、
一
四
頁
）
。
四
〇
年
度
後
半

に
は

「
…
…
一
〇
月

か
ら

匸

一
月

に
か
け
て
の
…
…
金
融
市
場

は
、

米

代
金

を
中
心

と
し

た
財
政

の
大
幅
払
超

で
引

き
続
き
緩

和
基
調
に
推
移
し
、
…
…
特
に
目
だ

っ
た
政
策

は
行

わ
れ
な

か
っ
た
」
。
「

ま
た
四
一

年
一
月
以
降

は
、
国
債
発
行

に
備
え
、
…
…

新
し
い
金
融
政

策
の
試
み
が
な

さ
れ
た
Λ
日
銀

の
短
資
業
者

に
た
い
す

る
政
府

短
期

証
券

の
売
買
開
始
、
金
融
機
関

か
ら
の
日
銀

に
よ
る
債

券
の
無
条
件
買
入
れ
、
な
ど
Ｖ
」
（
同
右
書
、
一

五
頁
）
。

（
注
）

四
〇

年
度
に
お
い
て

は
、
深
刻
化
し

た
不
況
状
況

の
下
で
公
定

歩
合

の
引
下

げ
が
進

め
ら
れ

（
四
〇
年
四
月

に

一
厘
、

六
月

に

一

厘
）
、
準
備
率
も
一
部
引
下

げ
ら
れ
た

〇
四
〇
年

七
月
）
。

さ
ら
に
四
〇

年
五
月

と
七
月

に
は
、
「
証

券
危
機
」

対
策
と
し
て
日
銀

に
よ
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ｉ

卜

ｙ

！

る

特

別

融

資

の
措

置

が

と

ら

れ

た

（
こ

れ

に
つ

い
て

は
後

に
み

る
）
。

四

〇

年

度

の
日

銀

に

よ

る
対

金

融
機

関

通

貨

供

給

で

は

、

不
況

対

策

と

し

て

の
対

金

融

機

関

貸

付

が

増

大

し

、

財

政

資

金

も

同

様

に
撒

布

超

過

を
示

し

た
。

（

注
）
　
「

Λ
四
〇

年
Ｖ

六
月
二

六
日

の
引
下

げ
に
よ
り
、
公
定

歩
合
は
昭
和
Ξ
〇

年

の
公
定
歩
合
政
策

の
復
活

後
、
最

低

の
水
準
に
引
下

げ
ら
れ
た

が
、
こ
れ

は
低
金
利
Ｖ
政
策

の
推
進
と

い
う
よ
り

は
、

も
っ
と

直
接
的

な
不
況
対
策

の
意
味
を
屯
つ
も
の
で
あ

っ

た
」
（
前
掲

『
景
気
調
整
政

策
の
回
顧
…
…
』
一
六
〇

頁

。）

五
　

銀

行

の
日

銀

依

存

（

一
）
　
概
　

況

三
〇

年
代

忙
お
け

る
日
銀

の

対

金
融
機

関
通
貨
供
給

（

金
融
機
関
ル

ー
ト
に
よ
る
追
加
的

な
通
貨
投
入
）

は
、

対
金
融
機
関
貸
出

（

手
形
再
割
引

と
貸
付
）

お
よ
び
金
融
機
関

か
ら

の
債

券
買
入
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
動
き
を
ま
ず
全
体
と
し
て
み
れ

ば
、
通

貨
の
投
入
は
三
六
年
度

に
著

る
し

い
膨
脹

を
示

し
た
の
を
中

心
に
、

三
一

こ
二
二
年
度
、
三
五
・
三
六
年
度

お
よ
び
三
八
年
度
な

ど
の

時
期
に
増
大
し

た
（
第
１
表
）
。
他
方
、
三
〇

、
三
四
、
三
九
年
度

に
は
引
揚
げ
（

収
縮
）
を
み

せ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
引
揚

超
過

も
、

そ

の
前
後

の
時
期

の
そ
れ
を
大
幅
に
上
廻
る
投
入
超
過

に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
、
三
〇
年
代
を
通
じ
全
体
と
し
て
大
量

の
投
入
超
過

と
な

っ
た
。
そ

し
て
こ
う
し
た
投
入
超
過
は
、
市
中
金
融
機
関
に
た
い
す

る
現
金
準
備
の
追
加
的
な
大
量

供
給

と
そ

の
累

積
を
意
味

す
る
も

の
と
し
て
、

後
に
み
る
市
中
金
融
機
関
（
直
接
的
に
は
と
く
に
都
市
銀
行
）
の
信
用
活
動

の
拡
大

と
そ

の
継
続

を
支
え

る
主
要

な
一
要

因

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

日

銀
の
対

金
融
機
関
通
貨
供
給
の
こ
の
よ
り
な
動
き
（
増
減
）

は
ま
た
、
財
政
資

金
の
対
民
間
収
支

の
動

き
（
支

出
あ
る
い
は
受

入

れ
超
過

）
と
連
携
す

る
も

の
で
あ
『

舮
（
そ
し
て
こ

の
財
政
資

金
の
撒
布
超
過

は
さ
ら
に
日

銀
の
政

府
ル

ー
ト
で
の
通
貨
投
入
に
よ

っ
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て
大
き
く
支

え
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
状
況

に
つ
い
て
は
前
稿
（

一
）
で
み

た
）
。

す

な
わ
ち
、
日

銀
の
対
金
融
機
関
通
貨
供
給
は
、
ま
ず
財
政
資
金
収
支
の
動
き
と
連
繋
し
つ
つ
こ
れ
を
補
完
す

る
役
割
を
果
し

〇
こ

れ

は
年
度
間

の
み
で

な
く
月
・
季
節
毎
に
細
か
く
操
作
さ
れ

る
）
、

そ

の
上
に
立
っ
て
、

前
記
の
よ
う
な
金
融
政
策

に
も
と

づ
く
積
極

的
な
通
貨

の
投
入

が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
、
三
〇

・
三
四

・
三
九
年

度
に
み
ら
れ
た
金
融
機
関
ル

ー
ト

に
お
け

る
引
揚
超
過

の
動

き
も
、
同
時
期

に
お
け

る
財

政
資
金
の
撒
布
超
過

に
よ
っ
て
（

と
く
に
三
四
・
三
九
年
度
に
は
前
者
の
引

揚
を
大
幅

に
上
廻

る
後
者

の

撒
布
超
過

に
よ

っ
て
）

カ
バ
ー
さ
れ
、
前

者
の
引
揚

超
過

は
後

者
の
撒
布
超
過

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
面
が
大
き
か

っ
た
。

さ
て
、

三
〇

年
代

に
お
け

る
こ

の
よ
り

な
対

金
融
機
関

通
貨
供
給
は
、
対

金
融
機
関
貸

出
と
く
に
そ
の
貸
付
の
拡
張
を
中
心
的
手
段

と
し
て
行
わ
れ

た
。
こ
の
日
銀
貸
付
は
三
一
年
度

か
ら
三

六
年

度
に
か
け
て
増
大

し
た
が
、

三
六
年

度
か
ら
は
日
銀
の
金
融
機
関

か
ら

の
債
券

〇
政
保
債
、

金

融
債

Ａ
利
付
Ｖ
、

電
力
債
）
　
の
買
入

れ
Ｉ

債
券
買

オ
。ヘ
レ
ー
シ
ョ
ソ
ー

が
こ
れ
に
加
わ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
日
銀
の
債
券
買
入
れ

は
、
前
記
の
新
金
融
調
節
方
式

の
採
用

に
よ
っ
て

と
く

に
三
八
年
度

に
大

規
模
化
し
、
こ
れ
に
対
応
し

て
日

銀
貸
付

は
同
年

度
に
は
収
縮
し
た
が
、
し

か
し
そ
の
後
三
九
・
四
〇

年
度

に
は
、
日

銀
買
入
債
券

の
売
昃

し

〇
売
オ
ペ

レ
ー

シ
ョ

ン
）
が
行

わ
れ
、
こ

の
た

め
日

銀
貸
付
は
再

び
増
加
し
た
。

こ

の
よ
う
に
、
日

銀
の
対
金
融
機
関
通
貨
供
給
に

お
け

る
三
〇

年
代
の
中
心
的
手
段
は
日
銀
貸
付
で
あ

っ
た
。
そ

し
て

三
〇
年
代

後

半
期

に
お
い
て

は
債

券
買
入
れ
の
手
段
が
こ
れ
を
補
完
し
た
。
な
お
、
国
債
（

政
府
短
期
証
券

お
よ

び
長
期
国
債
）

の
日

銀
対

金
融
機

関

に
お
け

る
売
買

も
、

こ
の
間

か
な
り
実

施
さ
れ
た
。
国
債
売
買
は
と
く

に
金
融
緩
和
期

に
お
い
て
、

お
よ
び
一

般
に
資

金
的

に
余
裕

の
あ

る
金
融
機
関

を
対
象

と
し
て
行
れ
た
の
で
あ
る
が
、

こ
の
国
債
売
買
の
面

で
は
、
三
〇

年
代
を
通
じ
て
日

銀
の
売
却
超
過

と
な
り
、

前
記

の
よ
う
な
手
段

に
よ
る
通

貨
投
入

に
た
い
し
て

そ
の
引

揚
手
段
と
し
て
機

能
し
た
。

次

に
、
日
銀
対
金
融
機
関

に
お
け

る
こ

れ
ら
通
貨
供
給
の
動

き
を

ヨ
リ
詳
し
く
み
る
こ
と
に
し
た

い
。
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第1 表　日

(億円)

１

St

年　度

Ａ．貸出(対前年度増減)

|聊作雛 肌Ｈ
総 計

財
政資金
対民間収
(△)支計

割引手形
増減(ﾑ) 茹尸

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

ﾑ2,248

2,491

3,118

△1,759

133

2,206

6,860

122

△二1,521

1,347

2,976

△　390

346

58

△　48

162

119

372

217

125

406

216

゜1,858

2,145

3,060

△1,711

ム　29

2,087

6,488

△　95

△1, 646

941

2,760

゜2,469　ム　　9

△　12　 △　56

△　63　　　51

△　13　　　 －

△　60　　　 －

ム　338　　　－

△　311　　　 －
←
△　185

△　334

ム　682

234

－

－

－

－

－

－

1,562

622

4,842

*2, 164

ﾑ1,852

ﾑ4,726

2,423

3,106

°1,772

73

1,868

8, 111

559

2,987

Al,499

1,358

2,766

1,634

△2,597

2,510

1,333

△　46

△4,973

1,961

498

4,066

2,531

30～39
年 度計 10,749

1,367 9,382 a4, 481 4,862 11,130 3,884

1） △は日銀への資金引揚超過を示す。

2） Ａは日銀勘定による。B,  C,  D は大蔵省調・日銀券発行要因統

計の「日銀主要勘定対市中移動」からとった。

3) B,  C,  D は 前稿（1）の第２表の推計値とかなりズレがあるが。本

表の数字がヨリ確定的だと思われる。但しなお，日銀調・資金需給

実績統計の当該数字と比べて不整合なものがあるなど，本表は試表

に止まる。

4） 財政資金対民間収支は「実質収支」。大蔵省『財政統計』による。

〔 備 考 〕

會

１

（

注
）

例
え
ぱ
、
三
二

年
五
月
の
引
締

め

措
置

の
実
施
後
も
統
い
た
日
銀
貸

出

の
増
加
に
つ
い
て
。
日
銀

は
次
の
よ

り

に
説
明

し
た
Ｉ

「
引
締
め
後

も

こ
う
し
て
財
政
資
金
の
揚
超
や
現

金

需
要

が
続
く
以

上
、
こ
れ
に
見
合
っ

て
し
ぱ
ら
く
本
行
貸
出
の
増
大
が
続

く
の
は
や
む
を
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ

っ
て
、
こ

れ
を
も
っ
て
直

ち
に
引
締

め
政
策
と
矛
盾
す

る
と
な
す
べ
き
で

は
な
い
。

云

々
」
（
日
銀
『
調
査
月

報
』
三
二
年
八
月
号
、
一
～
二
頁
）
。

ま
た
、
「
…
…
日
銀

の

貸
出
増
加

に

は
財
政

の
揚
超
と
密
接

な
関
係
が

あ

る
。
財
政

の
揚
超

が
生

ず
れ
ぱ
、

全
部
と

は
い
か
な

い
ま
で
も
、
こ

れ

を
日
銀
貸
出

の
増
大
で
埋

め
な
け

れ

ぱ
、
通
貨
量
に
変
動

が
生

ぜ
ざ
る

を

得
な
い
。

Λ
ま
た
Ｖ
国
際
収
支

の
変

動

が
直

ち
に
財
政

の
揚
超

、
撒
超
と

な

っ
て
現

わ
れ
…
…
。

こ
の
場
合
外

国
為
替
会
計

の
揚

超
ま
で
日
銀
貸
出

で
埋

め
る
と
い
う
こ
と
は
理
論
的

に
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は
正

当
と

は
い
え
な

い
が
、
現
実

に
お
い
て

は
こ
れ
ま
で
埋

め
る
と

い
う
こ

と
が
し
ば
し
ば
行

わ
れ
た
。
こ

の
よ
う
に
財
政

の
季
節

的
変
動

、
お

よ
び
国
際
収
支
の
影
響
に
よ
り
、
日
銀
貸
出
が
左
右
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る

と
、
日
銀

の
信
用
調
整
力

は
こ

れ
に
よ
り

か
な
り
の
制
約

を
受

け
る
こ
と
に
な
ろ
う
」（

中
央
銀
行
制
度
特
別
委
員
会
『
日
本
銀
行
を
中
心
と
す

る
戦
後
金
融

の
実
態
調
査
』
三
四
年
三
月
、
七
五
～
七

六
頁
）
。

右
の
指
摘

は
、
直
接
的
に
は
三
〇

年
代

初
期
の
状
況
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
日
銀
貸
出

〇
あ

る
い

は
ヨ
リ
広
く
対
金
融
機
捐
通
貨
供

給
）

が
財
政
資
金
の
対
民
間
収
支
の
動

き
に
よ
っ
て

影
響
を
受
け
左
右
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
、
あ
る

い
は
前
者

の
運
営

に
当
っ
て
後
者

が
考

慮

さ
る
べ
き
大
き
な
条
件
と
な
っ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
Ｉ

そ
の
是
非
の
問
題
を
伴
っ
て
Ｉ

モ

の
後
も
各
方
面
か
ら
指
摘
さ
れ

た
。

〇
二
）
　
日
銀
の
対

金
融
機
関

貸
出

戦
後
増
加
を
続
け
て
き

た
日

銀
貸
出
は
、
二
九
年
度

か
ら
三
〇
年
度

に
か
け

て
縮
小

し
た
。
こ
の
三
〇

年
度
の
縮
小

は
、
ま
ず
前
年

度
の
不
況
の
余
波

と
し
て
企
業

の
資
金
需
要
が
停
滞
し
金
融
緩
和
状
況
が

続
い
た
た

め
で
あ
っ
心
匹

、
こ
の
金
融
緩
和
状

況
の
出
現

は
、

さ
き
に
も
記
し
た
よ
う
に
財
政
資
金
撒
布
超
過
の
増
大
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ

た
。

日

銀
貸
出
は
三
一
年
度

か
ら
再

び
拡
張
に
転
じ
、

三
六
年
度
を
中

心
に
三
〇

年
代

を
通

じ
て
著

る
し

い
膨
脹

を
示

し
た
（

第
１
表
）
。

三
〇

年
代

に
お
け

る
こ
の
日
銀
貸
出
の
膨
脹

を
要

約
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ま
ず
、
輸
出

促
進

の
た
め
の
国
際
競
争
力
強
化
を

目
的

に
重
化

工
業

部
面

を
中

心
と
す

る
技
術
革

新
を
進

め
、

ま
た
モ

の
た
め
の
大
規
模
な
設
備
投

資

と
輸
出

の
増
進
を
主
導

と
し
て
経
済
成
長

を
推

進

し
よ
う
と
す

る
政

策
的
要
請

に
Ｉ

不

換
日

銀
券
の
発

行
を
制
度
的
基
盤
と
す

る
通
貨
的
手
段
を
も

っ
て
Ｉ

応

ず
る
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
れ

は
他
方
で

は
ま
た
、
モ

の
設
備

投
資

の
急
進
と
高
度

成
長
が
も
た
ら
す
国
際
収
支
の
悪
化

に
よ

っ
て
余
儀
な
く

さ
れ

る
引

締

め
政
策
の
実
施
を
契
機

と
し
て
発
生

し
、

さ
ら

に
高
度

成
長

の
行
詰

ま
り

に
よ
っ
て
顕
在
化
し

た
不
況
状
況
に

た
い
す

る
、
様

々
な

救

済
措
置

に
も
と
づ
く
も
の
で
あ

っ
た
。

こ

の
よ
う
な
日
銀
貸
出

の
動
き
を
、
手
形

再
割
引
（
以
下
、

手
形

割
引

と
い
う
）

と
対

金
融
機
関
貸
付

と
に
一
応
区

分
し
て
み
て
行
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ｉ

lを

ｔ

（
注
）
　
日

銀
貸
出

の
二

九
年
度
に
お
け
る
状
況

に
つ
い
て

は
、
さ
き
に
拙
稿
「

わ
が
国

の
イ
ン
フ
レ
ー

シ
ョ
ン
、

昭

和

二

五

～
二

九
年
」
（
『
経
済
志

林
』
第
四
二

巻
第
四

号
、
四

三
巻
第
一
号
）

に
お

い
て
若
干
記
述
し

た
。

八

手
形

割
引

Ｖ

日

銀

に

よ

る

商

業

手
形

の
再

割
引

（

割

引

手

形

の
日

銀

保

有

）

は
、

三

〇

年
度

お

よ

び

三

三
年

度

を

除

い

て

、

毎

年

度

ほ

ぼ

一

定

の

増
加

を
示

し

、

三
〇

年

代

を

通

じ

て

日

銀

の
対

金

融

機

関

通

貨

供

給

の
主

要

な

一
手

段

と

な

っ

た

。

こ

れ

は
一

般

に

ま

ず

、

市

中

銀

行

と

く

に

都

市

銀

行

の

恒

常

的

な

日

銀

依

存

状

況

の
下

で

、

市

中

銀

行

が
割

引

い

た
商

業

手

形

の

う

ち

の

日

銀

再

割
引

適

格

手
形

が

挙

げ

て
再

割
引

に
付

さ

れ

て

き

た

こ

と

を
示

す

も

の
と

い
え

る
。

こ

の

日

銀

割
引

の

手

形

に

は
Ｉ

三
〇

年

代

前

半

を

中

心

と

し
て

Ｉ

輪

出

関

係

の
手

形

〇
輸

出
前

貸

手
形
↓

輸

出

貿

易

大

作
）

の

割

合

が

高

か

っ
た

。

輸

出

関

係

割
引

手

形

の
比

重

は
、

三
〇

年

度

の
八

四

％

、

三

一
年

度

の
四

四

％

を

は

じ

め
と

し

て

、

三

三

圭

二
五

年

度

に

も

三
〇

％

前

後

を

占

め
て

い
た

（

第

２

表

）
。

ま

た

、
当

時

に

お
け

る
市

中

銀

行

〇
全

国

銀

行

）
の
抽

出

関

係
貸

出

の

う

ち

の

三

○
％

前

後

か

ら

四
〇

％

前

後

が

、

日

銀

貸

出

に
依

存

し
て

い

た
状

況

か

ら

も
知

ら

れ

る

よ

う

に
、

日

銀

の

手
形

割
引

は

、
後

に

み

る

日

銀
貸

付

と

と

も

に
（

利

子

の
面

で

０

優

遇

を

含

め
て

Ｉ

第

３

表

）
、

輸

出

促

進

政

策

０

た

め

の

重
要

な

金

融
手

段

と

し
て

、

さ

ら

に
モ

れ

を

通

じ

た

輸

出

業

者

の

輸

出

用

商

品

購

入

を
契

機

と

す

る
国

内

需

要

の
増

進

と

生
産

の
拡

大

促

進

に

お

い

て

、

き

わ

め
て

大

き

な

役

割

を

果

し

た

と

い
う

こ

と

が

で

き

る
。

（

１
）
　
日
銀

の
輸
出
前
貸
手
形
制
度

〇
三
五
年

六
月

ま
で
）

お
よ
び
輸
出

貿
易
手
形
制
度
（
三
五

年
七
月
以

降
）
に
も
と
づ
く
。
そ
し
て
こ
０
二

つ
の

制
度

が
、
輸
出
前
貸

金
融

の

〇
他
方
で

は
同
時

に
商

社
や
生
産
者

に
よ
る
輸
出
資

金
調
達

の
た
め
の
）
中

心
的
手

段
と
な
っ
た
。

3
7
　
（

２
）

輸
出
前
貸
金
融

の
優
遇
と
そ
の
内
需
促
進

の
役
割

に
つ

い
て
、
例
え
ぱ
Ｉ

「

貿
易
為
替
自
由
化

の
進
展

に
対
応
し
て
昭
和
三
四

年
以

降
も
貿
易

金
融
制
度

の
変
更

が
行

わ
れ
た
が
、
そ
れ
以

前
の
時
期
に
比
し
制
度
自
体
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第２表　 日銀の貿易金融

138

(億 円)

年　末

輸出前貸手形（→輸
出貿易手形）貸出

幣 歐 靉

手形)貸出
日銀勘定

割 引Ｕ 計 全国銀行
同貸出

担 保
貸 付 韻ＰＨ 貸付金

30

31

32

33

34

35

36

37

88

119

112

160

156

186

177

231

241

250

5

27

80

42

37

44

104

191

215

124

139

240

198

223

221

335

432

465

484

457

567

478

530

586

597

902

880

2

346

399

381

342

108

39

12

20

522

643

691

559

515

179

75

29

41

142

254

571

503

627

741

1,188

1,164

1,438

178

1,145

4,949

3,290

2,752

4,261

11, 658

11,687

10,118

Ｂ。同上輸出入手形貸出の対前年増減(△)

(億 円)

年 割 引 担保貸付 計

30

31

32

33

34

35

36

37

38

△　141

△　　7

48

△　　4

30

9

54

10

9

△　553

336

106

△　56

△　44

ム　227

△　　9

60

32

△　694

359

154

△　60

△　14

△　218

45

70

41

〔 備 考 〕 日銀『戦後わが国の貿易金融の推移と現状』にもとづく。
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第３表　 日銀の公定歩合構成

(年利，％)

イ

変　更

年　月
（1） 輸出関係手
形の割引

(2)
保
呉箝手形担

(3)J 喧 喧

俘手形担保貸 ％飄l擂

30. 8

32. 3

5

6

33. 6

9

34. 2

12

35. 8

36. 1

7

9

37.10

11

38. 3

4

39. 3

40. 1

4

6

5.84

6.21

↓

5.84

↓

5.48

5.11

5.48

5.11

4.75

4.38

｜

↓

4.02

↓

6.21

6.57

↓

6.21

↓

5.84

5.48

5.84

5.48

5.11

5.75

1

4. 38

｜

↓

7.30

7.67

8.40

↓

7.67

7.30

6.94

7.30

6.94

6.57

6.94

7.30

6.94

6.57

6.21

5.84

6.57

6.21

5.84

* 5.48

7.67

8.03

8.76

↓

8.03

7.67

7.30

7.67

7.30

6.94

7.30

7.67

7.30

6,94

6.57

6.21

6.94

6.57

6.21

5.84

輸出関係手形は，輸出前貸手形または輸出貿易手形。

輸入関係手形は，輸入決済手形または輸入貿易手形。

鯒ｉ商業手形の割引歩合。輸入関係手形担保貸付の利率は5.84% のま

ま。

「その他」の利率を除く。

日銀『本邦経済統計』による。

〔備考〕1 ）

葡

幻

ｆ

さ

と
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
大
き

な
改
廃

は
み
ら
れ
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
輸

出
振
興

の
観
点
か
ら
輸
出
金
融
の

優
遇
強
化
を
望
む
声
は
引

続
き
強
く
、
日
本
銀
行
、

政
府
金
融
機
関
の
輸
出
金

融
に
対
す
る
優
遇
措
置
は

一
段
と
整
備
さ
れ
た
」（
日

銀
『
峨
後
わ
が
国
の
貿
易

金
融
の
推
移
と
現

状
』
三

九
年
八
月

、

四

一

頁
）
。

「
と
く
に
輸

出
金
融
に
つ

い
て
は
、
輸
出
振

興
と
い

う
『
錦
の
御

旗
』
の
も
と

に
折
に
触

れ
、
機

に
応
じ

て
改

善
が
加

え
ら
れ
て
き

た
た
め
、
優

遇
制
度
と
し

て
ほ
ぽ
限

界
に
達

し
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
る
」（
三

九
年
当
時
の
状
況
―

同

右
、

八
二

頁
）
。

そ
し
て

こ
れ
は
、
「
海
外
諸
国

の



140

側

か
ら
み
て
異

例
の
優
遇
制
度
で

あ
る
ば
か
り
で

な
く
、
中

央
銀
行
の
本
来
の
信
用

供
与

方
式
の
範
囲
を
こ
え
た
特
段
の
措
置
で
あ
る
と
い
う
こ

と
も
忘

れ
て

は
な
ら
な
い
」
（
同
右
、
八
四
頁
）
。

「

Λ
輸
出

前
貸

金
融
は
Ｖ
輸
出
商

品
の
生
産
、
集

荷
な
ど
に
必
要

な
資
金
を
で
き

る
限
り
低
利
円
滑
に
供
給
し
、
輸
出
品

の
生
産

か
ら
出
荷
に

至

る
ま
で

の
活
動

を
順
便

な
ら
し
め
る
こ
と
に
あ
る
。
Ａ

こ
れ
は
Ｖ

一
種
の
国
内

金
融
だ
と
い
う
こ
と
を
見

の
が
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
資
金

は

Ｉ
〇
〇
％

国
内

に
投
入

さ
れ
て
内
需

を
生
ん
で
行

く
。

輸

出
の
内
需
誘
発
作
用
を
前
も
っ
て
発
現
さ
す
も
の
と

い
っ
て

よ
い
」
『
日
銀
『
調
査

月
報
』
三

七
年
一
月

号
－

「
輸
出

前
貸

金
融
の
実
情
と
問
題
点
」
一
頁
）
。
ま
た
、「

Λ
Ξ
六
年

匸

一
月

の
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
Ｖ
対
象
銀
行
で

あ

る
六
行

の
Λ
Ξ
六
年
Ｖ

一
〇
月
末
現
在

に
お
い
て

、
日

本
銀
行
で

適
格
貿
手
と
し
て
認
証

（
ス

タ
ン
プ
押
捺
）
し
た
手
形
残
高
の
う
ち
。
再
割

引

な
い
し
貸
付
担
保

と
し
て
日
本
銀
行

に
持
ち
込

ま
れ
て

い
る
も
の
が
約
七
割
を
占

め
て

お
り
、
モ

Ｏ
他

の
三
割

の
ほ
と

ん
ど
は
持
込
み
準
備
中

の
も

の
で
あ

っ
た
。
…
…
つ

ま
り
市
中
で
融

資
し
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
制

約
を
受

け
る
こ
と
な
く
日
本
銀
行
融
資

○
対
象
と
な
っ
て
い
る

わ
け
で

あ

る
」
（
同
右
、
八
頁
）
。

Ａ

対

金

融

機

関

貸
付

Ｖ

三

〇

年

代

に

お

い
て

日

銀

の
通

貨

投

入

の
中

心
手

段

と

な

っ

た

も

の

は

、

さ

き

に

も

記

し

た

よ

り

に
、

日

銀

の
対

金

融

機

関

貸

付

で

あ

っ
た

。

そ

し

て

、

日

銀

の
金

融
調

節

（

対

金

融
機

関

現

金
準

備

供

給

の

調

節
）

は

、

主

と

し

て

ま

ず

こ

の

貸

付

の

操

作

を

通

じ

て

行

わ

れ

た

と

い
う

こ

と

が
で

き

る
。

日

銀

貸

付

は
三

丁

三

二

年

度

と

三

五

・
三

六
年

度

と

を
中

心

に

、

三
〇

年
代

を

通

じ

て
大

幅

な

膨

脹

を
示

し

た

（

第

４

表

）
。

ま

ず

三

丁

三

二

年

度

の
膨

脹

は
、

市

中

銀

行

に

よ

る
貿

易

金

融

の

促
進

を

支
え

る

た

め

で

あ

り

、

ま

た

銀

行

の

対

企

業

融

資

Ｏ

拡

張

を

補

完

す

る

も

の
で

あ

っ
た

。

す

な

わ

ち
、

市

中

銀

行

は

三
〇

年

度

の

金

融

緩
和

期

に

お

い

て
貸

出

競

争

を

激

化

さ

せ

た

が

、

企

業

は

こ

れ

に
依

拠

し

て

投

資

活

動

を

活

発

化

し

、

企

業

の
設

備

投

資

は
三

一
年

度

に
入

っ
て

急

増

し

銀

行

に

た

い

す

る

借

入

需
要

が

増

大

し

た
。

市

中

銀

行

は

こ

れ

に
貸

応

じ

て

企

業

融

資

を

拡

張

し

、

逼

迫

し

た
現

金

準
備

の
調

達

を

コ

ー
ル

市

場

に
求

め
る

と

と

も

に

、

結

（
注
）

局

は

日

銀

に

依

存

す

る

こ
と

に

な

っ
た

。
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第４表　日銀の対金融機関貸付金の内訳

(対 前年度増減，億円)

令

年 度 手 形 貸 付 外 国 為替
引 当 貸 付

外 国 為替
資 金 貸 付

外国為替貸付

30

31

32

38

34

35

36

87

38

39

40

△2,024

2,055

2,957

a 1,830

△　117

2,050

5,950

△　517

°2,172

A　165

2,085

98

90

102

119

88

87

△603

－

－

－

－

¬

－

－

－

－

－

1,141

422

527

1,105

676

△103

△　85

△　15

－

－

－

－

－

－

－

－

1） △は減少を示す。

2） 日銀の外国為替引当貸付制度は36年 ８月末で廃止され，９月から外国為替

資金貸付制度が発足した。また外国為替貸付はZJ, 28 年度に行われた「別口

外国為替貸付制度」によるもので，△はその外貨の返済を示す。

3） 日銀『調査月報』および大跟省『銀行局金融年報』による。

Ｉ Ｉ

こ

れ

に

た
い

し

て

日

銀

は
、

急

騰

し

た

コ

ー
ル

ー
レ

ー

ト

の
沈

静

化

の

た

め

に
短

資

業

者

へ

の
貸

付

を

進

め

る

と

と

も

に
、

銀

行

へ

の
現

金

準

備

の
補

完

的

供

給

に
応

ず

る

こ

と

に

な
り

、

銀

行

は
ま

た

こ

れ

に
依

存

し

て

企

業
融

資

を
拡

張

し

続

け

た
。

後

に
も

み

る

オ

ー
バ

ー

・

ロ

ー
ン

の

再

燃

で

あ

る
。

日

銀

貸

付

は
こ

の
よ

り

に

し
て

、

市

中

銀
行

に

よ

る

産

業

資

金

供

給

と

こ

れ

に
も

と

づ

く

企
業

投

資

の

推

進

を

支

え

た

の
で

あ

る

。

日

銀

貸

付

は
、

三

一

・

三

二

年

度

に
急

増

し

た

後

、

三

三

・

三

四

年

度

と

縮

小

し

た
。

こ

の

収
縮

の
動

き

は

、

ま

ず

国

際

収

支

の
悪

化

を
契

機

と

し
て

実

施

さ

れ

た

前

年

度

か

ら

の
金

融
引

締

め
措

置

の
影

響

に

よ

る

も

の

で

あ

る

が

、

こ

の

日

銀

貸

付

の
縮

小

は
他

方

に

お
け

る
財

政

資

金

の

撒

超

に

よ

っ
て

カ
バ

ー
さ

れ

る

と
と

も

に
、

こ

の
大

幅

な

支

出

超

過

を

背

景

に
可

能

と

な

っ

た

も

の
で

あ

る

。

さ

ら

に
引

締

め
下

に

お

い
て

も

、

銀

行

に

よ

る
対

企

業

滞

貨
融

資

な

ど

の

不
況

対

策

融

資

の
支

援

の

た

め

の
日

銀

貸

付

は
確

保

さ

れ

た

。

（

注
）
　
「
三
一
年
春

の
如
き

は
、
銀
行

か
ら
企
業

に

対

し

て
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『
金
を
使
い
ま
せ

ん
か
』
と
働
き

か
け
た
よ
う
な
事
実
が

か
な
り
見
出
さ
れ

る
」
。「
…
…
預
金

の
総
て
を
貸
出
に
投
入
Ｌ
、
支
払
準
備

の
観

念
が

薄
く
な
っ
て
、
困
れ
ば
日
銀
に
駆
付
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
驚
ろ
く

べ
き
傾
向

が
一
般
化
し
て
来

る
。
云

々
」
（
中
央
銀
行
制
度
特
別
委
員
会

『
日

本
銀
行
を
中
心
と
す

る
戦
後
金
融

の
実
態
調
査
』
三
四

年
三
月
、
八
六
、
八
七
頁
）
。
ま
た
、
「
…
…
日
銀
貸
出

を
最
大

の
支
払
準
備
と
す

る
よ
う

な
銀
行
を
甘
や
か
し
て
い
る
日
銀
…
…
」
（
同
右
、
八
二

頁
）
。

「

三
二
年
六
月
の
金
融
引
締

め
時

に
は
日
歩
六
銭
二
厘

の
記
録
的

な
コ

ー
ル

ー
レ
ー
ト
が
現

わ
れ
た
が
、
当
時

は
大
銀
行

が
軒
並
み
高
率

適
用

に
か

か
る
情
勢
で
あ

っ
た
」
（
同
右
、
一
八
頁
）
。
「
高
率
適
用

の
貸
出

は
銀
行

に
と

っ
て
逆
鞘

に
た

る
か
ら
経
理
上
不
利
で
あ

る
が
、

し

か
し
高

率
に

か
か
ら
な
い
日
銀
貸
出

の
低
利

の
部
分

が
あ

る
た
め
両
者
を
一
体
と
し
て
考
え

れ
ば
銀
行

の
採
算

は
そ

れ
ほ
ど

の
打
撃

を

受

け

な

い
。
云

々
」
　
〇
同
右
、
一
六
頁
）
。

日
銀
の
高
率
適
用
貸
出

の
当
時

の
状
況
を
示
す
も
の
と
し
て
。
次
の
よ
り

な
数
字

が
あ

る
（
同
右
、
二
〇
頁
よ
り
）
。

三　　　 三
三　　　 二

翁
－　　 ●

九 六 三 二 九 六

・　　　　　 末

年

月

三 五 八 六 六 一

九 八 九
二 四 九

一 二 一 二 四 三

｜
MI

一 一 一 一
八 〇 五 一 一 四

搾

四 六 七 七 六 四

Ｊ

三
一
年
度

に
お
け

る
銀
行
貸

出
の
膨
脹

と
そ
の
日

銀
依
存
に
つ
い
て

『
経

済
白
書
』
は
Ｉ

「

…
…
日
銀

貸
出
の
増

大
は
、
そ
れ
自
体
銀
行
資

産

の
流
動
性

の
極
度

の
低
下

を
示

す
も
○
で

あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
な
お
銀
行
の
貸

出
が
抑
制
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
銀
行
に
と
っ
て
、

資
産

の
流
動

性
…
…

を
維
持

す
る
必
要

が
あ
ま
り
認

め
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
Ｏ
こ
と
は
日

銀
貸
出

へ
の
依
存
に
よ
っ
て
、
支
払

準
備

が
肩
代
り

さ
れ
て

い
る
結
果
で

あ
る
と
と
も
に
、
反
面

そ
れ
を
大
銀
行

と
し
て

こ
と
さ
ら
異
と
し
な
か
っ
た
こ
と
も
無
視
で

き

な

い
。

云

々
」
〇
三
二

年
度
版
、
二

七
四
頁
）
。
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ｔ

４

１

ま
た
当
時
の
日
銀
総
裁
の
言
－

「

こ
の
際
銀
行
貸
出
の
抑
制
に
格
段
の
努
力
を
払

わ
れ
た

い
…
…
。
ひ
と
頃
著

る
し
く
改
善

さ
れ
た
オ

ー
バ

ー
・

ロ
ー
ン
が
、
僅

か
一
年

を
経
ず
し
て
再
現

致
し
た
こ
と
に
は
、
種

々
の
理
由
が
あ

る
に
致
し
ま
し
て
も
、
そ

の
一
半

は
過
当
競

争

等

の

結

果
、

銀
行
の
健

全
な
貸
出

態
度
が
必

ら
ず
し
も
守
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
最
近

の
投
資
の
行
過

ぎ
が
、
銀
行

貸
出
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
た
こ
と
も
否

み
難
い
事
実
で
あ
り
ま
す
」
（

三
二
年
六
月
、

全
国
銀
行
大
会

に
お
け

る
日

銀
・
山
際
総
裁
の
講
演
よ
り

ト
ト

全
国
銀
行
協
会
連
合
会
『
金
融
』
三
二

年
七
月
号
）
。

日

銀

貸

付

は
三

五

・
三

六

年

度

に
急

膨

脹

し

、

三

〇

年

代

に

お
け

る
頂

点

を
示

拡

。

三

〇

年

代

半

ば

の
こ

の
時

期

に

は
、

企

業

の
設

備

投
資

が
急

進

し
て

銀

行

に

た

い

す

る

企

業

の

融

資
需

要

が

増

大

し

、

銀

行

も

ま

た

こ

れ

に
応

じ
て

融

資

を
拡

張

し

た
。

同

時

に

ま

た

企
業

は

、

急

増

す

る
投

資

資

金

の

調
達

の

た

め
に

株

式

や

社

債

の
発

行

を

増

加

さ

せ

、

こ

れ

と
相

結

ん
で

起

債

市

場

も
急

速

に
拡

大

し

た

が
、

こ

れ

ら

株
式

・

社

債

の

大

口

消

化

先

の

一

つ

は
都

市

銀

行

で

あ

っ
た

。

そ

し

て

、

銀

行

と

く

に

都
市

銀
行

に

よ

る

こ

う

し

た

企
業

融
資

の
拡

張

や
株

式

・

社

債

の
消

化

は
、

や

は
り

結

局

、

日

銀

貸

付

の
追

随

的

な

拡

張

に

よ

っ
て

支

え

ら

れ

る

と

と

齟

、

こ

の
日

銀

に
よ

る
現

金

準

備

の

追

加

的

供

給

に
依

拠

し

て

、

銀

行

の
企

業

融

資

（

お
よ

び

ヨ

リ
広

く

産

業

資

金

の
供

給
）

が

さ

ら

に

推

進

さ

れ

る

こ

と

に

な

っ

た

。

そ

の
後

三

七

・

三

八
年

度

に

は
日

銀
貸

付

は

一

転

し

て

縮
小

す

る

が

、

こ

れ

は
主

と

し

て

、

前

記

の
新

金

融

調
節

方
式

に

も

と

づ

く

日

銀

の
対

金

融

機

関

通

貨

供

給

手

段

に
お

け

る

重

点

変

更

の
結

果

で

あ

り

、

日

銀

貸

付

の
縮

小

は
、

後

に
み

る

よ

う

に

、

他

方

で

の

こ

れ

を

大

幅

に
上

廻

る

日

銀

の

市

中

銀

行

か
ら

の

債

券

買

入

れ

に
よ

っ
て

カ
バ

ー

さ
れ

、

こ

の
大

規

模

な
買

オ

ペ

レ

ー

シ
ョ

ン

が

日

銀
貸

付

の

収

縮

を
可

能

に

し

た

。

日

銀

貸

付

は
三

九

・

四
〇

年

度

と

再

び
増

加

し

た
。

こ

の
増

加

は

ま
ず

、

他

方

で

行

わ

れ

た

日

銀

の
債

券

売

却

超

過

を

カ

バ

ー
す

る

も

の

で

あ

っ

た

が
（

当

時

に
お

け

る

日

銀

の

債

券

買

入

れ

は
ま

だ

最

長

一

年
以

内

の
売

戻

し
条

件
付

で

行

わ

れ

た
）
、
こ

の
時

期

に
再

増

し

た

日

銀

貸

付

の
目

的

に

は
、

過

剰

生
産

の
重

圧

下

で

の
輸

出

対

策

と

し

て

の

輸

出

金

融

の

促

進

に

加

え

て

、

と

く

に
、

深

刻

化

し

た



1
4
4
証

券

対

策

（
後

述

）

お

よ

び
不

況

対

策

の

た

め

の

銀

行

融

資

の

拡

張

の
支

援

が

、

大

き

な

比

重

を

占

め
て

以

。

な

お
、

日

銀

貸

付

に

は

、

三
〇

年
代

を

通

じ

て

輸

出

金

融

関

係

の
貸

付

が

か
な

り

の
比

重

を
占

め
て

い

た
。

そ

し

て

こ

の

貸
付

は
、

他

の

一
般

貸

付

が
縮

小

を
示

し

た

時

期

に

お

い

て

も

一
貫

し

た

増

加

を
示

し

て

お
り

、

輸

出

金

融

が
Ｉ

さ
き

に
み

た

手
形

割
引

の

ば

あ

い

を
含

め

て
１

輸

出

促

進

政

策

の
下

で
制

度

的

に
如

何

に
優

遇

さ

れ

た

か
を

物

語

っ
て

い
る

〇
第

４

表

参

照

）
。

〇
１
）
　
三

六
年
度

を
中

心
と
す
る
日
銀
貸
付

の
急
増
の
有

様
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
指
摘

が
あ
る
Ｉ

「
…
…
好
況
時

に
産
業

の
投
資
資

金
不
足

が
激

し
く
な
る
と
、
Λ
日
銀
は
ｖ

債
券
担

保
、
さ
ら
に
は
大
企
業
の
融
通
手
形

に
す
ぎ
な
い
単
名
手
形
担
保

の
貸
付

を
大
量

に
受

け
入
れ
て
、
資

金
不
足

を
カ
バ

ー
す
る
」
（
大
島
清
『
戦
後
日
本

○
経
済
過
程
』
二
四
一
頁
）
。

ま
た

「
三

六
年
末
に

つ
い
て
推
定
す
る
と
、
都
市
銀
行

の
日
銀

借
入

金
中
、
貸
付

に
よ

る
分

は
約
一
兆
一
七
〇
〇
億
円
で
あ

る
。
・
●Ｉ●・・
Λ
こ

の
う
ち
ｖ

単
名
手
形

を
主
と
す
る
並
手
形
担
保

の
貸
付

金
が
少
な
く

と
も
四
〇
〇
〇

億
円

弱
、
全
体
の
ほ
ぼ
三
〇
％

は
存

在
し
た
こ
と
に
な
る
」
〇同

右
、
二

四
二

頁
）
。

「
…
…
一一一｛（

年

一
〇

月
以

降
。
Λ
日
銀
貸
出
ｖ

残
高
は
銀
行
券
発
行
高
を
上
廻

る
と
い
う
事
態

が
し
ば
し
ば
生

じ
、
や

が
て
常

態
化
し
て
し
ま

っ

た
。
…
…

ま
さ
に
日
本
銀
行
開

業
以
来

空
前
の
非
正

常
な
現
象
で
あ
る
」
。
そ
し
て

「
そ
の
非
正
常
状
態

は
、

ま

た
市
中
銀
行

の
そ
れ
で
も
あ

る
。

云

々
」

〇
東

洋
経
済
新
報
社

『
金
融
白
書
』
三
七
年
度
、

二

九
～
三
〇

頁
）
。

同
様

に
、
吉
野
俊

彦
『
経
済
成
長

と
財
政
金
融
』

は
Ｉ

三

七
年
三

月
末
に
は
日
銀
貸
出
が
発
券
高
を
三
八
〇
億
円
も
上
廻

り
、
「
日

銀
創
立

以
来

の
注
目

す
べ
き
現
象
」

を
呈

し
た
。
そ
し
て
、
同

時
期
に
行

わ
れ
た
日
銀
の
買
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
な
け
れ
ば
そ
の
超
過
額

は
一
七
四
五
億

円

に
達
し

た
と
推
定
し
、「

こ
の
一
年

間
に
日

銀
貸
出

が
い
か
に
著
増
し
た
か
が
端
的
に
現
わ
れ
て
い
る
」
〇
三
二

五
、
三
二
六
頁
）
。

日
銀
自
身

も
、
三

五
、
三
六
年
度
当
時
の
状
況

を
「
極
端

な
日
本
銀
行
貸
出

の
増
大

な
い
し
オ
ー
。（

Ｉ
･
　ａ
　―

の
激
化

）
で
あ
る
と
認

め
、

「
…
…

い
わ
ゆ
る
成
長
経
済

の
中

に
お
け

る
金
融
、
経
済

の
運
営
に
は
自
由
経
済

、
市
場

経
済
ら
し
さ
が
失

わ
れ
て

い
る

の
で

は
な
い
か
と
い
う

こ

と
で
あ

る
。
そ

れ
が
本
行

勘
定
の
上
に
集
中
的

に
表
面
化

し
た
も
の
が
最

近
の
姿
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
」
（

日
銀
『
調
査
月
報
』

三
七
年

五
月
号
、
一
〇
頁
）
。

（
２
）
　
「
…
…
オ

ー
バ

ー
ロ
ー
ン
○
状
態

に
あ

る
都
市
銀
行

に
と
っ
て
は
、
貸
出

を
縮
小

さ
せ

な
い
限

り
、
証

券
保
有
増
加

は
日
銀

の
追
加
信
用

に
つ

な

が
る
と
み
て
よ

い
。
…
……
金
融
機
関
資
金

ポ
ジ

シ
ョ
ン
の
悪
化

し
て
い
た
景
気

成
熟
期

に
お
け
る
株
式
発
行
の
増
大
は
、
日
銀
信
用
の
追
加
造
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第５表 銀行の日銀借入れ
(億円)

１

ｔ

年(度)

年　　末　　残　　高 年度末残高 齟瑟末

齟 Ｕ Ｕ Ｈ 詛 齟 Ｈ 齟Ｕ
30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

296

1,270

5,420

3,524

3,051

4,542

12,447

12,087

11,062

9,795

11,904

290

1,169

5,201

3,361

2,899

4,349

12,176

11,893

10,847

9,369

11,363

一

一

13

42

51

65

90

74

110

113

209

1

33

101

62

34

48

40

8

4

41

58

3

66

103

58

66

78

139

116

99

270

272

271

2,576

5,753

3,860,

3,841

5,920

12, 678

12,566

11,306

10,229

11,858

252

2,391

5,561

3,705

3,719

5,730

12,306

12,284

11,053

9,755

11,241

ﾑ2,185

2,305

3,177

ﾑ1,893

△　19

2,079

6,758

△　n2

ﾑ1,260

ﾑ1,077

1,631

Al, 961

2,139

3,170

1,856

14

2,011

6,576

ム　22

ﾑ1,231

41,298

1,486

〔備考〕 全国銀行勘定などの「日銀からの借入金」による一 日銀『経済統計

年報』所収。

〆

誓

出
を
誘
発
し
や
す

い
こ
と

は
否

め
な
い
で

あ

ろ

り
」

〇『
経
済
白

轡
』
三
七
年
度
版
、
二
三
一
丁

二
三
三
頁
）
。

（
３
）
　
不
況
対
策
融
資
促
進

の
一
例
と
し

て
１

「
Ａ
四
〇
年
二
月

の

山
陽
特
殊
鋼
Ｖ

の
倒
産

が
各
界

に
与

え
た
衝
撃

は
大

き
く
。
日
銀

総
裁
も
特
別
会
見
を
行

な
い

『
こ

の
事
件

が
各
方
面

に
波
及
し

な

い

よ
う
関
係
会
社
。
金
融
機
関

は
努
力
し
て
ほ
し

い
。
日
銀
も
通

貨
安
定
、
信
用
制
度

の
維
持
と
い
う
見
地

か
ら
要
請

が
あ
れ
ば
相

談
に
応
じ
る
』
と

の
談
話

を
発
表
し

た
。
云

々
」
（
前
掲
『
金
融
』

四
〇

年
四

月
号
）
。

（
４
）
　
三
〇
年
代

の
日
銀
貸
付
に

お
け
る
輸
出
金
融

の
優
遇
措
置

と
し

て
は
、
外
国
為
替
引
当
貸
付
制
度
（
↓

外
国
為

替

資

金
貸

付

制

度
）

が
あ

っ
た
。

一
、
外
国
為
替
引
当
貸
付
制
度
Ｉ

「
Ａ
二
八
年
二
月
Ｖ
日
本

銀
行

は
三
ヵ
月
以
内

の
信
用
状
付

ド
ル
建

お
よ
び
ポ
ン
ド
建
期
限

付
輸
出
手
形

を
引
当
て
と
す

る
手
形
貸
付

〇
外
国
為
替
引
当
貸
付

制
度
）
を
本
邦
外
国
為
替
銀
行

〇
甲
種
）

に
対
し
実
施
し
、
こ

の

種
手
形
の
買
取
り

を
容
易

な
ら
し

め
る
と
と
も
に
、
海
外
輸
入
業

者

に
低
利

の
信
用

を
供
与
し
て
輸
出

を
促
進
す

る
こ

と
と
し

た
」

（
前
掲
『
戦
後

わ
が
国

の
貿
易
金
融
…
…
』
一
八
百
〇
。

ま
た
、「
…
…

三

一
～
三
二
年
こ

ろ
に
は
、
商
社

の
本
支
店
間

の
輸
出

ユ
ー
ザ
ン

ス
取
引
に
本
制
度

が
利
用

さ
れ
て

い
た
こ
と
…
…
も

少

な

く

な

く
、
低
利

の
在
外
滞
貨
金
融
手
段
と

な
っ
て
い

る
と

の
批
判
も
聞

か
れ

た
」
（
同
右
、
一
八
頁
）
。
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第６表 銀行のオーバー・ローンの指標

年　　 末
貸出比率　㈲ 日銀借入比率 ㈲ 外部負債比率　勍

全国銀行 都市銀行 全国銀行 都市銀行 全国銀行 都市銀行

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

89

91

98

94

91

91

94

94

93

92

89

93

96

107

M)1

98

97

102

104

101

100

96

２

２

１０

５

４

５

１１

９

７

５

５

3

5

16

9

7

8

18

16

12

9

9

3

7

15

10

9

9

17

15

13

15

13

7

11

24

17

16

17

28

29

23

26

24

〔備考〕 Ａ。　　　 貸　　　　　 出　　　ylnn

預金 十債券発行十自己資本

゜ 預金十價
心 泉 晶 心 轟

銀借入金
×100

100

Ｂ

Ｃ

※預金には切手・手形を含まず，また38年 までは政府関係預り金

を含まない。

日銀『わが国の金融制度』（41 年) P. 113 に よる。

二

、
外
国

為

替
資

金
貸

付

制

度
ｊ

「

Λ
Ξ
六
年
九
月
Ｖ
日

本
銀
行

は
。為

替
金

融

の
正
常
化

お
よ
び
輸
出

金
融
の
円
滑
化

を
図

る
た
め
Ａ
同
制

度
Ｖ

を
実
施

し
…
」

（

こ
れ
に
伴

い
前
記

の
制
度

は
廃

止
、
同

右

、
四
三
頁
）
。「

Λ
と
の
制
度

は
Ｖ
船
積

み
後

の
金
融
を
円
滑

に
す
る

日
本
銀
行

の

優
遇

制
度

で
あ
り
、
外
貨
建

て
の
期
限
付

手
輸

出
形

を
買
取

っ
た
外

国
為
替

銀
行

に

対

し
、
日

本
銀
行

が
そ
の
手
形

を
引
当

て

と
し
て
海
外

支
払
地

並
み

の
低

金
利

で
円

資

金
を
貸
付

け
る
制
度
で

あ
る
」
同
右
、

五
五
頁
）
。

Ａ
日
銀
貸
出
の
都
市
銀

行
集
中
Ｖ

こ
れ
ま
で
み

た
よ
う
な
日
銀
貸
出

は
都

市
銀
行
に
集
中
的

に
行

わ

れ

た

（
第
５

表
）
。

日
銀
貸
出

は
も

ち
ろ

ん
、

都
市
銀

行
の
ほ

か
長
期
信
用
銀
行
や
地
方
銀
行
な

ど
に
も
実
施
さ
れ
、
こ

の
う

ち
長
期
信
用

銀
行
へ
の
日
銀
貸
付

は
三
〇
年
代
後
半
期
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第７表 都市銀行の外部負債

(年 度末残高，億円)

・

借　　 入　　 金

合(９)会(Ｓ)
コ ー ノレ

マ ネ ー

７

17.3

66.4

81.0

67.6

54.2

71.1

82.4

73.0

58.3

40.1

48.1

28.6

98.2

97.7

91.0

75.8

85.6

93.3

89.0

82.4

69.5

75.1

(Ｃ)

-

1,453

3, 601

6,868

5,482

6,858

8, 061

14,940

16,822

18,944

24,356

23,373

572

920

1,176

1,409

1, 952

1,371

1,757

3,020

5,523

10,312

8,395

計(Ｂ)

-

881

2,681

5,692

4,073

4,906

6,690

13,183

13,802

13,421

14,044

14,978

その他
借入金
-
629

290

131

368

一

一

9
2
6

7

冖
ｎ
》

只
｀

110

91

115

212

－

－

1,108

898

791

1,408

2,277

4,174

3,525

日銀 借

入 金 ㈲

-

252

2,391

5,561

3,705

3,719

5,730

12,306

12,284

11,053

9,755

11,241

年度末

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

3
3
3
3
3
3
8
3
3
3
4

コール・マネーはコール・ｐ－ソを差引いたもの。

原資料は大蔵省銀行局一 金融制度調査会資料綰４巻『普通銀行

幻

幻

〔 備 考 〕

制度・貿易金融J] P. 35 に もとづく。

４

ｆ

に
増
加
し
て
い
る
が
、
し

か
し
そ

の
ほ
と
ん
ど
は
都
市
銀
行

に
た
い
す

る
も
ｃ

で

あ

っ

た
。

日
銀
の
対
金
融
機
関
貸
出

（

お
よ
び
後
述
の
債
券
売
買
を
含

め
て
）

は
、
直
接
的
に
は

ま
ず
都
市
銀
行
を
主
要
な
対
象

と
し
、
こ
れ

に
た
い
す

る
現

金
準
備
の
供
給
を
主
流
と
し
て
操
作

・
運
営

さ
れ
た
、

と
い

う
こ
と
が
で
き

る
。

日
銀
貸
出
の
都
市
銀
行
へ
の
集
中

は
、
他
方
で
は

ま
た
、

都
市
銀
行
の

オ
ー
バ

ー
・

ロ
ー
ン
状
況
と
し
て
特
徴
的

に
示

さ
れ
て

い

る

（
第
６
表
）
。

オ
ー
バ

ー
・

ロ
ー
ン
は
三
一
年

に
入

っ
て
再
現
し
、
と
く

に
三
六
年

を
中

心
に
三
一
年

か
ら

三
八
年

に
か
け
て
著

る
し
く
高
い
状
態

に
あ

っ
た
。

ま
た
こ

の
間

に
お
い
て

は
、
都
市
銀
行

の
外
部

借
入
金

の
ほ
と
ん
ど

が
日
銀

か
ら

の
借
入
金
で
あ
り
、

コ
ー
ル
マ
ネ
ー
も
含
め
た

都
市
銀
行

の
外
部
負
債
全
体

の
中
で
、
日

銀
借
入
は
そ

の
六

〇
～
七
〇
％
前
後
を
占

め
て

い
た

（
第
７
表
）
。

こ

の
よ
う

な
状
況
は
、
都
市
銀
行
が
企
業
融
資

の
拡
張

を
強

行
し
、
モ

の
先
行
的
な
拡
張
を
日
銀
が
通
貨

の
追
加
的
な

供
給

に
よ
っ

て
追
随
的

に
支
え
た
こ
と

を
現

わ
す

も
の
で

あ
り
、
同
時

に
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第８表 銀行の資金調達コスト
(年利 ，％)

コ ス ト

コ ー ノ冫 ・

( 東 京)

・ 中 心

Ｂ

一
日Ａ。公定歩合（国債等担保貸付）年
レ ー ト) ，

(年 中)

8.68

8.13

＆14

8.27

7.77

7.84

7.63

7.96

7.42

7.60

7.48

下 期

-

6.47

6.23

6. 59

6.61

6.57

6.44

6.22

6.24

6.33

6.16

6.50

上 期

-

6.57

6.42

6.59

6.75

6.71

6.61

6.36

6.33

6.23

6.28

6. 55

4.02

4.02

4.02～21.54

5.48～10.95

5.11～9.13

8.40

8.03～8.40

8.03～11.68

6.57～8.03

7. 30～10.95

5.48～8.03

〈 ８月 〉7.67

〈３月〉8.03〈5 月〉8.76

〈6 月〉8.03〈9 月〉7.67

〈2 月〉7.30〈12月〉7.67

〈8 月〉7.30

〈1 月〉6.94〈7 月〉7.30〈9 月〉7.67

〈10月〉7.30〈11月〉6.94

〈3 月〉6.57〈4 月〉6.21

〈3 月〉6.94

〈1 月〉6.57〈4 月〉6.21〈6 月〉5.84

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

〔備考〕1 ） Ｂは32年 ５月まで，臨時金利調整法にもとづく最高限度。

Ｃは 「38 年度下期分から 商法の改正に伴い 新方式により算出」

（原注より）。

日銀『本邦経済統計』による。2 ）

ま

た
、
こ

の
日
銀

に
よ

る
集
中
的

・
補
完
的

な
現

金
準

備

の
供
給
態
勢
を
背
景

に
し
て
、
都
市

銀
行

が
さ
ら
に

（
３
）

企
業
融
資

の
拡
大

を
推
進
し

た
こ

と
を
示
し

て
い
る
。

こ

の
よ
り

な
日

銀
貸
出
、
他
方

で
は
同

時
に
銀
行
の

現
金
準
備

の
調
達

に
お
け

る
日

銀
依

存
は
、

金
利

負
担

（

コ
ス
ト
）

の
面

で
も
有
利

な
手

段
で

あ
っ
た
。
例
え

ば
、
日

銀
貸
出

の
う
ち
高
金
利

に
属
す

る
国

債
・
債
券

担
保
貸
付
利
子
率

〇
商
業
手
形
割
引

歩
合

は
こ
れ
を
約

〇

・
四
％

下
廻
り
、

と
く

に
優
遇

さ
れ
た
輸
出
金
融
関

係
貸
出
利
率

は
二
％

前
後

も
下
廻

る
）

を
、

都
市
銀
行

の
預
金
債
券

コ
ス
ト
、

コ
ー
ル
レ
ー
ト
、
そ

し
て
貸
出

金
利

の
動
き

な
ど
と
対
比
し
て
み

る
と
き
（

第
８
表
）
、

日

銀
借
入
れ

に
よ
る
資
金
調
達

は
、
そ

の
コ
ス
ト
の
面

で

も
、
銀
行

の
融
資
活
動

に
と
っ
て
相

対
的

に
か
な
り

有
利
な

も
の
で
あ

っ
た
と
い
り
こ

と
が
で
訂

。
こ
の

日
銀
借
入
れ

を
現

金
準
備

と
す
る
融

資

○
拡

張
を
考
慮

す
れ

ば
と
く

に
そ
り

な
る
で

あ
ろ
う
。

日
銀

の
貸
出
金
利
（
公
定

歩
合
）

は
、
こ

れ
ま
で

に
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夸

謇

4

！

も
み
た
よ
う
に
政

府
の
主
導

の
下

に
低
位
に
設
定
さ
れ
、
一
般

に
、
景
気
回
復

の
促
進

の
た
め
に
は
積
極
的
に
引
下

げ
ら
れ
る
と
と
も

に
、

金
融
引

締

め
の
必
要

に
際
し
て
も
そ
の
引

上
げ
が
極
力
抑
制

さ
れ
た
の
で

あ
っ
た
が
、
公

定
歩
合
の
低
位

維
持
は
、

都
市
銀
行
を

中

心
と
す
る
市
中
銀
行
の
日
銀
依
存
を
促
す
大
き
な
要
因

と
な

っ
た
。
そ

し
て

こ
の
こ
と
は
ま
た
他

方
に
お
い
て
、

銀
行
の
対
企
業

貸

出
金
利

を
低
位
に
維
持
す
る
基
盤
と
な
り
、
企
業
の
銀
行
依
存

と
そ

れ
に
も
と
づ
く
投
資

促
進

の
中

心
的
な
要
因

と
な
っ
た
。

日

銀
の
対

金
融
機

関
貸

出
は
、
こ
の
よ
う
に
、
そ

の
供
給
１
:と
価
格
（

公
定

歩
合
）

と
の
双
方

に
お
い
て
、

市
中
銀
行
と
産
業

的
企

業

に
と
っ
て
開
か
れ
た
有
利

な
資
金
調
達

ル
ー
ト
で
あ

っ
た
。
そ
し
て

ま
た
、

こ
う
し
た
政

策
的
低
価
格
で
の
通
貨
投
入
の
拡

張
と
累

積
は
１

さ
ら
に
こ
れ
と
連
携
し
た
。
預
貯
金
金
利

の
低
位
維
持

お
よ
び
コ
ー
ル
レ
ー
ト
上
昇

の
抑

制
対
策
等
々
を
包
含
す
る
と
こ
ろ

の
、

企
業

へ
の
貨
幣
資
木
の
安
価
な
供
給
を
政
策
的

に
目
指
す
「
低

金
利
難

」

は
Ｉ

イ
ソ
フ

レ
政
策
の
中
心
的
手
段
と
し
て
こ
れ

を
位

置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

（

―
）
　
「
日
銀

は
復
興
資
金
、
成
長
通
貨

を
市
中

銀
行

に
対

し
て
供
給

す
る
場

啻
に
、
旧
財
閥
系

の
都
銀
に
重
点
的
に
ほ
ぽ
均
等
な
割
合
で
通
貨

を
供

給
し
、
こ
れ

に
よ
り
旧
財
閥
系
企
業

に
対
す

る
系
列

融
資

の
原
資

は
各
系
列

に
均

等
に
確
保
さ
れ
た
」
（
大
蔵
省

『
理
財
局
調
査
企
画
資
料
』

四

一
年
度
（
1
1）
二
二
五
頁
）
。

「
三
〇
年
代

の
金
融
政
策

の
直
接

の
対
象

は
主

と
し
て
都
市

銀
行

で
あ
っ
た
」
（
前

掲
『
景

気
調
整
政
策
…
…
』
一
四
九
頁
）
。

（
２
）
　
「
銀
行
特

に
都
市

銀
行

が
い
わ
ゆ
る
貸

し
過

ぎ
の
状
態

に
あ
る
こ
と
及

び
そ
の
資
金
不

足
が
主
と
し
て
日
本
銀
行

か
ら

の
借
入
れ

に
依
存

し
て

い
る
状
態

に
あ

る
こ
と
を
、
『
オ

ー
バ

ー
・
ロ
ー
ン
』

と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
に
す
る
」（

金
融
制
度
調
査
会
『

オ
ー
。『

Ｉ
･
　ｎ
.　―
 

Ｑ
是
正

に
関

す
る
答
申
』
三
八
年
五
月
、
よ
り
）
。

ま
た
、
「

’：
…

も
っ
と
も
正
確

な
オ
ー
バ
ー
・
ロ
ー
ン
の
定

義
と
し
て
は
、
市
中
銀
行

の
貸
出
、

有
価
証
券
そ

の
他

○
全
運
用
資
産

が
、

預

金

（
債
券

な
ら

び
に
中

央
銀
行
以
外

か
ら
の
借

金
を
含
め
た
広
い
意
味
）
と
自
己
資
本
と
の
合
計
を
超
過
し
、
そ
の
差
額
を
中
央
銀
行

か
ら
の
借
金

に
よ

っ
て
、
常
時
補

い
を
つ
け
る
状
態

な
の
だ
と
解
釈
す
る
の
が
、

妥
当
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
」
（
吉
野
俊
彦

『
日
本

銀
行
史
』
２

、

二

六
〇
頁
）
。
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（
３
）
　
＝一
〇
年
代

に
お
け

る
都
市
銀
行

の
日
銀

依
存

の
状
況

に
つ
い
て
、
例
え

ば
Ｉ

「
三
六
年
頃
迄

の
超

高
度
成
長

期
に
は
、
外
部

負
債
の
主
流
は
最

終
的
資
金
源

泉
と
し
て

○
日
銀
借
入
れ
で
あ
り
。
と
く
に
金
融
逼

迫
時
に
は
日

銀
信
用

が
激
増

し
て
外
部

負
債

の
八
割
前
後

を
占

め
て

い
た
」
（
現
代

日
本
産
業
発
達
史
研

究
会
『
銀
行
』

六
三
五
頁
）
。

「
投
資
関
連

企
業

と
輸
出
関
連

企
業

の
資
金
需
要

は
、

…

…
都
市

銀
行
に

集
中

す
る
傾

向
が
あ
っ
た
が
、

こ
Ｏ
都
市
銀
行
は
、

…
…
オ

ー
バ

ー
・

ロ
ー
ン
と

い
う
現
金
通
貨
供
給
方
式

の
も
と
で
優
先
的

な
日
銀
信
用

の
割
当

て
を
受

け
、
恒

常
的

に
与
信
超
過

○
状
態
を
持

続

し

て
、

翰

出
、
投
資
関
連

企
業

に
潤
沢

な
資
金

を
供
給
し
て

き
た
。
云

々
」
〇
鈴
木

淑
夫
『
現
代
日

本
金
融
論
』

六
七
頁
）
。
ま
た
「

…
…

オ
ー
。（

Ｉ
･
　ｎ
　―

ｿ
○
根
因

は
、
公

定
歩
合

が
低
水
準

の
不
均
衡
価
格
に
定

め
ら

れ
て

い
る
こ
と

に
あ

る
と

い
え

よ
う
」
（
同
右
。
五
七
頁
）
。

そ
し
て
、
「
…
…

オ
ー
バ

ー
・

卩
Ｉ

ソ
の
状
態

が
続

く
と
、

本
来
短
期
的

に
返
済

さ
る
べ
き
日
本
銀
行
借
入

が
、

事
実

上
簡

単
に
返

済
で
き

な

い
よ
う
に
な
り
、
市
中
銀
行

は
日
本
銀
行
依
存

を
当
然

の
こ
と
と
考
え
て
、
自
己

の
現

金
準
備

の
状
況

を
顧
慮
し

な
い
安
易

な
貸
出

を
行

な
り

と

い
う
弊
害
が
生
じ
た
。

―一
Ｉ・
ＩＩと
く
に
市
中
銀
行
が
日
本
銀
行
依
存

を
当
然

と
考
え

る
よ
う

に
な

る
と
、
そ

の
融
資
態
度

に
節
度

が
失

右

れ

る

結

果
、
景
気

の
行
き
過
ぎ
に
対
す
る
金
融
面
か
ら
の
歯
止

め
が
な
く
な

る
」
（
日
銀
『
調
査
月
報
』
三
七
年
一
一
月
号
、
八
頁
）
。

（
４
）
　
「
公

定
歩
合
は
コ

ー
ル
・

レ
ー
ト
よ
ｈ
ソ
低

い
の
で
、
日
本
銀
行
貸
出
し

は
都
市
銀
行
に
恩
恵
を
与
え
て

い
る
こ
と

に
な
る
。
日
本
銀
行

は
こ

の

恩

恵
を
対

価
と
し
て
都
市
銀
行
に
日
本
銀
行
の
政
策
へ
の
協
力
を
要
求
し
て
い
る
」
。
ま
た
、
「
日
本
銀
行

か
ら
の
借
入

れ
は
コ
ー
ル

ー
マ
ネ

ー
よ

り
金
利
も
低
い
の
で
、
Λ
都
市
銀
行
は
Ｖ

で
き
る
だ
け
た
く
さ

ん
借
り

た
が
っ
て

い
る
と

い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
と
く
に
他
行
に
く
ら

べ
て
日
本
銀

行

借
入

金
が
少

な
い
こ
と
は
、
業

容
拡
大

○
た
め
に
も
採
算
上
不
利
と
な
る
。
そ
こ
で
都
市
銀
行
の
経
理
部
長

○
手
腕

は
、
他
行

に
比
較
し
て
よ

け

い
に
日
本

銀
行

か
ら
借
り
る
こ
と
に
よ
っ
て
認

め
ら
れ
る
と
さ
え
い
わ
れ
る
。
云

々
」
（
呉
　

文
二

『
金
融
政
策
』
八
三
、
八
五
頁
）
。

〇
５
）
　
政
府

の
「
低

金
利

政
策
」
、
お
よ
び
こ
れ
と
連
繋
す
る
公
定

歩
合
の
低

位
維
持
の
動

き
に
つ
い
て
は
さ
き
に
も
記
し
た
が
、

こ
こ
で
な

お
、

三

〇
年
代

の
状
況

に
つ
い
て
掲

げ
て

お
く
。

「
低
金
利
政
策

は
戦
争
中
国
債

の
消
化

を
は
か
る
た
め
に
採
用

さ
れ
た
が
、
戦
後

に
お
い
て
は
わ
が
国

の
高
金
利
を
是
正
し
て
産
業
の
国
際
競

争
力

を
倍
養
す

る
と

い
う
見
地

か
ら
、
引
続

い
て
大
蔵
省

の
基
本
的

な
方
針

と
な
っ
た
よ
う
に
見

ら
れ
る
」
（

前
掲

『
日

本
銀
行
を

中

心

と

す

る
…
…
』
六
八
頁
）
。

同
書

に
は
ま
た
、

三
〇

圭

二
二
年
当

時
の
日

銀
の
公

定
歩
合
引

上
げ
に
た
い
す
る
政
府
・
大

蔵
省
の
抑
制
が
指
摘
さ
れ
て

い

る
。
「
戦
後
、
昭
和
三
〇
年
代

ま
で

は
、
日
本
産
業

の
国
際
競
争
力

を
強
化

す
る
た
め
に
は
金
利
水
準
を
低
下

さ
せ
る
必
要

が
あ
る
と
の
考
え
方
が
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ｓ

４

ｔ

強
か
っ
た

の
で
、
公
定
歩
合
に
つ
い
て
も
引
上
げ

に
対
し
て

は
消
極
的
、
引
下
げ

に
対

し
て

は
積

極
的

と
い
う
よ
う
な
傾
向
が
あ
っ
た
。
こ
の
傾

向
は
と
く
に
政
府
に
強
か
っ
た
が
。
日
本
銀
行
屯

か
な
り
そ
れ
に
拘
束
さ
れ
て

い
た
」
（
呉
　

文
二

『
金
融
政
策
』

一
一
九
頁
）
。

「
Λ

わ
が
国
峨
後

の
金

融
政
策
Ｖ

の
い
ち
じ

る
し

い
特
徴
と
し
て
、
金
利

を
自

由
な
市
場
で

成
立
す
る
水
準
よ
り
も
人
為
的
に
低
位
に
お
き
、

そ

の
結
果
発
生
す

る
資
金

の
超
過
需
要

に
対
し
て

は
、
一
般

に
供
給

の
制
限

と
割
当
て

を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
引

締

め
に
際
し

て
日
銀

が
と
っ

た
の
は
、

い
わ
ゆ
る
『
窓

口
指
導
』
で
資

金
供
給

を
抑
制

す
る
と
い
う
方
式
で
あ
っ
た
」
。「

Λ
Ξ
七
年
か
ら
の
新
金
融
調
節
方
式

の
実
施

な
ど
Ｖ

の
変
化

が
あ

っ
た
と
し
て

も
、
人
為
的
低

金
利

と
窓

口
規
制

あ
る
い
は
資
金
ポ
ジ

シ
ョ
ン
指
導
と
い
う
実
態

は
変
ら
な

か
っ
た
」

（
前
掲
『
景
気
調
整
政
策

の
回
顧
…
…
』
九
－

一
〇
頁
）
。

ま
た
、
三
六
年
当
時

の
設
備

投
資

の
急
増

に
関
連
し
て
１

「
こ
と

に
三
六
年

に
は
い
っ
て

か
ら
は
所

得
倍
増
計
画
に
よ
る
高
度
成
長
政
策

と

低

金
利

政
策

の
強
行

に
よ
り
政
策

的
に
も
い
っ
そ
う
の
あ
お
り
を
受

け
、
云

々
」
。
そ
し
て
企
業
の
「

旺
盛
な
資
金
需
要
」
と
こ
れ

に
応
じ
た
「
潤

沢

な
産

業
資
金

の
供
給
」

に
つ
い
て
Ｉ

「

こ
れ
に
は
成
長
政
策
と
低

金
利
政
策
あ
る
い
は
こ
れ
を
背
景
と
し
た
証
券
市
場

の
急
膨
脹
と
銀
行
貸

出

の
併

進
と
い

う
事
情

が
大

き
く
作
用

し
た
」
（
日

銀
『
調

査
月
報
』
三

七
年
五
月

号
、
二

～
三
頁
）
。

Ａ
証

券
市
場
対

策
金
融
∇

企
業

投
資
の
急
進
は
、

企
業
の
銀
行
融
資
へ
の
依
存
を
、
そ
し
て
銀
行

の
日
銀

へ
の
依
存
を
高

め
る
と
と

も
に
、
こ

の
日

銀
依

存
を

背

景
と
す
る
銀
行
の
産
業

資
金
の
供
給
拡
大
が
ま
た
企
業
投
資
を
促
進
さ
せ

た
の
で
あ

っ
た
が
、

企
業

は
さ
ら
に
他
方

に
お
い
て
、
さ

き

に
も
記

し
た
よ
う
に
、
急
増
す

る
追
加
的
資
金
の
調
達
の

た
め
に
増
資
を
進

め
、
こ

の
株
式

増
発
の
動
き

は
三
四
年

度
か
ら
三
六
年

度

に
か
け
て
と
く

に
著
る
し

か
っ
た

〇
第
９
表
）
。
そ

し
て
、

証
券
市
場

に
お
け

る
こ
れ
ら
大
量

の
株
式

の
消
化

・
保
有

と
そ
の

「
価

格
」
の
維
持
（

買
支
え
）
の

た
め
に
、
日
銀

の
支
援
が
直
接
・
間
接

に
進
め
ら
れ
て
き

た
。

こ
う
し
た
日
銀
の
証

券
市
場
対

策
金

融
は
、
三
九
年
度

に
入

っ
て
著

る
し
く
拡

大
さ
れ
。
三
九
年
度
に

お
け

る
日
銀
貸
出
の
再
膨
脹

に
は
、
こ
の
証
券
対
策
が
大
き
な
比
重

を
占

め
て

い
た

。

す
な

わ
ち
、
過
剰
株
式
・
株
価

対
策

は
三

九
年

度
に
入

っ
て
重
大
な
問
題
と

な
っ
た
が
、
と
く

に
三
九
年
秋

か
ら
は
証

券
会
社
の
経
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第９表 株式の発行と所有者構成

1） 増資の動き（全法人，有償）

年　度
実　　 額

(100 億円) 皿郎れ，

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

11

32

26

傴

40

54

95

71

77

76

26

△　24.1

194.0

ム　ユ7.5

△　9.4

69.3

34.4

76.0

△　25.0

8.3

△　0.6

△　65.4

株式 の所有者構成（株数による）2 ）

年度末
Ａ．総株数

(億株)

Ｂ．うち金
體 ゛ ） Ｂ

－
Ａ

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

135

194

234

270

328

414

568

691

791

918

953

28

44

54

69

85

111

156

196

224

248

251

20.5

22.5

22.9

25.4

25.9

26.7

27.4

28.3

28.3

27.0

26.3

〔備考〕1) は(財 政金融統計月報J  No. 261

などに，2) は 日銀 『本邦経済

統計』による。

営
悪
化

が
表
面

化
す
る

に
及
ん
で
、
こ
の
株
式
対
策
が
政
府

の
主
導

の
下

に
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ｙ
が

。
こ
れ
に
応
じ
て
日

銀
は
、

日
本
証
券
金

融
会
社
（
日
証

金
）

お
よ
び
関
係
金
融
機
関
を
通
じ
て
、
日
本
共
同

証
券

〇
共
同
証
券
）
や
日
本
証
券

保
有

豹

〇
保
有

組
合
）
、

お
よ
び
証
券
会
社

に
特
別
融
資

を
行
う
措
置
を
と
り
、

三
九
年

匸

一
月

か
ら
四
〇

年
七
月

に
か
け
て
こ

れ
ら
の
機

関
に
よ
る

株
式
買
支
え

の
た
め
の
資
金
供
給
を
実

施
し
た
。
例
え
ば
、
日
銀
の
Ｉ

日
証
金
を
通
じ
た
Ｉ

共
同
証
券
・
保
有
組
合

の
両
機
関

に

た
い
す

る
証
券
対
策
貸
出

は
二
八

三
四
億
円

に
上
ｙ
か

〇
三
九
年

匸

一
月
～

四
〇

年
七
月
）
。

そ
し
て
こ
の
よ
う
な

株
式
対
策

を
通

じ

た
日
銀

の
通
貨
投
入

は
、
株
価

の
崩
落

を
阻
止
し
、

株
式
市

場
の
混

乱
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
産
業
的
企
業

の
資
金
調
達

ル
ー
ト
の

安

定
を
維
持
す

る
上
で
、
き

わ
め
て
大
き
な

役
割

を
果

し
た
の
で
あ

る
。
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さ
ら
に
四
〇

年
度
に
入
る
と
。
証
券
企
業
の
経
営
悪
化
か
ら
証
券
市
場

全
体

に
不
安
・
動
揺
が
拡
大

し
、

急
成
長
を
み
せ
て
き
た
証

券
業

は
「

半
恐
慌
」
状
態
に
陥
っ
た
が
、
こ

の
危
機
的
状
況
を
救
う

た
め
に
政
府

・
日

銀
は
、
「
信
用
制
度

ノ
保
持
」
（

日
銀
法
第
二
五

条
）

を
目
的
と
し
て
、
と
く

に
経
営
の
悪
化
し
て
い
た
山
一
証
券

お
よ

び
大
井
証

券

〇
現
・

和
光
証
券
）

に
た
い
し
て
、
関
係
金
融
機

関
を
通
ず
る
特
別
融
資
を
行
う
措
置
を
と
ｙ
が

〇
四
〇

年
五
～
七
月
）
。
す
な
わ

ち
、
「

政
府
お
よ
び
日

銀
は
現

段
隋
に

お
い
て
証
券
業

界
の
必
要
と
す
る
資
金

に
つ
い
て
は
、
関
係
主
要
銀
行
を
通

じ
て
日
銀

が
特
別
融

資
を
行
な
う
こ
と
を
決
定
し
た
。
さ
し
当
り
山
一
証

券
に
つ
い
て
は
、
主
要
三
行
が
こ

の
融
資
を
行
う
こ
と
を
決
定
し

た
。
特
別
融
資

の
措
置

等
を
含
め
て
、
証

券
金
融
に
つ
い
て
は
抜
木

的
対

策
を
早
急
に
講
ず
る
」
（
四
〇
年

五
月
二
八
日
、
大
蔵
省
・
日

銀
の
共
同

声
明
）
。

そ
し
て
こ
の
緊
急
措
置
は
、
証
券
業
の
危
機
脱
出
の

た
め
の
画
期
的
な
救

済
手
段
と
な
り
、
「
信
用
不

安
」

の
波
及
・
拡
大
を
阻
止

（
６
）

し
沈

静
化
さ
せ
る
役
割
を
果
し

た
。
ま

た
、
日
銀
法
第
二
五
条
が
「
信
用
制

度
の
保
持

と
い
り
意

味
に
お
い
て
発
動
さ
れ
た
の
は
Λ
昭

和
一
七
年
の
日
銀
法
制
定
以
来
Ｖ

は
じ

め
て

の
こ

と
で
」
あ
ｙ
が

。

こ
れ
ら
の
緊
急
措
置

に
加
え
て
日
銀

は
六
月
、
「
山
一
証
券
危
機

対
策
Ｏ
発
表
以
来
急
増
し
て
い

る
投
信
解
約
対
策
」
と

徂

、
日
証
金

を
通

じ
投
資
信
託

各
社
に
た
い
し
て

救
済
融
資
を
行
う
措
置
を

と
っ
た
（

公
社
債
担
保
、
六
〇

〇
億
円
を
限
度
枠

と
す

る
）
。

こ
の
よ
う

に
三
九
年

度
か
ら
四
〇
年

度
に
か
け

て
は
、

政
府
・
日
銀
の

全
面

的
な
介
入
と
資
金
的
支
援
に
よ
っ
て
証
券
市
場
対
策
が
展
開

さ
れ
、
証

券
市
場
に
お
け

る
恐

慌
状

鴪
の
発
生
が
回
避
さ
れ
た

の
で

あ
る
。

（
１
）
　
コ
ニ
〇

～
四
〇

年
に
か
け
て
行

わ
れ
た
…

…
一
連

の
証
券
市
場
対

策
は
五
〇
〇
〇

億
円

近
く
の
日
銀
の
資
金
を
バ

″
ク
に
実
行

さ
れ
て
き
た
」

（
『
経
済
白
書
』
四
一
年
度
版
、
二
二

七
頁
）
。

5
3
　
〇
２
）
　
「
田
中
蔵
相

は
八
三
九
年
Ｖ
九
月
二
二
日
、

金
融
・
証
券

・
産

業
各
界

の
首
脳
を
招

い
て
懇
談
し
た
結
果
、
当
面
の
証
券
市
場
対
策
と
し
て
、

１
　
　
　

増
資
調
整

に
つ
い
て

は
関

係
者
が
自

主
的

’
積
極
的
に
協
力

す
る
ヽ

闥
共
同

証
券

の
大
幅
増
資
が
必
要
で
あ
る
・

圓
日
銀

は
証
券
市
場
対
策
の

た
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め
の
金
融
措
置
に
特
別
の
考
慮
を
払
う
。
…
…
な
ど
の
点
で
原
則
的
に
意
見
の
一
致
を
み
た
」
（
前
掲
『
金
融
』
三
九
年
一
一
月
号
）
。
ま

た
「
過

剰
株

式
対

策
」
と
し
て
の
増
資
調
整
と
共
同
証

券
増
資
に
つ
い
て
は
、
田

増
資
調
整
－

「
実
質
的
に

は
Λ
四
〇

年
Ｖ
二
月
以
降

の
増
資

を
全
面

的
に
ス
ト
ッ
プ
し
。
そ
の
代

り
と
し
て
市

中
銀
行

は
日

銀
の
協
力

を
え

て
『
つ
な
ぎ
融
資
』
を
考
慮
す
る
こ
と

に

な

っ

た
」
。
閙
共
同
証
券
増
資

－

「

Λ
Ξ
九
年
Ｖ

」
○

月
六
日
、
大

株
主
で

あ
る
都

銀
・
長

銀
の
会

合
が
も
た
れ
、
倍
額
増
資
（
資
本
金
一
五
〇

億
円
↓

三
〇
〇

億
円
）
に
応

ず
る
と

と
も
に
、
協
調

融
資
枠

を
三
〇
〇

億
円

か
ら
七
〇
〇

億
円

に
引

き
上
げ
る
こ
と
が
決

め
ら
れ

た
。
…
…
日
銀
が
①
事
後
的
追
認
と
い
う
形

で
実
質
的

に
は
窓

口
規
制

の
別
枠

と
す
る
、
②
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト

ー
ラ
イ
ソ
に
つ
い
て
亠

証
券
金
融

に
よ
る
も
の
は
罰
則
金
を
適
用
し
な
い
、
と
い

う
方
針

を
示

し
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

Λ
銀
行

と
し
て

も
Ｖ
結
局
政
府

の
証
券
対
策

に
協
力

す
る
こ
と
と
し
た
」（
同
右
）
。

（
３
）
　
日
本
共
同
証
券

は
三

九
年

一
月
、
市
中

銀
行
（

匸
一
行
）
、
長
期
信
用

銀
行

〇二

行
）
、
証

券
会
社
（
四
社
）

に
よ

っ
て
設

立
さ
れ
た
。
「

従
来

金

融
機
関

は
、
…
…
株
式

の
買
入

を
個
別

に
行
っ
て
き

た
が
、
最
近

の
市
場

の
状
況

に
鑑
み
今

回
株
式

の
買
入

お
よ
び
そ
の
安
定
化
を
目
的
と
し

て
銀
行
・
証
券
協
力

の
下

に
新
会

社
を
設

立
す
る
こ

と
と
し
た
い
。
云

々
」
（

設
立
趣
意
書
よ
り
）
。

日
本
証
券
保
有
組
合

は
四
〇
年
一
月
発
足
し

た
が
、
そ
の
設
立
目
的
と
し
て
次

の
点

が
掲
げ

ら
れ
て

い
る
Ｉ

「
田
株
式
需

給
の
改

善
、
圜
証

券
会
社
の
体
質
改
善
、
圓
資
本
市
場

の
機
能
回
復

〇
前
掲
『
金
融
』
四
〇

年
一
月
号
）
。

ま
た
、

こ
れ
ら
の
活
動

の
た
め
の
所
要
資

金
は
、

日
証

金
モ

の
他
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
金
（
同

組
合
が
買
入
れ
た
株
券
な
ど
有
価
証
券

を
担
保
と
す

る
）

に
よ
る
と
と
も
に
、
日
銀

は
四
〇
年

一
月

、

同

組
合
振
出
手
形

を
適
格
祖
保
と
す
る
措

置
を
と
っ
た
（

日
銀
の
融
資
限
度
一
七
〇

〇
億
円
）
。

な
お
、
こ
れ
ら
両
機
関
の
任
務
分
担
に
つ
い
て
は
Ｉ

「

保
有
組
合
の
設
立
に
よ
っ
て
共
同
証
券

が
こ

れ
ま
で
果
し
て

き
た
Ａ
過
剰
株

式
Ｖ
棚

上
げ
機
関

の
役
割
は
終
り
、
今
後
…
…
共
同

証
券
は
市
場

安
定
機
関
、
保
有
組
合

は
棚
上
げ
・
凍
結
機
関
と
い
う
性
格

が
強
ま
る

も
の
と
み
ら

れ

て
い
る
」

〇前

掲
『
金
融
』
四
〇

年
一
月

号
、
四

八
頁
）
。

（
４
）
　
日

銀
の
日
証

金
を
通
じ
た
こ
の
時
期
の
証

券
対
策
融
資
は
、
共
同
証
券

に
た
い
し
て
計
六
七
八
億
円

〇
三
九
年

匸

一
月
～
四

〇
年

一
月
）
、

保

有

組
合

に
た
い
し
て

計
ニ

ー
五

六
億
円
（
四
〇
年
一
～
七
月
）
で
あ
っ
た
（
前
掲
『
銀
行
局
金
融
年
報
』
四

一
年
版
。
三
八
頁
）
。

「

日
銀
は
八
三

九
年
Ｖ

匸

一
月
四

日
、
日
証

金
を
通
じ
て
共
同
証

券
に
低

利
資
金
を
融
資
す
る
こ
と
を
決

め
た
。
モ

の
方
法

は
、
共
同
証
券

が

株

式
買
入

れ
の
た
め
の
資

金
を
日
証

金
で
借

り
…
…

、
日
証

金
は
共
同
証
券

振
出
手
形

を
担
保
と
し
て
日
銀
か
ら
融
資

を

受

け

る

も

の

で

あ

る
…
…
」
。
ま
た
「
…

…
日
銀
は
Λ
日

歩
Ｖ

一
銭
四

厘
を
上
廻

る
部
分

に
つ
い
て
は
利

息
を
無
期
限
徴
収
猶
予
す
る
こ
と
と
し
た
」
。

「

Λ
こ

０
ぶ
う
に
Ｖ
株
式

棚
上
げ
を
目
的

と
し
て
日
銀

が
低
利

融
資

を
行

っ
た
こ
と
は
過
去
に
例
が
な
く
、
上
記
特
別
融
資
は
昭
和
初
期
の
金
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・

４

融
恐
慌
時

に
実
施

さ
れ
た
『
特
別

融
資
』

と
性
格
を
同

じ
く
す
る
と

の
見
方
が
強
い
。
ま
た
利
息

の
一
部
徴
収
猶
予

は
戦
後
再
建
整
備
法

の
施
行

時

に
行

な
わ
れ
た
こ

と
が
あ

る
が
、
両
者

と
も
全

く
異
例
の
措
置
で
あ
る
」
（
以

上
、
前
掲
『
金
融
』
四
〇

年
一
月
号
）
。

「
共
同
証
券

は
、
Ａ
株
式
Ｖ
市
況

の
著

る
し
い
不
振

に
伴
う
市
場
の
不

安
感
を
除
去
Ａ

す
る
た
め
Ｖ
、
Ａ
三
九
年
Ｖ
八
月
下
旬
以
降
大
手
証
券

と
も
連
係

の
上
活
発

な
買

い
出
勤

を
再
開

し
た
。
Λ
日
銀
Ｖ

は
市
中
銀
行
の
同

社
向
け
融
・
出
資
に
対
す
る
特
別

の
配
慮
、
日
証
金

を
通
ず
る
同

社
向
け
融
資

の
実
施
（

匸
一
月
以

降
）
等

の
措
置

を
講
じ
、
モ

の
活
動
を
支
援
し

た
。
そ
の
結
果
、
東
証

ダ
ウ
平
均

は
か
ろ
う
じ
て

Ｉ
．
二
〇
〇

台

を
維
持
し
え

た
が
、
共
同
証
券

の
年
間
葬

式
購

入
額
は
約
一
、
九
〇
〇

億
円
の
巨
額
に
達

し
た
」（

日
銀
『
調
査
月
報
』

四
〇
年
四
月
号
、

九

頁
）
。
ま
た
「

Λ
Ξ
九
年
Ｖ
秋
、
こ

の
共
同
証
券

の
大
１
:の
株

式
屓
出
動
に
よ
っ
て
証
券
市
場
危
機
は
回
避
さ
れ
て
き

た
」
〇
前
掲
『
金
融
』
四
〇

年
一
月
号
）
。

因
み
に
、
共
同
証
券
自
身

は
三
九
年
末
頃

の
「

過
剰
株
式
」
し
た

が
っ
て
ま
た
同
社
の
買
上
げ
対
象
と
な

る
株
式

を
、
次

の
よ
う
に
推
計
し
て

い
た
Ｉ

田
株
価
収

益
率

に
よ
る
ぱ
あ
い
約

一
七
七
三
億
円

、
悶
積
上
方
式
に
よ
る
ば
あ
い
二
二

〇
〇
億
円
～
二
吮

〇
〇
億
円
（
詳

し
く

は
、
大

倉
真
「
共
同
証
券

の
目
的
と
そ

の
限
界
」
－

前
掲

『
金
融
』
三
九
年
一
二

月
号
を
参
照
）
。

こ

の
共
同
証
券

の
過
剰
株

式
購
入

は
、

三

九
年

一
月

～
一
二

月
の
間
、

一
六
億

二
四

五
七
万

株
＝
一
八
八
六
億
円
。

ま

た
保
有

組
合

の
購
入

は
、
四
〇
年

一
月
～

七
月

の
間
、

ニ

ー
億
二
〇

三
二
万

株
＝
二

三
二
七
億
円

に

上

っ

た

（
『
講
座
・
今
日

の
日
本
資
本
主
義
』
６
１

『
日
本

資
本

主
義

と
金
融
証
券
』
一
ニ

ー
頁
）
。

〇
５
）
　
日
銀

に
よ

る
特
別
融
資

は
、
山

一
証
券

に
た
い
し
て
計
二

八
二

億
円

（
四
〇

年
五
～
七
月
。
日
銀

の
融
資
限
度

は
三
九
〇
億
円
）
、

大
井
証
券

に
は
計
五
三
億
円
（

七
～
八
月
。
融

資
限
度

は
八
〇

億
円

）
で
あ
っ
た
（

前
掲
『
銀
行
局
金
融
年
報
』
四

一
年
版
、
三
七
頁
）
。

こ
の
特
別

融
資

に
つ
い
て

の
日

銀
政
策
委
員
会

の
決
定
（
四
〇

年
五
月
二

九
日
）
－

「
本
行

は
日
本
銀
行
法
第
二
五
条

に
基

き
富
士
銀
行
、

三
菱

銀
行

お
よ
び
日

本
興
業

銀
行

が
山
一
証

券
（

株
）
に
対
し
、
運
用
預
り
有
価
証
券

の
払
戻
し

に
必
要

な
資
金

を
融
通
す

る
た
め
の
所
要
資
金

を
。
上
記
三
行

に
融
資
す
る
。
貸
出

方
法

は
、
貸

付
金
額
の
二
割
相
当
額
以
上

の
担
保
価
格

を
有
す

る
本
行
手
形
貸
付
担
保

適
格
債
券
、

お
よ
び

山

一
証

券
（
株
）

振
出
し
の
融
資
銀
行
あ
て
手
形
を
担
保
と
す
る
手
形
貸
付
と
し
、
金
利

は
基
準
貸
付
利
子
歩
合

を
適
用

す
る
」
（

日
銀

『
調
査

月
報
』
四
〇

年
六
月
号
、
二

七
頁
）
。

ま
た
、

こ

の
特
別

融
資

に
た
い
す
る
日
銀
総

裁
の
言
－

「

わ
た
く
し
ど
も
の
真

意
は
決
し
て
個
別
企
業

の
救
済
を
目
的
と
致
す
も

の
で
は
な
く
、
運
用
預

り
が
一
般
大
衆

の
預
金

に
も
近

い
も
の
で
あ
る
点
に
か
ん
が
み
、
証
券

界
の
信
用
秩
序
の
混
乱

を
是
非
防
止
し
な
け

れ
ば
な
ら

ぬ
と

い
う
こ

と
に
ほ

か
な
ら
な
い
の
で

あ
り
ま
す
」
（
四
〇
年

七
月

、

全
国
銀
行

大
会
に
お
け
る
誰
演
１

日
銀
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『
調
査
月
報
』
四
〇

年
七
月
号
）
。

ま
た
、
「
…
…
協
調
融
資
団

に
よ

る
Λ
山
一
証
券
Ｖ
再
建
発
表
Ａ
四
〇

年
五

月
一
二

日
Ｖ

後
も
運
用
預
り

の
引
揚
げ
、

投
信

の
解
約

の
激
増

に

よ
っ
て
（

伝
え
ら
れ

る
と
こ

ろ
に
よ

る
と
幹
事
銀
行
三
行

が
用
意

し
た
約
五
〇
億

円
の
資
金
は
ま
た
た
く
ま
に
使
い
果
し
た
と
い

わ
れ

る
）
山

一

の
危
機
は
深
刻
化
し
、
こ

の
た
め
大
蔵
・
日
銀

は
五
月
二
八
日
夜
半
日
銀
法
第
二
五

条
発
動

を
発

表
し
。
云
々
」
。

そ
し
て

「
こ

の
特
別
措
置

は

市
中
銀
行
…
…
を
通
じ
て
山

一
証
券

に
対
し
て
事
実
上
、

無
担
保
、

無

期
限

の
融
資
を
行
う
も
の
で
、

そ
の
方
法
は
、

山
一
振
出
の
単
名
手
形

…
…
に
市
中
銀
行

が
担
保

を
二
割
追
加
し
て
日
銀

か
ら
借
入

れ
を
行

い
、

こ
れ
を
無
ザ
ヤ
で
山
一
に
貸
付

け
る
こ
と
に
な
る
。
…
…
な

お
、
三
幹

事
銀
行
で
は
、
市
中
銀
行
は
す
で
に
金
利
引
下
げ

に
協
力
し
て

い
る
の
で
日

銀
に
担
保
を
入
れ
て
し
か
も
山
一

隘
対
し
て
無
担
保
で
貸
出
す
の
は

荷

が
重
い
と
し
て
、
こ
の
特
融

に
関
し
て
銀
行
に
危
険
負
担

が
か
か
ら
ぬ
よ
り
大

蔵
・
日
銀
に
要

請
し
た
。
こ
の
結

果
に
つ
い
て
は
、
三
者
間
で

『
最

総
的
責

任
は
大
蔵
と
日
銀
が
負
う
』

と
い
う
文
書
を
取
り

か
わ
す
こ
と
と

な
っ
た
、
と
報
道

さ
れ
て

い
る
」
（
以

上
、
前
掲

『
金
融
』
四
〇

年

七
月
号
）
。

「

こ
の
融
資
は
、
特
定
の
株
式
会
社
の
た

め
に
す
る
ひ
も
つ
き
融
資
で
あ

る
と
い
う
点

だ
け
で

屯
き
わ
め
て
異
例

な
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
内

容

も
、
担
保
に
山
一
証

券
の
手
形

を
徴
し
て
い
る
も
の
の
、
当
該
会
社

の
経

理
内
容

か
ら
み
て
、
通
常
の
場
合
な
ら
日
銀
の
適
格
担
保
と
は
な
り

え

な
い
も
の
で

あ
り
、
期
限
、
融
資
額
も
必
要
に
応
じ
延
期
、
増
額

が
予
定

さ
れ
て

お
り
、
当

時
、
新
聞

等
が
『
無
担
保

、
無
期
限
融
資
』
と
伝

え

た
よ
う
に
、
そ

れ
に
近

い
内

容
を
も
つ
も

り
で
あ
る
」（

前
掲
『
銀
行
局
金
融
年
報
』
四
〇
年
版
、
三
三
頁
）
。

ま
た
、
大
井
証
券

に
た
い
す
る
特
別
融
資
は
三
井

信
託

と
興
銀
を
通
じ
て
行

わ
れ
た
が
、

そ
の
融
資
条
件

は
山

一
証
券

の
ば
あ
い
と
同

様
で
あ

っ
た
。

〇
６
）
　
「
信
用
不
安

が
広

ま
る
恐
れ
が
生
じ
た
こ
と
は
今
回
の
不
況

の
特
色
で
あ
っ

だ
。
日
銀

は
Λ
特
別
融
資
Ｖ
と
い
う
異
例

な
措
置

を
決
定

し
、
こ

れ

に
よ
っ
て
、
信
用
不
安

が
連
鎖
的

に
波
及

し
て
行

く
危
険

を
吮

止

め
た
」（
『
経
済
白
書
』
四

一
年
度
版
、
二
二

頁
）
。

（
７
）
　
前
掲
『
銀
行
局
金
融
年
報
』
四
〇
年
版
、
三
三
頁

。

（

８
）
　
前
掲
『
金
融
』
四
〇

哄
八
月
号
。

（
三
）
　
日
銀
の
債
券
売
買

日
銀

に
よ
る
市
中
金
融
機
関

か
ら
の
債
券
買
入
れ

〇
買

オ

。ヘ
レ
ー
ツ

ヨ
ソ
）

は
三

六
～
三
八
年
度

に
大

規
模
に
行
わ
れ
た

（

第

１
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第10表　 日銀の償券売買

Ａ．対象金融機関別

( 億円)

を

年　　度 都　市 地 方 信　託 長期信用 その他 計

35

36

37

38

39

40

3

1,061

458

3,706

△1,680

°1,352

1

249

108

871

△　879

△　338

－

48

17

158

4　72

△　63

－

40

30

185

4　100

△　36

一

一

一

一

135

27

4

1,400

607

4,919

ﾑ2,098

Al, 762

Ｂ。 新金融調節方式以降

(億円)

1） △は日銀の売却超過を示す。

2） Ａは， 大蔵省銀行局調ベー 『理財局調査企画資料（研究編）』

による。金額は額面金額。「その他」は，相互銀行, 短資会社, 証券

金融，証券会社（債券売買）の合計額。

Ｂは，「戦後における日本銀行の 債券売買操作の推移」- 『 金

融』42年 ９月号による。計数は売買価格ベース。但し37, 38 年の業

態別の内訳計数は額面ベースであり，したがって合計額とは一致し

ない。

〔 備 考 〕

ダ

表
）
。

こ

０
債

券

買

入

れ

は
、

三

六

年

度

に

は

日

銀

の

金

融

機

関

ル

ー
ト

で

の
通

貨

投

入

の
中

心

的

手

段

で

あ

っ

た

対

金

融

機

関

貸

付

に
付

随

す

る

形

で

実

施

さ

れ

た

が
、

三

七

・

三

八

年

度

に
は

。

新

金

融

調

節

方

式

の

採

用

に

よ

り

縮

小

し

た

右

の
貸

付

に
代

位

し

て

、

対

金

融

機

関

通

貨

供

給

の

中

心

的

手

段

と

な

っ

た

。こ

の

日

銀

に
よ

る

対

市

中

買

入

れ

債

券

の

種

類

は
政

保

價

、
金

融
債
（

う

ち

利

付

價

）
、

電

力

債

で

あ

っ

た

〇
第
1
0

表

）
。
債

券

買

入

れ

は
ま

ず

政

保

債

を

対

象

に
始

め
ら

れ

た
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( 億円)

年　末 都 銀 地 銀 信　託 長　期 相　互 信　金 計

36

37

38

39

1,060

1,497

3,881

5,093

250

357

917

2,104

50

68

173

89

42

68

194

506

一

一

一

641

一

一

一

87

1,402

1, 990

5,165

8,520

〔備 考 〕 1） 額面金額による残高。

2） 日銀オペ対象債券は政保債，金融債（興・長・農・商・不・東

銀），電力債。

3） 大蔵省『昭和40年度及び昭和41年度における公債発行に関する資

料集』第３分冊，Ｐ. 308 による。

第12 表　公社債の発行と都市銀行の消化状況

年　 度

鸞顫 金　融　債 *金融債(利付債) 事 業 傲

発行額
doo億円)

りち都市
銀行・長

期信
用銀

行の消化
率（％）

消化額計

(100
億円)

うち都市
銀行の消
化率(％)

消化額計

(100
億円)茴

消化額計

(100
億円)

うち都
市

銀行・長

期信
用銀

行の消化
率（％）

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

2

4

4

3

6

7

8

10

15

18

30

67.0

62.4

66.3

52.6

55.2

57.1

52.9

59.6

56.8

53.5

48.7

17

21

23

32

35

49

69

79

94

104

133

27.7

31.8

34.3

25.9

17.4

17.0

21.5

23.0

21.9

20.9

18.5

10

13

12

13

U

18

28

29

35

37

52

35.8

37.2

47.5

44.7

50.0

46.8

42.2

45.6

45.1

47.0

40.7

7

10

10

10

19

21

41

18

28

28

36

31.6

33.1

48.1

44.9

36.6

36.4

19.4

55.6

50.1

51.5

40.6

〔 備 考 〕 1） 政府保証債については。大蔵省『国債統計年報』による。 金融

債，事業債については大蔵省『財政金融統計月報』185 号による。

原資料は興銀「公社債統計月報」。

但し，eeは大蔵省銀行局調べ，発行ベースー 金融制度調査会資

料第２巻Ｐ. 220 より。
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！

（

が

、

三

八

年

に
入

っ
て

金

融

債

や
電

力

債

も

含

め
ら

れ

、

通

貨

供

給

の
増

加

の

た

め

に
買

入

れ
債

券

の
対

象

が
拡

げ

ら

れ

た
。

そ

し
て

三

八

年

度

に

は
金

融

債

と

電

力

債

の

日

銀

買

入

れ

が

大
２
:
に
行

わ
れ

た

。

こ

う

し

た

日

銀

の

債

券

買

入

れ

は

、

都

市

銀

行

を

主
要

な

対

象

と

し
て

実

施

さ
れ

た
（
第
1
0
表

）
。
都

市

銀

行

は

ま

た
日

銀

の
買

入

れ

対

象

債

券

の
大

量

保

有

者

で

あ

っ
た

〇
第
1
1
表
）
。

す

な

わ

ち

、

日

銀

の
債

券

買

入

れ

は
、

貸

付

方

式

に
代

っ
て

都

市

銀
行

へ

の
通

貨

供

給

の
中

心

的

手

段

と

な

り

、

対

都

市

銀

行

日

銀

貸

付

の
縮

小

（
引

揚

げ

）

を
補

完

す

る

と

と

も

に
、

貸

付

の
縮

小

を
大

幅

に

上
廻

る

通

貨

供

給

が
行

わ
れ

た

。

そ

し

て

こ

の

操

作

は
、

都

市

銀

行

に
よ

る
対

企

業

融

資

を
維

持

し
、

他

方
で

は
同

時

に
、

政
保

債

・

金

融

債

・

電

力

債

の
大

口
消

化

先

で

あ

り

大

量

保

有

者

で

あ

る
都

市

銀

行

に

よ

る
そ

の
消

化

を
支

え

、

こ

れ

を
通

じ
て

ま

た

そ

れ

ら
依

券

の

増

発

を

可

能

に
す

る
役

割

り

を

果

す

も

の
で

あ

っ

た
。

ま

ず

、

財

政

投

融

資

の

資

金

調

達

手

段

の

一

つ
で

あ

る
政

保

債

の
発

行

は
三

〇

年

代

を
通

じ
て

増

加

を

辿

っ
て

き

た

が

、

三

七
年

度

に

は
そ

の
発

行

額

は

一
千

億

円

を
上

廻

り

、

以

後

も
膨

脹

を
続

け

た
。

そ

し
て

三
〇

年
代

を
通

じ
て

、

こ

の

政

保
債

発

行

の

約

六
〇

％

が
都

市

銀

行

（

お
よ

び
長

期

信

用

銀

行

）

に

よ

っ
て

消

化

さ

れ

た

が
（

綰

抒一
表

）
、
三

六

・

三

七

年

度

を
中

心

と

す

る

政

保

債

の

日

銀

買

入

れ

の
拡

大

は
、

こ

の
発

行

・
消

化

と
そ

れ

を
通

じ

た
財

政

投

融

資

０
推

進

を

支
援

す

る

も

の

で

あ

っ
た
。

ま

た

こ

の

政

保

債

に
続

く

金

融

債

の
三

八

年
度

に

お
け

る
大

規

模

な
日

銀

買

入

れ

は
、

長

期

信
用

銀

行

に

よ

る

金

融

債

の

発
行

を

支

え

〇
第
1
2
表
）
、

こ

れ

を

通

じ

て

同

銀

行

の
対

企

業

長

期

・
設

備

投

資

資

金

の
供

給

を
支

え

る
役

割

を
果

し

た

の

で
あ

る
。

（
注
）
　
コ
一一
八
年
一
月
八
日
、
日
本
蜆
行

は
正
式

に
売
買
対

象
債
券

の
範

囲
を
従

前
の
政
府
保
証

債
に
加
え

て
、
長

期
国
債

、
金
融
債
（

た
だ
し
利
付

債
）
、
電
力
債

お
よ

び
担
保
適
格
地
方
債

に
ま
で
広
げ

る
こ

と
を
決
定
し
Ａ

た
ｖ

。
新

た
に
追
加

さ
れ
た
債

券
は
、

一
応

、

発
行
主
体
の
公

共
性

が
高

い
こ
と
、

一
回
発
行
金
額

が
大
き

く
、
起
債
回
数

が
多

く
、
金

融
機
関

が
多
額
に
保
有
し
て
い
る
、
等

の
諸
条
件

を
目

安
に
し
て
選
択
さ
れ

た
よ

う
で
あ

る
。
当
時
政
保
債

の
み

を
対
象

と
す
る
場

合
は
、

い
わ
ゆ
る
買

オ
。へ
の
余
地
は
一
千

数
百
億
円

で
あ
っ
た
も
の
が
、
売
買
対
象
債
券

の
範
囲

の
拡
大

に
よ
っ
て
、
八
千
数
百
億
円

の
買

オ
ペ
余
地

を
確
保
で

き
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
」
（
前

掲

『
銀
行
局

金
融
年
報
』
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三
八
年
版
、
二
八

頁
）
。

ま
た
、

右
の
売
買
対

象
債
券
の
う
ち
「
長

期
国
債
は
市
中
金
融
機
関
の
手
持
ち
が
極
め
て
少
な
く
、
ま

た
地
方
債
は
登
録
機
関
が
区

々
で
あ
る

こ
と

も
あ

っ
て
、
現

実
に
は
使
用

さ
れ
な
か
っ
た
「
（
「
戦
後
に
お
け
る
日
本

銀
行

の
債
券
売
買
操
作

○
推
移
」
―

前
掲
『
金
融
』
四

二
年
九
月

号
、
二
五
、
二
六
頁
）
。

当
時

の
状
況

に
う

い
て
は
ま
た
Ｉ

「
債
券
売

買
操
作
の
対
象

と
な
る
債

券
は
本
来
は
容
易
に
売
却
で
き
る
債
券
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

日
本

の
現
状

で
は
そ
う
い
う
債
券

は
な
い

。
…
…
新

金
融
調

節
方
式
以
後

、
Ａ
日
銀

は
Ｖ

債
券
の
買
入
操
作
を
積
極
化
し
た
。
し
か
し
、
債
券
売

却

が
困
難

な
点
で

は
そ
れ
以
後
も
事
態

は
変

っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
そ
の
点
で

は
債
券

の
種
類
に
よ
る
差
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。
…

…
買
入
対
象
と

し
て

は
国
債

が
最

も
優
遇

さ
れ
、
政
府
保
証
債

が
こ
れ
に
つ
い
で
優
遇

さ
れ
る
点

に
つ
い
て
は
異

論
は
な
い
が
。
モ

の
次
に
優
遇
さ
れ
る
べ
き
も

の
が
金
融
債

で
あ
る

の
か
、
電
力
債
等

の
事

業
債

で
あ
る
の
か
は
あ
ま
り
明

ら
か
で

な
い
。
金
融
債
に
つ
い
て
は
、
無
担
保
な
Ｏ
で
、
金
融
債
発

行
金
融
機
関

へ
の
無
担
保
貸
付
け
と
同
じ
で

は
な
い
か
と
い
う
疑
問
…
…

が
あ

る
。
電
力
債

に
つ
い
て
は
、
公
益

事
業
で
あ
り
、
一一
Ｉ・
Ｉ・
比
較
的
問

題

が
少
な
い

が
…
…
。
実
際

に
は
国
債
・
政
府
保
証
債

だ
け
で

は
足

ら
な
い
場
合
、
金
融
債

と
電
力
債

が
適

宜
債

券
売
買

操
作
の
対
象

と
さ
れ
て

き
た
」
〇
呉
　
文

二
『
金
融
政
策
』
一
六
八
～
九
頁
）
。

六
　

銀

行

の

企

業

融

資

の
拡

張

前
項

で
は
、
日

銀

○
対

金
融
機
関
貸
出
の
拡

張
や
債
券
買
入
れ
に
よ

っ
て
、
三
〇

年
代
を
通
じ
て
金
融
機
関

ル
ー
ト
で
の
大
量

の
追

加
的

な
通
貨
投
入

が
行
わ
れ
た
こ
と
を
み

た
。
ま
た
こ
の
日
銀
に
よ
る
対
金
融
機
関
通
貨
供
給

は
、
金
融
機
関

の
う

ち
と
く

に
都
市
銀

行
に

た
い
し
て
集
中
的

に
行
わ
れ

た
。

こ

の
よ
う
な
日

銀
の
通
貨
供
給
と
そ

の
累
積

は
Ｉ

さ
き
に
も
触

れ
た
が
Ｉ

、
金
融
機
関
に

た
い
す
る
現
金
準
備

の
追
加
的
・
継

続
的
な
供
給
を
意
味
す

る
も
の
で

あ
っ
て
、

金
融
機

関
と
く
に
都
市

銀
行
は
、
こ
れ
に
依
拠
し
て
対
企
業
貸
出
の
拡
張
を
は
じ

め
と
す

る
信
用

活
動
を
拡
大
し
て
行
く
こ

と
が
で
き

る
。
そ

れ
は
他
方
で

は
ま
た
、
先
行

的
な
貸
出
拡

張
な
ど
の
結
果
と
し
て
逼

迫
し
た
現

金
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第13表 産業資金の供給（１）

ｌ

ｔ

年　　中
气100
億円
尸 うち

運転資金（％） 設備資金（％）

30

31

82

33

34

35

36

37

38

39

40

68

142

180

163

211

293

417

420

573

509

486

67.9

71.5

58.5

55.6

55.6

53.8

50.5

58.3

65.1

58.6

61.2

32.1

28.5

41.5

44.4

44.4

46.2

49.5

41.7

34.9

41.4

38.8

各年の供給増加鰕とモの内訳を示す。

日銀『本邦経済統計』- 「産業資金供給（増減）状況」にもと

づく。

９

幻

〔備 考 〕

４

４

準
備

の
補
充
を
可
能
に
す
る
こ
と

に
よ
り
、
銀
行

の
融
資
活
動

の
先

行
的
な
拡

大
を
支
え
る
も
の
と
な
る
。
日

銀

に
よ

る
通
貨
投
入

の
継

統
と
そ
の
投
入
超
過

の
累
積
は
こ
り
し
て
、
金
融
機
関

の
（

直
接
的

に
は
都
市
銀
行
を
中
心
と
す
る
）
融
資
活
動
の
拡
大

を
維
持

し
促
進

す
る
上
で
き
わ

め
て
大
き
な
役
割
を
果
し

た
。

本
項

で

は
、
こ
の
よ
り
な
日
銀

の
通
貨
投
入
を
支
柱
と

し
て
展
開

さ
れ
た
三
〇

年
代

に
お
け

る
金
融
機
関
の
産
業
資
金

の
供
給

と
、

企

業

の
投
資
活
動
の
推
進
に

お
け

る
そ
の
役
割
に
つ
い
て
み

る
こ

と
に

す
る
。

〇
一
）
　
産
業
資
金
の
供
給

産
業
的
企
業

に
た
い
す
る
資
金

の
供
給
、
す
な
わ

ち
企
業
活
動

の

た
め
の
外
部
か
ら
の
追
加
的
な
資
金
供
給

は
、
三
〇
年

代

を

通

じ

て
毎
年
著

る
し
く
増
加
し
た
（

第
1
3表
）
。
そ

の
供
給
額

は
、
＝
二

～

三
三
年
の
毎
年
一
兆
五
千
億
円
前
後

か
ら
、
三
四
～
三
五
年

に
は
そ

れ
が
二
兆
円
を
突
破
し
、
三
六
年
以

降
は
毎
年
四
兆
円

か
ら
五
兆
円

以

上

に
達
し

た
。
と
く

に
三
一
圭

二
二
年

と
三
四
～
三

八
年

に
急
膨

脹
し
て
い

る
。

’ま

た
、
こ

の
産
業
資
金

の
供
給

の
内
訳
で

は
運
転
資

金
の
割
合
が
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第14表 産業資金の供給（２）

( ％)

年　中
合　　　　計
(100億円)

株式，

事業債

貸　　　　　出

計
民　　間
金融機関

政府関係

総

額

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

68

142

180

163

211

293

417

420

573

509

486

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

18.0

16.6

18.8

17.8

18.1

21.3

31.5

22.2

13.2

18.0

9.9

82.0

83.4

81.2

82.2

82.0

78.7

68.5

77.9

83.7

81.4

90.1

68.9

76.8

73.4

72.4

73.1

71.2

63.0

66.4

81.7

73.3

51.5

13.1

6,6

7.8

9.8

8.9

7.5

5.5

11.5

2.0

8.1

8.6

う

ち

設

備

資

金

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

22

40

75

72

94

135

207

175

200

2n

189

100.0

100.0

100.0

二100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

38.4

38.6

36.1

32.8

34.9

38.0

53.4

42.2

29.2

36.0

21.9

61.7

68.1

63.8

67.3

65.1

62.0

43.9

57.8

70.8

64.0

78.1

33.6

52.1

48.2

49.0

47.8

49.0

37.7

45.2

59.2

50.7

62.5

28.1

16.0

15.6

18.3

17.3

13.0

6.2

12.6

11.6

13.3

15.6

第13表と同じ。〔 備 考 〕

過
半
数

を
占

め
、

そ
の
比
重

が
総
じ
て
高

い
が
、

設
備
資

金
の
供

給
も
と
く

に
三

一
年

か
ら
三
七
年

に
か
け
て

急
増

を
示

し
、

こ
の
時
期

に
は
産

業

資
金
供
給
全
体

の
四
〇
％

以
上
～

五
〇
％

近
く
に
及
ん

だ
。産
業

資
金
の
供
給
方

式

お

よ
び
そ

の
供
給
檐

関
を
ま
ず

全
体
と
し
て
み
る
と
（

第
1
4

表
）
、

金
融
機
関
貸

出
の

比

重
が
八
〇
％

前
後

と
著

る
し

く
高
く
、
し
か
も
こ
の
貸
出

に
お
い
て
は
民
間

金
融
機
関

の
貸

出
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め

て

い
る
。
こ
の
う
ち
設
備
資

金
の
供
給
に
つ
い
て
は
、
金
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第15 表　企業の資金調達構成

( ％)

年　度

c高t 磊）
内部資金

計

外　 部　 資　 金

金　額

(100
億円)

計
財 政

資 金

民 間 資 金

計 影‰ 貸　出

総

額

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

137 100.0 38.6 55.1 7,5 48.3 8.7 39.6

261

246

251

100.0

100.0

100.0

30.9

34.5

31.0

64.7

67.0

66.5

4.0

6.4

5.9

60.7

60.5

60.5

12.2

11.1

11.6

48.6

49.4

49.0

365

550

656

734

848

842

830

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

33.7

34.0

35.4

30.7

31.6

37.6

37.8

61.9

61.6

60.9

66.6

62.6

58.3

61.1

5.3

3.8

4.1

4.4

4.1

4,9

5.8

56.6

57.8

56.8

62.2

58.5

53.4

55.3

13.2

15.2

17.2

n.4

9.3

8.9

5.9

43.4

42.5

39.6

50.7

49.2

44.6

49.4

り

ち

設

備

資

金

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

67 100.0 62.3 34.4 11.3 24.7 11.2 13.5

124

148

153

100.0

100.0

100.0

53.3

50.6

47.6

45.8

47.5

48.8

6,3

9.1

8,6

39.4

38.4

40.2

18.2

15.6

15.9

21.2

23.8

24.3

207

304

410

367

426

486

464

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

50.5

47.0

53.4

50.9

50.5

61.6

60.4

47.4

51.8

45.0

46.4

45.6

36.2

40.1

7.7

5.5

4,8

6.2

5.6

5.4

6,5

39.7

46.2

40.2

40.2

39.9

30.8

33.5

17.8

24.0

21.7

18.1

12.8

10.5

10.4

21.9

22.2

18.5

22.0

27.1

20.3

23.1

〔備 考 〕 1） 合 計は外資の増減を含む。外部資金は国内資金のみ。

2） 経済企画庁の推計。30 ～38年度は経済企画庁『経済要覧』1964 年

版 など，34 ～40年度は同1968 年版 による。

但し，推計値は『要覧』の各年版で異なっており，本表は大体の

傾向をみる試表である。

啄

４

Ｓ

・
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融
機
関
貸
出
の
比
重
が
低
下
し
て
企
業

の
株
式

お
よ
び
社
債

の
発
行

に
よ
る
外

部
資
金
調

達
の
割
合
が
高
ま
り
、
そ
れ
は
三
六
・
三
七

年
を
中
心
に
設
備
資
金
供
給
の
四
〇
％

前
後

を
占

め
る
よ
う

に
も
な

る
。
設
備
資

金
０
供
給

に
お
い
て

は
ま
た
、
貸

出
の
な

か
で
も
政

府
関
係
機

関
貸
出
の
割
合
が
相
対
的

に
高
ま

っ
て

い
る
。
し

か
し
そ
れ
で

も
、
設
備
資

金
の
供
給
に
お
け

る
民
間

金
融
機
関
貸
出

の
割

合
は
三
〇

年
代
を
通
じ
て
五
〇
％

前
後
を
占

め
、
モ

れ
は
と
く

に
、
企
業

の
設
備
投
資

が
急
増
し
た
三
〇
年

代
初
期
の
資
金
供
給

に
お

い
て
中
心
的
な
存
在
で
あ
り
、
他
方

ま
た
、
証
券
市
場

に
お
け

る
過
剰
株
式

問
題
の
発

生
の
な
か
で
株
式
・
社
債
の
発
行

に
よ
る
資

金

調
達

が
減
退
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
三
〇
年
代
後
期

に
お
い
て
、
設
備

資
金
の
中
心
的
・
安
定
的
な
供
給

ル
ー
ト
と
な

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
産
業
資
金
の
供
給
、
言
い
換
え
れ
ば
企
業

に
と
っ
て

の
大
量

で
継

続
的

な
外

部
資

金
調

達
の
実
現

は
、
企
業
活
動

の
拡

大
を
推
進
し
ま
た
そ
れ
を
維
持
す

る
上
で
大
き
な
意
義
を
も

っ
て

い
た
。
後

に
も
み
る
よ
う
に
、

そ
れ
は
ま
ず
、
企
業

に
よ

る
設
備
投

資
や
在
庫
投
資
の
拡
大
と
そ
れ

に
も
と
づ
く
資
本
蓄
積

の
促
進

に
著

る
し
く
貢
献

す
る
も
の
で
あ
り
、

他
方

で
は
ま
た
、
不
況
期

に
お

け

る
生
産
継
続
と
滞
貨
保
持
を
支
え
販
売
価
格
の
低
落
を
下

支
え
す
る
滞
貨
融
資
、
不
況
産
業
へ

の
同
様
な

効
果

を
も
つ
救
済
融
資
、

そ

し
て
こ
れ
ら
と
結
び
つ
い
た
企
業
間
信
用
の
膨
脹
を
支
え

る
決
済
資
金

の
供
給
、
等

々
と

し
て
、
大
き

な
役
割
を
演
じ
た
。

企
業

の
内

部
資
金
と
外
部
資
金
を
合
わ
せ
た
資
金
調
達
全
体

に
つ
い
て
み

る
と
、
三
〇
年
代

を
通
じ
て
内

部
資
金
（

減
価
償
却

と
社

内
留

保
）

の
割
合

は
三
五
％

前
後
に
止
ま
り
、
民
間
資
金
を
主
体
と
す

る
外
部
資
金
（
国
内
資
金

に
つ

い
气

外
資

を
除
く
）

が
六
〇

％

前
後

を
占

め
て

い
た

（

第
1
5表
）
。

こ
Ｏ
う
ち
設
備
資
金
の
調
達
に

お
い
て
は
内
部
資
金
が
五
〇
％

と
そ

の
比

重
が
高
ま
る
が
、

こ

こ
で
も
外
部
資
金

の
割
合

は
四

五
％

程
度

と
依

然
と
し
て

主
要

な
存
在
で
あ
っ
た
。

ま

た
、

企
業

の
設
備
投

資
は
と
く
に
三
一

圭

二
二

年
度
と
三

五
圭

二
六
年
度
に
急
増
し
た
が

（

第
1
6表
）
、

こ

れ
ら
の
急
増
期

に
は

設
備
投
資
資
金

の
調
達

に
占

め
る
内

部
資

金
の
割
合

が
低
下

し
て
外

部
資
金
Ｏ
比
重
が
高
ま

っ
て

お
り
、
企
業
Ｏ
大
規
模
な
設
備
投
資

が
外

部
資
金
の
１

さ
ら

に
低

金
利
政
策

に
も
と
づ
く
低

金
利

で
の
Ｉ

調
達
を
前
提
と
し
て
計
画
さ
れ
、
ま

た
こ
の
調
達

Ｏ
実
現

に
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第16表　企業の投資と外部資金依存状況

(100 億円)

ぎ

令

対象は法人企業。△は対前年比減少を示す。

総貯蓄＝純貯蓄（法人留保）十資本減耗引当。

経済企画庁の推計- 『経済白書』41年版, P. 173 より。

功

勿

幻

〔 備 考 〕

１

４

も
と
づ
い
て

推
進
さ
れ
て
行
っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

な

お
、
三
〇
年
代

後
期
に
な
る
と
、
設
備
資
金
の
調
達
に

占

め
る
内
部
資

金
の
比

重
が
総
じ
て
高
ま
っ
て
い
る
が
、

こ
れ

は
主
と
し
て
設
備
投
資

の
進
展
に
伴

う
減
価

償
却

基

金
の
増
加
と
そ
の
再
投
下

に
よ
る
も
の
で

あ
る
と
と
も
に
、

設
備
投
資
の
進
行

の
鈍
化

に
よ
っ
て
そ

の
比
重

の
高

ま
り

が
促
進
さ
れ
た
と
み

る
こ
と
が
で
き

る
。

企
業
活
動

に
お
け

る
こ
う
し

た
外
部
資

金
依
存

の
著

る

し
さ
は
ま
た
、
企
業

の
資
本
構

成
に
お
け

る
自
己
資
本
比

率
の
低
さ
と
な

っ
て
現
わ
れ

る
が
、
こ

の
企
業

の
自
己
資

本
比
率
は
三
〇

代
年
を
通
じ
て
二
五
％

前
後

と
低

い
も
の

で
あ
り
、
七
〇
％

以
上
を
占

め
る
負
債

の
な

か
で

は
や

は

り
金
融
機
関

か
ら

の
借
入
金
（
長
期
・
短
期
）
が
三
〇
％

と
主
要

な
存
在
で
あ

っ
た

（
第
1
7表
）
。

と
同
時

に
企
業

は
、
こ
の
よ
う
な
大
量
の
負
債
を
抱
え
な
が
ら
、
外
部
資

金
の
供
給
に
依
存
し
そ
れ
を
利
用
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、

自
己
が
使
用
し
得

る
総
資
本
（
ａ

総
資
産
）
を
急
速

に
増

大
さ
せ
、
こ
の
な

か
で
投
資

と
資
本
蓄
積
を

促
進

さ
せ

た
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第17表 企業の資本構成
( ％)

法人企業の資本構成を示す。

流動負債計，固定負債計には「その他」も含まれる。

資本＝資本金十新株式払込金十資本剰余金十利益剰余金。

大蔵省『法人企業統計年報』による。

幻

幻

幻
（
り

〔 備 考 〕

の
で

あ

る

。

（

二

）
　
銀

行

融

資

の

拡

張

銀

行

の

企
業

融
資

は

産

業

資

金

の

供

給

〇
外

部

資

金
）

の

主

体

で

あ

っ

た

が

、

三
〇

年

代

に

お
け

る
こ

の

銀

行
貸

出

は

、

三

一

圭

二
二

年

と

三

五

圭

二
八

年

を
中

心

に

毎

年

二
〇

％

前

後

の
割

合

で

膨

脹

し

た

（

第

找一
表
）
。

モ

の
毎

年

の
増

加
額

も

（

全

国

銀
行
・

銀

行

勘

定

を

例

と

し

て

み

る

と
）
、

三

一

～

三

四

年

に
お

け

る

毎

年

八

兆

円

前

後

の

増

加

か
ら

三

五

～

三

七

年

に
は

毎

年

一
〇

兆

円

を
突

破

し

、

三

八
年

以

降

は
そ

れ

が

二
〇

兆

円

を

上

廻

っ

た
。

こ

の

銀

行

貸

出

の

内

訳

で

は
、

運

転

資

金

の
比

重

が

や

は
り

高

い

が

、

三
〇

年

代

を
通

じ

て

み

て

、

モ

の
前

期

（

三

六

年

ま

で

）

に
お

い
て

は
設

備

資

金

融

資

が

急

増

し

て

そ

の

増

加

率

が

高

く

、

後

期

・
三

七

年
以

降

に

は
運

転

資

金

融

資

の
増

加

率

が
高

ま

る
、

と

い

っ
た

傾

向

が

み

ら

れ

た

。

後

に

も
記

す

よ
う

に
、

三
〇

年

代

前

半

期

に

お

い
て

銀

行

は
、

技

術

苹
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綰18表 銀行貸出の動き

年

全国銀行・銀
行勘定 うち都市銀行 鸚Ｐ４

謳 誤） ％ 増加額
(100億円)

％ (総乱 ％

総

計

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

28

84

96

79

98

137

158

171

305

226

236

9.7

26.6

23.9

15.8

17.1

20.2

19.5

17.6

26.7

15.6

14.1

12

55

61

40

52

72

85

95

182

130

n8

6.8

29.9

25.4

13.4

15.1

18.2

18.2

17.2

28.2

15.7

12.4

37

92

101

87

112

153

176

193

341

256

276

12.3

27.1

23.5

16.2

18.0

20.9

19.9

18.2

27.2

16.1

14.9

設

備

資

金

30

31

32

33･

34

35

36

37

38

39

40

2

12

20

17

18

29

31

29

46

44

45

6.1

31.0

39.4

24.4

20.4

27.2

22.8

17.6

23.7

18.3

15.9

△２

４

９

４

２

８

９

９

１１

９

８

△16.3

38.7

61.2

17.4

7.3

24.8

23.7

18.6

19.1

13.2

10.9

5

17

25

24

28

42

46

48

77

69

75

13.2

37.1

40.4

26.8

25.2

30.2

25.3

21.4

Zl.S

19.6

17.8

運

転

資

金

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

26

72

76

61

81

108

128

142

259

182

191

10.3

26.0

21.6

14.4

16.5

18.9

18.8

17.6

27.3

15.1

13.8

14

51

52

36

50

64

76

86

171

121

110

8,6

29.4

23.1

13.0

15.8

17.6

17.7

17.1

29.1

15.9

12.5

32

74

76

68

84

111

180

145

265

187

201

12.2

25.2

20.6

14.1

16.5

18.7

18.6

17.4

27.1

15.0

14.1
〔 備 考 〕 全国銀行貸出残高の対前年末増減（△）を示す。当座貸越は含まれ

い。
日銀『本邦経済統計』- 「全国銀行資金使途別貸出残高」にも

づく。

１

ｌ

よ

４
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第19表　銀行貸出の銀行別構成

(％)

年

銀行勘定･貸出計=100 うち設備資金＝100 うち運転資金=100

Ｈ 地方銀
行十信
託銀行
長期信
用銀行Ｕ 地方銀

行十信
託銀行擶Ｕ Ｕ

信託銀
行十長
期信用
銀行

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41.8

65.6

63.8

51.4

52.6

52.5

53.6

55.4

59.7

57.5

50.1

40.3

27.8

27.1

31.4

32.6

33.9

35.3

33.9

31.1

28.7

34.5

17.9

6.6

9.1

17.2

14.8

13.6

11.1

10.7

9.2

13.8

15.4

A94.2

34.9

45.9

24.4

11.6

26.2

29.4

30.0

23.1

19.9

18.2

l.4

17.6

10.9

6,5

13.6

13.6

16.8

12.4

23.3

12.6

18.9

192.8

47.5

43.2

69.1

74.8

60.2

53.8

57.6

53.6

58.5

62.9

53.5

70.7

68.4

59.0

61.7

59.5

59.4

60.6

66.3

66.6

57.6

38.9

25.6

28.2

33.5

32.8

35.1

36.1

37.9

28.5

26.2

34.8

7.6

3,7

3.4

7.5

5.5

5.4

4.5

1,5

5.2

7.2

7.6

〔備考〕 全国銀行・銀行勘定の貸出増加（第18表）に占める銀行別割合を示

す。

新
を
目
指
す
企
業
の
設
備
投
資
資
金

の
融
資

の
要

請

に

応

え

て
、
同
時

に
ま

た
そ
う
し

た
企
業
の
動
き

を
積
極
的

に
促
進
し

つ
つ
、
投
資
資
金
の
供
給
を
拡
大
さ
せ

た
。
後
期

に
は
、
大
規

模
な
設
備
投
資

の
稼
動
化

に
伴

っ
て
増
産

さ
れ

る
製

品
の
販
売

促
進
を
支
援
す

る
た
め
に
、
他
方
で

は
ま
た
企
業

の
増
資

や
社

債
発
行
の
急
増

の
結
果

と
し
て

の
過
剰
証
券
対
策

の
必
要
、

あ

る
い

は
不
況
対
策
と
し
て

の
様

々
な
救
済
融
資

の
必
要

か
ら
、

運
転
資
金
融
資
を
増
加

さ
せ
た
の
で

あ
っ
た
。

こ

の
よ
う
な
銀
行
貸
出

に
お
い
て

は
、
都
市
銀
行

の
貸

出
が

全
体

の
五
〇
％

以
上
を
占

め
、
や

は
り
中

心
的

な
存
在
で

あ
っ

た
（

第
1
9表
）
。

そ
し
て
こ

の
都
市
銀
行
の
貸
出

は
、

前
項
で

み
た
よ
う

に
「

オ
ー
バ

ー
・

ロ
ー
ン
」

の
状
況

の
な

か
で

進
め

ら
れ

た
の
で
あ

る
。

但
し

銀
行
貸
出

の
う

ち
の
設
備
資

金
の
貸

出

に
つ
い
て

は
、
都
市
銀
行
の
比
重
は
三
〇
％

前
後
に
低
廴
μ

代

っ
て
長
期
信
用
銀
行
が

六
〇
％

前
後

を
占

め
て

主

役

と

な

る
。
都
市
銀
行

は
こ

う
し
て
直
接
的

に
は
ま
ず
運
転

資
金
貸
出

の
中
心
と
な
り
、
設
備
資

金
融
資

に
お
い
て

は
長
期

信
用

銀
行

が

と
れ
を
専
ら
担
当
す

る
、

と
い
う
関
係

に
あ
っ
た
。
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第20表　銀行貸出の企業規模別構成

1） 全国銀行・銀行勘定，信託勘定計 (％)

年
貸出増加計=100 うち設備資金=100 うち迎転資金=100

大企業 中小企業 大 中 小 大 中　小

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

57.9

57.0

89.3

74.0

66.6

75.6

73.6

86.0

81.8

86.7

42.1

43.0

10.7

26.0

33.4

24.4

26.4

14.0

18.2

13.3

94.0

80.4

97.0

95.7

85.5

88.8

84.8

95.8

85.9

86.2

6.0

19.6

3,0

4.3

14.5

n.2

15.2

4.2

14.1

13.8

52.0

52.1

86.8

65.9

60.3

70.6

66.9

82.7

80.7

86.9

48.0

47.9

13.2

34.1

39.7

29.4

33.1

17.3

19.3

13.1

2） 全国銀行・銀行勘定（銀行別） ( ％)

年
貸出増加計 都市銀行 地方銀行 長期信用銀行

大 中小 大 中小 大 中小 大 中小

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

46.8

55.7

88.6

71.5

62.9

73.4

71.4

84.0

80.2

84.8

53.2

44.3

11.4

28.5

37.1

26.6

28.6

16.0

19.8

15.2

30.8

62.8

91.4

70.6

65.0

80.8

79.3

91.7

88.7

90.6

69.2

37.2

2,6

29.4

35.0

19.2

20.3

8.3

11.3

9.4

35.1

22.9

63.9

56.5

43.2

51.6

50.1

63.0

54.8

66.3

64.9

77.1

36.1

43.5

56.8

48.4

49.9

37.0

45.2

33.7

99.8

91.9

96.1

95.3

90.3

90.8

90.4

97.5

95.7

90.5

0.2

8,1

3.9

4,7

9.7

9.2

9,6

2.5

4.3

9,5

〔 備 考 〕 1） 全国銀行の貸出増加の内容構成を示す。当座貸越は含まれない。

2） 「中小企業」 とは資本金１予万円以下のもので（個人を含む），

それ以上が「大企業」。

3） 日銀『本邦経済統計』- 「全国銀行資金使途別貸出残高」にも

とづく。

４

を

ｉ
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銀
行

の
企

業

融

資

は

ま

た

大

規

模

企

業

を

重

点

対
象

と

し

て
行

わ

れ

た

（

第
2
0
表

）
。

三

〇

年

代

初

期

の
三
〇

・
三

一

年

当

時

は
、

金

融
緩

和

状

況

の
下

で

０

銀

行

の
貸

出

競
争

の

な

か
で

、

対

中

小

企

業

貸

出

の

割

合

も

全

体

と

し

て

か

な
り

高

か

っ
た

が

、

設

備

投

資

を

主
導

と
す

る
経

済

成

長

が

進
展

し
始

め
、

企
業

の
資

金
需

要

が
強

ま

る

と

と

も

に
、

対

中
小

企

業

貸

出

の
比

重

は
急

速

に
低

下

し

た
。

そ

し

て

、

大

企

業

集

中

の
動

き

は

と
く

に
設

備

資

金

の
融

資

に

お

い
て

著

る

し

か

っ

た

。

銀

行

グ

ル

ー

プ
別

に
み

て

も
、

地

方

銀
行

の
貸

出

に

お

い
て

は
中

小

企
業

向

け

の

割

合

が

や

は

り

か

な

り

高

い

が

、

都

市

銀

行

の
貸

出

は
大

企

業

中

心

傾

向

が
強

く
、

設

備

資

金

の
供

給

を
専

任

と

す

る
長

期

信
用

銀

行

の
貸

出

に

お

い

て

は

こ

の

傾

向

が

き

わ

め
て

著

る

し

か

っ
た

。

ま

た

、

こ

の
都

市

銀

行

に
よ

る
大

企

業

重

点

貸

出

は
、

と

く

に

「
系

列

融

資
」

と

し

て
各

系
列

大

企

業

に

た

い

し

て

組

織

的

に
行

わ

れ

、

こ

れ

が

さ
ら

に
「

協

調

融

資

」

に
よ

っ
て

補

完

さ
れ

る
こ

と

に

よ

っ
て

、

重
化

学
工

業

・
大

企
業

の

投
資

と

資

本

蓄

積

を

、

そ

し

て

こ

れ

を

主

導

と

す

る

三
〇

年

代

の
経

済

成

長

を

大

き

く

促

進

し

た
。

さ

て

、

日

銀

に
よ

る

通

貨

供

給

の
中

心

的

な

対

象

で

あ

っ

た
都

市

銀

行

は
、

大

規

模

企

業

を
主

要

対

象

と

し
て

運

転
資

金
中

心

の

融

資
活

動

を

展
開

し

た

、

と

い

う

状

況

が

ま

ず

み

ら

れ

た

が

、

し

か

し

前

項

で

も
記

し

た

よ
う

に

、

都

市

銀

行

は
、

金

融

債

や

事
業

債

の

発

行

の

大

口
消

化

・

保

有

者

と

し

て

〇
第
1
1
表

参

照
）
、

ま

た
増

発

さ

れ

る

株

式

の
大

口

所

有

者

と

し

て

〇
第
９

表

参

照
）
、

設

備

資

金

０

供

給

に

事
実

上
大

き

な

役

割

を

演

じ

た

。
都

市

銀

行

は

、

企

業

に
た

い
す

る

直

接

的

な

貸

出

（

運

転

資

金

お
よ

び
設

備

資

金
）

に

加

え

て

、

金

融
債

の
消

化

を

通

じ

て
長

期

信
用

銀

行

が

行

う

対

企

業
設

備

資

金

の
供

給

を

支

援

し

、

ま

た

企

業

の

増

資

（

株

式

発

行

）

や

社

債

発

行

を
消

化

し
保

有

す

る

こ

と

に
よ

っ
て

、
設

備
資

金

を
中

心

と

す

る

産

業

資

金

の
供

給

に

大

き

く

貢

献

吋

ざ
。

そ

し

て

こ

う
し

た
都

市

銀

行

０

信
用

活

動

を
、

日
銀

の
通

貨
供

給

が
究

極

的

に

支
え

た

の

で

あ

っ

た

。

（
工
）
　
設
備
資
金

の
供
給

全
体

に
お
け

る
都
市
銀
行

の
比
重

は
、
本
文
で
み

た
よ
う
に
相
対
的

に
低

く
。
ま
た
都
市
銀
行

の
貸
出

増
加

額
に
占

め
る
設

備
資
金
貸
出

の
割
合

は
、
三
〇
年
代

を
通

じ
て

Ｉ
〇
％

前
後

に
止

ま
っ
て

い
た
。
但
し
、
銀
行
貸
出
に
お
け
る
次
の
よ
う
な
「

短
期
こ
ろ
が
し
」
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嶝

￥

ｉ

の
存
在

を
考
慮

す
れ

ば
、
都
市

銀
行

に
よ
る
設
備
資
金
融
資

は
同

銀
行
の
融
資
全
体
の
実
質
二
〇
％

前
後
、
あ
る
い

は
そ
れ
以

上
の
比
重
を
占

め

て

い
た
と
み
ら

れ
る
。一

年
以

上

の
貸
出

金
の
総
貸
出

に
た
い
す

る
割

合
（
％

）

B  A

鯔

ヅ

ス ス

銀

行

別

ニ ー 三

五 六 八

●　●　●
六 七 三

末

都

市

銀

行
ニ ー 四

三 二 〇

●　●　●四 二 三

末

四 二 三

○ 一 八

●　●　●
九 〇 三

末

地

方

銀

行
Ξ 二 四

七 〇 〇

●　●　幽七 〇 三

末

剛
　

Ａ
は
「
形
式
的
な
約
定
期
限
に
よ

る
も
の
」
。
Ｂ
は
「
当
該
資
金
需
要

の
期
間

が
約
定
期
間
を
超
え

る
こ

と

が
予
想

さ
れ

た
も

の
お
よ

び
事
後

的
に
約
定

期
間

を
超
え
て

い
る
も
の
等
、
実
質
的

な
期
限

に
よ
る
も
の
」
。

閙
　

大
蔵
省
資
料

―

『
金
融
制
度
調
査

会
資

料
』
第
二
巻

。
一
三
二

頁
に
よ

る
。

ま
た
、
『
約
定
と
実
質

の
…
…
差

は
。
形
式

は
短
期

の
貸
出
で

あ
り
な
が
ら
、

実
質

は
長
期

に
わ
た
っ
て
い
る
も
の
で
、

一
般
に
短
期
の
こ
ろ

が
し
と
呼
ば

れ
て
い

る
も

の
で
あ

る
。
こ

の
短
期

の
こ

ろ
が
し
は
通
常
三
ヵ
月

の
手
形

で
貸

し
付
け

、
期
限

が
く
る
た
び
に
繰

り
返

し
て
書
替
え

が
行

わ
れ
て

い
る
の
が
実
情
で
あ
る
」
（
同
右
、

一
二
八
頁
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‘

ド

ｌｌ

ｉ
　
　
Ｉ
　
　
　
Ｉ

（

２
）
　
系
列
融
資

に
つ
い
て

は
、
こ

れ
ま
で

も
各
方
面

か
ら
大
き

く
取

上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
に
関

す
る
政

府
側
の
見

解
を
掲

げ
る
と
、
例
え
ぱ

次

の
よ

う
で
あ

る
’（
大
蔵
省
理
財
局
『

理
財
局
調
査

企
画
資

料
』

昭
和
四

一
年
度
（

Ⅱ
）

よ
り
抜
粋
）
。

「
旧
財
閥
系
銀
行

の
行
動

に
典
型
的

に
示

さ
れ
る
よ
う
に
、
同

一
企
業
系
列
内

の
銀
行

が
各

系
列

企
業
に
対

し
て
行
な
う
融
資
を
系
列
融
資
と

い
う
」
。「
系
列
融
資

の
原
型

は
戦
前

の
財
閥

に
も
見

ら
れ
る
が
、
戦
後

に
お
い
て
特

に
発
達

し
た
。
…
…
系
列

融
資
の
体
制

臑
二
〇

年
代
末
ま
で

に
ほ
ぽ
確

立
さ
れ
た
と
み
ら

れ
る
」
。

「
系
列

融
資

は
、
系
列
銀
行

を
通

じ
て
成
長

通
貨

を
旧
財
閥

系
重

化
学
工

業
等
に
重
点
的
、
集
中

的
に
供
給

す
る
こ
と
に
ょ
り
、
重
化
学
工

業

を
中
心

と
す
る
高
度

成
長
を
促

進
し
た
点
は
、
正
当

に
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。
・一
！一
１二し
か
し
、
他
面

に
お
い
て
、
高
度
成
長
の
過
程

に
お
い
て
、

各
企

業
系
列
間

の

シ

‘
ア
拡
大

競
争
が
過
度
に
激
化

し
、
兢

っ
て
重
複
投
資

を
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
資
源
の
適
正

な
配
分
を
崩
し
て
お
り
、
系

列

融
資

が
こ

の
よ
う
な
弊
害

の
発
生
を
助
長

し
た
こ
と
は
、
大

き
な
問
題
で
あ
る
」
。
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な
お
Ξ
○
年
代

に
お
い
て
は
Ｉ

「
高
度
成
長
は
、
・
ＩＩＩ
φ寸重
化
学
工

業
の
設
備
投
資
を
中
心
に
進

ん
だ
が
、
重
化
学
工
業
化
に
は
膨
大
な
資
金

が
必
要

で
あ
り
、
同

系
金
融
機
関
だ
け
で
は
ま
か
な
い
切
れ
な
く
な
り
、
協
調
融
資

〇
幹
事
銀
行
が
中
心
と
な
り
数
行
が
協
調
し
て
同

一
企
業

に

対

し
て
行

な
う
融
資
）
が
一
般
化
し
た
。
こ
の
た
め
巨
大
企
業
を
中
心
に
系
列
融
資
０
傾
向

は
相
対
的
に
弱
ま

っ
た
」
。「
…

…
系
列

融
資

Ｏ
傾
向

は
、

系
列

企
業
の
側
か
ら
み
る
と
長
期
的
に
・
は
弱
ま
り
つ
つ
あ
Ａ

る
が
Ｖ
、
全
般
的

に
は
系
列
融
資

の
傾
向

は
依
然

と
し
て
強
く
、

系
列
融
資

を

テ
コ
と
す
る
系
列
化

、
企
業
系
列
間

の
過
当
競
争
は
激
し
く
展
開
さ
れ
て
い
る
」
。

（

３
）
　
「

…
…
設
備
資
金
供
給
に
占
め
る
Λ
都
市
銀
行
の
Ｖ
比
重

は
、
Ｉ９一一一・
Λ
Ξ
○
年
代

の
Ｖ

一
〇
年
間

を
通
し
て
み

れ
ば
、

全
体
の
五
％

を
供
給

し

た
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
し

か
し
、
だ
か
ら
と
い

っ
て
、
設
備
資
金
調
達

に
占

め
る
都
銀

の
ウ
Ｉ
イ
ト
が
そ

れ
だ
け

小
さ
か

っ
た
と
み
る

わ
け
に

は
い
か
な
い
。
設
備
資
金
供
給
に
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
…
…
金
融
債
と
事

業
債

の
消
化
先

と
し
て
、
都
市

銀
行

の
比
重
（

約
五
割
）
が
圧

倒
的

に
大

き
か
っ
た
か
ら
だ
。
…
…
商
業
銀
行
と
し
て
の
都
銀

は
間
接
的

に
大
量

の
設
備
資
金

を
供
給

し
た
こ

と
に
な
る
」
。「

…
…
金
融
機
関
貸

出
と

株
式
の
発
行
は
、
投
資
・
所
得
・
貯
蓄
を
媒
介
に
、
た
が

い
に
有
機

的
に
か
ら
み

あ
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
三
〇
年
代

の
高
度
成
長

を
金
融
面

か
ら

サ

ポ
ー
ト
し
た
。
そ
の
な
か
で
都
銀

が
い
わ
ば
そ
の
中
核
に
坐

っ
て
い
た

の
で
あ

る
」
（
以
上
、
『
経

済
白
書
』

四

一
年
度
版
、

一
七
九
～
一
八

一
頁
）
。

以

上
の
よ
う
な
銀
行
融
資
の
拡
張
が
企
業
活
動

に
た

い
し
て
果

し
た
役

割
に
つ
き
、
こ

れ
を
運
転

資
金
の
供
給
と
設
備
資
金
の
供
給

と
に
一
応
区
分

し
て
１

も
ち
ろ
ん
こ
の
両
者

は
密
接

に
関
連

し
合

っ
て

お
り

全
く
分
離

し
て

論
じ
得
な

い
性
質

の
も
の

で

あ

る

が

Ｉ

な
お
若
干
付
記

し
て

お
き
た
い
。

Λ
運
転
資
金
の
供
給
Ｖ

銀
行
の
対
企
業

運
転
資
金
の
貸
出

は
、
一
般

に
企
業
活
動

の
拡
大

と
と
も
に
増
加
す
る
が
、
こ
れ
は
ま
ず
、
不
況
末
期
あ

る
い
は
金

融
引

締
め
解
除
初
期

に
お
け

る
企
業

の
在
庫
投
資
用

の
資

金
供
給
の
増
加

に
よ
っ
て
、
景

気
の
回
復
上
昇

を
促
進
さ
せ

る
。
こ
う
し
た

時
期

の
銀
行
貸

出
の
増
加
－

こ
れ

に
は
運
転
資
金

の
み

で
な

く
設
備
資

金
の
供
給
増
加
を
伴
う
が
ｌ

は
ま
た
、
遊
休
資
金
の
活
用

の
た

め
の
貸
出

競
争
、
さ

ら
に
融
資

シ
ェ
ア
ー
を
確
保
し
拡
大

し
よ
う
と
す
る
銀
行
間
｡０
麌

出
競
争
の
激
化

に
よ

っ
て
促
進
さ
れ
た
。
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豸

ｙ

他
方
ヽ

引

締
め
期

あ
る
い
ゆ
不
況

期
に
は
、

銀
行

の
運
転
資
金
貸
出
は
と
く

に
滞
貨
・
救
済
融
資

と
し

て
の
性
格
を
強

め
た
。
す

な

わ
ち
そ
れ
は
、
企
業

に
た
い
す
る
買
掛
金
や
支
払
手
形

の
決
済
資
金

の
供
給
と

し
て

企
業

に
よ
る
生
産
活
動

や
滞
貨
保
持
の
継
続

を

可

能

に
し
、
ま

た
不
況
産
業
で
増
大
し

た
滞
貨

の
買
上
げ
機
関

に
た
い
す

る
買
上
げ

資
金
の
融

資
な
ど
と
し
て
、
需
要

減
退
下

に
お
け

る
販
売
価
格

の
低
落
を
下

支
え
す

る
役
割
を
果

徂

。
こ
う
し

た
銀
行
融
資

は
Ｉ

こ
の
こ
と
は
運
転
資
金

○
み
で
な
く
設
備
資
金
融

資
の
ば
あ
い

に
も
当
然
該
当
す

る
が
Ｉ

、
企
業

の
要
請

に
応
え
て
、
金
融
引

締
め
政

策
○
下

で
も
執
拗
に
続
け
ら
所
作
。

な

お
、
銀
行

の
こ
り
し

た
滞
貨
融
資

の
主
要

な
対
象

は
大
規
模

企
業
で

あ
っ
た
。
さ
き
に
み
た
よ
り
に
、
銀
行
と
く
に
都
市
銀
行
の

運
転
資
金

の
貸
出

は
一
般

に
大

企
業

に
集
中
し

た
が
、
引

締
め
・
不
況
期

に
は
銀
行
に
よ
る
選
別
融
資
の
動
き
が
強
ま

る
こ
と

に
よ

っ

て
、
中
小

企
業

へ
の
銀
行
貸
出

は
著

減
し
た
。

銀
行
の
滞
貨
融

資
も
こ
の
な
か
で
ま
ず
大
企
業
へ
と
重
点
的

に
行

わ
れ
、
そ

の
資
金
的

救
済
手
段

と
な
っ
た
が
、
こ

の
銀
行
融

資
は
さ
ら
に
、
こ
の
受

給
に
も
と
づ
く
大
企
業
の
中
小
企
業

に
た
い
す

る
掛
売

り
の
拡
張
や
買

掛
金
支
払

い
の
促
進

と
い
っ
た
動
き

を
伴

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
対

中
小
企
業
救
済
融
資
と
し
て

の
間
接
的
・

部
分
的
な

効
果

を
も
も
っ

た
。さ

ら
に
、
こ
の
よ
う
な
銀
行
貸
出
は
Ｉ

モ

れ
は
前
記
の
滞
貨
融
資

○
効
果

と
重
複

し
て

い
る
が
Ｉ

、

企
業

間
信
用

の
膨
脹

を
支

え
そ
の
破
綻
を
防
止
す
る
上
で
、
大
き
な
役
割
を
果
し

た
。

（
４
）

企
業
間
信
用
の
膨
脹
は
、
三
〇

年
代
後
半
、
三
六
圭

二
七
年

の
引
締

め
政
策

の
実

施
以
降

著
る
し
く
な
っ

た
が
、
こ

の
企
業
間
信
用

の
拡
張

の
中
心
的
な
担
手
は
大
企
業
で
あ

っ
た
。
す
な

わ
ち
、
三
一
年

か
ら
進
行
を
開
始

し
た
大
規
模
な
設
備
投
資
（

し

か
も
外
部
資

金
の
供
給

に
大
き
く
依
存
し

た
）

は
、
生
産
設
備

の
急
速
な
新
増

設
と
生
産
能
力
の
増
大
を

も
た
ら
し

た
が
、
他
方
で

は
同

時
に
、
大

規
模
投
資

に
伴
う
資
本

コ
ス
ト
や

金
利
負

担
な
ど
の
コ
ス
ト
負

担
の
増
加
に
よ
っ
て
、
企
業

は
、
収
益
確
保

の
た
め
に
増
産
態

勢
を
維

持
し
販
売
量

の
伸
長
を
図

っ
て
行

か
ね
ば
な
ら
ず
、

さ
ら
に
不
況

・
需
要

減
退
期

に
お
い
て

も
減
産
へ
の
切

換
え
は
困

難
と
な
っ
た
。
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企
業
間
信
用

は
、

こ
り

し
て
ま
ず
製
品
販
売
の
促
進
手
段
と
し
て
用

い
ら
れ
て
販
売
競
争

の
激
化

の
な

か
で
膨
脹
し
、
不
況
・
需
要

減
退
期

に
は
さ
ら
に
モ

の
累
積
が
著

る
し

く
な
っ
た
。
と
く
に
大
企
業
は
、
銀
行
融
資
の
受
給
能
力
を
背
景

に
与
信
（
掛
売

り
）

を
拡

張
し
、

ま
た
こ

れ
を
手
段
と
し
て
関
連
企
業
と
の
系
列

関
係
の
強
化
を
進
め
た
。
他
方
で
は
同
時

に
、
他
の
大
企
業
や
中
小

企
業

か
ら

の
受
信
（
掛
買

い
）

を
も
拡
大
さ
せ
た
。
受
信
側
の
大
企
業
や
中
小

企
業
は
ま
た
、
こ
の
受
信

〇
掛
買

い
）

に
よ
っ
て
設
備

投
資

や
在

庫
投
資
を
推

進
し
た
。

企
業
間
信
用

は
、

こ
う
し
て
三
〇

年
代
後
期
に
著
る
し
く
膨
脹
し
た
が
、
こ
の
企
業
間
信
用

は
結
局
、
買
掛

金
や
支
払

手
形

の
決
済

期
日

に
お
け

る
銀
行
か
ら
の
決
済
資
金
の
供
給
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
、
支
払
不
能

に
よ

る
そ

の
破
綻
の
波
及

・
拡
大

が
阻
止
さ
れ
る
こ

と

に
な

っ
た
。

膨
脹

し
た
企
業
間
信
用

の
決
済
を
支
援
し
た
銀
行
融
資

〇
運
転
資
金
の
供
給
）
は
、
こ

の
よ
う

に
生
産
・
販

売
の
促
進

に
役
立

つ
と
と
も
に
、

こ
れ
を
通
じ
て
さ
ら
に
、
企
業
の
設
備
投
資
を
促
進
す
る
役
割
を
も
果
し

た
の
で
あ

る
。

（
１
）
　
銀
行

の
貸
出
競

争
に
つ
い
て
は
前
項
で

も
触
れ
た
が
。
な
お
三

一
年
当

時
の
状
況

を
新
聞
記
事

か
ら
摘
記
す
れ
ば
Ｉ

日
銀
総
裁

″
最
近

の
貸

出
増
勢

に
警

告
を
発
す
″（
三

一
年

七
月
一
三

日
、
日
銀
政
策
委
員
会
と
市
中
銀
行
と
の
懇
談
会
で
）
と
あ
り
、
そ
の
中
で
日
銀
総
裁

は
「
…
…
市

中
銀
行

が
積
極
的
に
貸
出
を
や
っ
た
た
め
に
資
金
繰
り
が
惡
く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
。
そ
の

シ
リ
を
日
銀
貸
出

に
持
込
む

の
は
困

る
、
…
…
」

と

の
日
銀

側
の
強

い
態
度
を
示
し
た
と
い
わ
れ
る

〇
七

こ

七
付

朝
日
）
。
ま
た

Ｉ
〇

月

二

百

に
は
、
蔵
相
が
金
融
機
関
代
表
者

に
た
い
し
て
、

「
最
近

の
銀
行

貸
出
Ｏ
増
加
、
貸
出
競
争
の
激
化
に
つ
き
、
金
融
界
Ｏ
自
粛
を
望

ん
だ
」
と

〇
一
〇

・
一
三
付

朝
日
）
。

（
２
）
　
滞
貨
融
資

の
役

割
に
つ
い
て

。

一
、
三
三

年
度
の
状
況
ｊ

「

滞
貨
、
赤
字
融
資
に
よ
っ
て
企
業
は
製
品
在
庫
を
無
理
に
圧
縮
す

る
必
要

が
な
く

な
り
、
生
産

コ
ス
ト
の
上
昇

を
防
ぐ
た
め
に
生
産
水
準
を
維
持
し
、
あ
わ
せ
て
人
員
整
理
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
た

め
結
果
的

に
は
市
況
暴
落
と
失
業

に
よ

る
不
況

の
一
段
の
深
刻
化

を
回
避
し
え
た
の
で

あ
る
。
云

々
」（
『
経
済
白
書
』
三
四

年
度
版
、
二

八
頁
）
。

ま
た
、
「

…
…
滞
貨
下

支
え
の
た
め
に
買
上
げ
機
関

等
の
活

動
が
み
ら
れ
た
の
も
、

三
三

年
度
の
特
徴
で
あ

る
。

こ

れ
は
滞
貨

の
圧
迫

が
大
き

か
っ
た
こ
と
と
同

時
に
そ
｡０
圧
力

を
金
融
面

か
ら
緩
和
し
よ
う
と

す
る
組
織
的
な
動

き
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

お
も

な
も

の

と

し

て
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１

４

は
、
日
本

レ
ー
ヨ
ン
織
物
輸
出
会
社
（
市
中

一
〇
行

か
ら
借
入
二
〇

億
円

、
Ξ
三

年
四

月
か
ら
買
支

え
）

お
よ
び
日

本
硫
安
輸
出
会
社
（

市
中
一

六
行

か
ら
借
入
五
六
億
円
、
三
三
年
七
～
一
二
月

に
買
支
え
）

が
あ

り
、
綿

製
品
輸
出
振
興

組
合
も
同

趣
旨
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
鉄
鋼

公
販
制
度
も
同
様
の
効
果

を
有
し
て

い
た
し
、
云

々
」
（
『
経
済
白
書
』
三
四
年
度

版
、
二
九
二
頁
）
。

二

、
三
六
年
後
期

の
企
業

の
資
金
需
要

に
つ
い
て
Ｉ

『
業
界

の
実
態

を
み

れ
ば
、
そ

れ
は
む
し
ろ
需

給
の
改

善
を
抜
き
に
し
て
、
価

格
下

ざ

さ
え

を
は
か
ｈソ
、
生
産
規
模

り
持
続

を
ね
ら

う
と
こ

ろ
か
ら
生
じ
て

い
る
。
一
部
で

は
、
釿
増
設
備

の
稼
動

や
コ
ス
ト
圧

力
か
ら
大
幅
減
産
が
困

難
で
あ
り
、
そ
う
し

た
部
門
で
は
滞
貨
増
大

に
よ

る
減
産
圧
力

を
軽

減
な
い
し
回
避
す
る
た
め
の
役

割
を
果

し
つ
つ
あ
る
」
（

日
銀
『
調
査
月
報
』

三
七
年
一
月
号
。
二
四

頁
）
。

（
３
）
　
金
融
引
締

め
期
に

お
け

る
銀
行

の
「
含
み
貸
出
」

に
つ
い
て

。

一
、
三
二
年
の
状
況
－

「
銀
行

は
引
締

め
い
ら

い
窓

口
指
導

の
抜
け

道
と
し
て
月
末

の
貸
出

残
を
技

術
的
に
引

落
す
計
数
操
作

を

活

発

に

し
、

い
わ
ゆ

る

″
贏
口
貸
出
″

を
増
大
さ
せ
て

い
た
・
…
…

経
済

企
画
庁

の
計
算
に
よ
れ
ば
、
こ

の

″含
み
貸
出

″
は
Ａ

三
二
年

Ｖ
五
～
七
月
で

約
一
五
〇
〇
億
円
と

い
う
巨
額

な
数
字

に
の
ぼ
っ
て

お
り
、

こ
れ
を
加
え
た
月
別

の
貸
出

増
加
額

は
…
…

閧ゝ
年
同

月
を
上
廻

る
高
水
準
に
あ
る
」

（
橋
本
民
二
『
景
気
局
面
と
金
融
政
策

の
動

向
』

―

『
経

済
評

論
』
三
三

年
一
月
号
）
。

二
、
三
七
年

の
状
況
－

「
三
七
年

に
入

っ
て
引
締

め
政
策
実
施
の
上
で
問
題

と
な
っ
た
の
は
短
期
外

資
の
流
入
と
。
含
み
貸
出
の
大
幅
増
加

で
あ

っ
た
。
三
七
年
三
月
末

の
都
銀

一
一
行

特
別
調
査

の
結

果
で

は
含
み
貸
出
は
三
四

一
五

億
円

に
達

し
て
い
た
」（

前
掲
『
景
気
調
整
政
策
の
回

顯
…
…
』
一
苙
七
頁
）
。

（
４
）
　
企
業
間
信
用
の
膨
脹
と
そ

れ
を
支
え
た
銀
行
融
資

の
役
割

に
つ

い
て
。

一
、
三
五
年
頃
の
状
況
ｊ

「
今
回

の
景

気
上
昇
過

程
で

注
目

さ
れ
る
こ
と
は
、
大
企
業
の
与

え
る
企
業
間
信
用

が
著
る
し
く
ふ
く
ら

ん
で
い

る
こ

と
で
あ

る
。
大
企
業

に
お
け

る
資
金
調

達
は
、
三
四

年
の
終
り
こ
ろ
か
ら
投
資
を
大

幅
に
上
回
っ
て
ふ
く
ら
ん
で
い
る

が
、
…
…
大
き
な
部

分

が
与
信
超
過

の
増
加
に
見
合

う
も
の
で
あ

る
。
…

…
商

社
や
大

企
業
と
関
連
企
業
と
の
・
間
の
系
列

関
係
が
、
技
術
革
新
の
進
行
や
自
由
化
備
え

で
最
近
著

る
し
く
強
化

さ
れ
、
企
業
間
信
用

は
そ
の
金
融
的
支
援
の
ル

ー
ト
と
な
っ
て
い
る
」（

日
銀
『
調
査
月
報
』

三
六
年
四

月
号
、
五
頁
）
。

二
、
三

七
年
頃

の
状
況
－

「
企
業
間
信
用

の
相
互
的

な
拡
大
に
よ
っ
て
生
産
を
維
持
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て

企
業
間
信
用
が
さ
ら
に
増
加

す

る
と
い
う
循
環

は
、

い
つ
ま
で

も
つ
づ

く
も
Ｏ

で

は

な

い
。
…
…
と
く
に
ま
た
企
業
間
信
用
拡

大
の
中
心
と
な
っ
て
い

た
設
備
関
連
業
種
で

は
、
三

七
年

度
に
入

っ
て
急

速
に
受
注

が
減
少

し
、

販
売

の
先
行

き
が
危
ぶ
ま
れ
る
に
い
た
っ
た
。
こ
の
よ
り
に
、
や
が
て
企
業
の
現
金
収
入
の
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減
少

が
み
こ
ま
れ

る
と
き

に
買
掛
債
務
の
増
大

が
危
惧

さ
れ
る
の
は
当

然
で

あ
り
、
か
く
て
売
掛
金
回
収
の
要

請
が
高

ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
情
勢
下

に
三
七
年
秋
以

降
金
融
引
締

め
政
策

が
解
除

さ
れ
、
銀
行

が
潤
沢

に
企
業
の
資

金
需
要

に
貸

し
応
じ
う
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

う
し
て
よ
う
や
く
企
業
間
信
用
の
決
済
が
進
行
し

は
じ

め
た
。
三
七
年
一
〇
月
～

匸
一
月

に
、
大

企
業

の
買

掛
金
が
減
少

し
た
の
は
こ
の
あ
ら
わ

れ
と
い
え
よ
う
」
（
『
経
済
白
書
』
三
八
年
版
、
一
九
六
頁
）
。
同
様

に
、
【

企
業

は
Ａ
三

七
年
▽

一
〇

、

】
一
月

と
続
け
て

相
当

巨
額
の
決
済
を
行

な
っ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
…
…
ｙ
」
の
よ
う
な
企
業
の
高
水
準

の
支
出

を
可
能

な
ら
し
め
た

も
の
と
し
て
は
、

と
く
に
銀
行
貸
出

の
著
る
し
い
増

加

を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（

日
銀
『
調
査
月
報
』
Ξ
七
年
一
二

月
号
、

匸

箕

）
。

三
、
三
六
年
以

降
に

お
け
る
企
業
間
信
用
の
膨

脹
に
つ

い
て

の
概
括
ｊ

「

わ
が
国
法

人
企
業
部
門

の
企
業
間
信
用

残
高

ぱ
、
四
〇

年
三
月
末

現

在
、
売
上
債
権
二
二

兆
円

〇
う
ち
六
兆

円
は
受
取

手
形
割
引

の
形
で
銀
行
信
用

に
転
化
）
、

買
入
債
務

一
八
兆
円

と
推
定

さ
れ
る
。

問
題
に
な

る
の
は
Ａ
決
済
条
件
の
長
期
化
Ｖ
で
あ
る
。
…
…
法
人
企
業
部
門
全
体

の
売
上
債
権

は
Ａ
三

六
年

九
月
末
～
三
九
年

九
月

末
の
三

年
間

に
Ｖ
九
・

三

兆
円

膨
脹
し
た
が
、
そ
の
う
ち
三
・
九
兆
円

〇四
二
％

）

は
決
済
条
件
悪
化

に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
五

・
四
兆
円
（
五

八
％

）

は
売

上
伸
長

に

よ
る
も
の
で
あ
る
」
（

日
銀
「

わ
が
国
に
お
け
る
企
業
間
信
用
の
現
状
と
問
題
点
」
－

同
右
四
〇

年
四
月
号
。
一
四

頁
）
。

「

企
業
間
信
用

の
膨
脹
、
特

に
売

上
債
権
の
増
加
は
、
三
六
年
下

半
期

か
ら

三
七
年

お
よ
び
三
九
年

に
お
け

る
受
取

条
件

の
悪
化

に
よ
る
面

が

大

き
い
。
Ａ

企
業
間
信
用

膨
脹

り
要
因
Ｖ
　

田
三

六
～
三

七
年
に
お
け
る
設
備
投
資

は
、
金
融
引
締

め
に
際
会
し
て
も
容
易

に
圧
縮

さ
れ
ず
、
資

金
不
足

を
生
じ
、
い
き
お

い
関
連
産
業
、
下

請
企
業
に
対
す
る
支
払
条
件

の
悪
化

を
招
来

し
Λ
だ
Ｖ

。
圜
設
備
投
資

の
生
産
力
化

に
伴

う
商
品
需

給

の
ア
ン
ゼ

フ
ン
ス
を
背
景
と
し
、
激
し
い
販

売
競
争
が
行
な
わ
れ
、

企
業
は
受
取
条
件

の
緩
和

を
あ
え
て
し
て
も
Ａ
販
売
Ｖ
増
加

を
図

っ
た
。

Λ
圜

は
省
略
Ｖ
　

㈲
信
用

授
受

が
企
業
か
ら
企
業
へ
と
連
鎖
的
に
波
及
し
、
受
取

条
件

の
悪
化

が
支
払
条
件

の
悪
化

を
招

い
た
。
Ａ

金
融
面
の
対

策
Ｖ
　

市

中
金
融
機
関
は
、
設
備
関
係
未

払
金
残
高
０
大
き

い
産
業
に
属
す

る
企
業

が
、

そ
の
設
備
関
係
未
払

金
の
決
済
に
あ
て

る
た
め
必
要

な

資

金
で

あ
っ
て

、
使

途
別
の
明

確
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
配
慮

を
加
え

る
」

〇四

〇
年
六
月
、

政
府
・
日
銀
当
局

の
協

議
結
果

よ
り
抜
粋

―

『
銀
行
局

金
融
年
報
』
四

一
年
版

、
四
三

～
四

六
頁
）
。

ま
た
、
「
…
…

金
融
力

の
大

き
い
大

企
業
は
、

受
取

条
件
緩
和
に
よ
る
売
込
み
の

た
め
の
資
金

を
増
販
資
金
と
し
て
単
名
借
入
で
調
達

し
、

他

方
で

は
自
己

の
信
用
度

を
背
景

に
、

そ
の
振
出
手
形

が
割
り
引

か
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
中
小
企
業

な
ど

に
向
け
て

と
か
く
安
易

に
手
形

を

振
出
す
傾
向

が
強

い
。
他
方
大
企
業

か
ら
期
間

の
長

い
手
形
で
支

払
を
受
け
た
中
小

企
業
も
、
手
形

割
引

が
金
融
機
関
で
優
遇
さ
れ

て

い

る

た

め
。
こ
れ

を
銀
行
信
用

に
転
化
す

る
こ
と

が
比
較
的
容
易

で
あ

る
。
…

…
ｙ
」
り
し
た
形

で
手
形

に
よ
る
取

引
が
先
行
し
、
手
形
決
済

と
い
う
ぎ
り
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４

１

よ
１
才
｀

ｔ

ぎ
り

の
資
金
需
要

と
な
っ
て

金
融
機

関
の
窓

口
に
現

れ
た
場

合
に
は
、
金
融
機
関

は
既

往
貸
出
保
全
上
、
企
業
間
信
用
に
追
随
し
て
貸
し
応
ず
る

傾
向

が
み
ら

れ
る
。

…
…
ｙ
」
の
よ
り

に
、

企
業
間
信
用

が
、

実
体
的
な
取
引

を
先
行

さ
せ
、

過
大
な

マ
ネ

ー
サ
プ
ラ
イ

を
誘
発
し
て
き
た
点
こ

そ
、
金
融
政
策
上
大
き

な
問
題
点
と

い
う

べ
き
で
あ

ろ
う
」

〇日

銀
『
調
査

月
報

』
四
〇

年
四

月
号
、
二

六
～
二
七
頁
）
。

Ａ

設
備

資
金
の
供
給
Ｖ

さ
き
に
み

た
よ
り

に
、
企
業

の
設
備
投
資

の
増
加
は
三
〇
年
代

の
前
半

期
、
三
一
年
か
ら
三
六
年
に

か
け
て
と
く

に
著

る
し

か
っ
た

が
、
同

様

に
ま

た
、
銀
行

に
よ

る
設
備
資

金
の
融
資

も
三
一
年

か
ら
三
六
年

に
か
け

て
急
増
し
、
企
業
の
設
備
資
金
調
達
に

お
け
る
銀

行
融
資
へ

の
依
存

も
高
ま

っ
た
。

企
業
に
よ

る
設
備
投
資

の
推
進
は
、

ま
ず
、

第
二
次
大

戦
の
戦
後

処
理
を
終
え
た
段
階
で
の
世
界
的
な
技
術
革
新
の
高
ま
り
の
な

か

で
、

先
進
技
術
を
積

極
的

に
導
入
し
て
設
備

の
新
・
増
設

を
進
め
、
国

際
競
争
力
を
強
化
す
る
と
と
も

に
国
内
市
場

に
お
い
て
も
そ
の

シ
ェ
ア

ー
を
拡
大
し
よ
う
と
す

る
重
化
学
工
業
・
大

企
業

を
中

心
と
す
る
企
業

の
意
欲
に
も
と
づ
く
も

の
で
あ

っ
た
が
、
こ
う
し

た
励

き
は
ま
た
企
業
間
競
争

に
よ
っ
て
さ
ら

に
促
進

さ
れ
強
行

さ
れ

た
。

そ
し
て
政

府
が
、
輸
出
増
進
政
策

に
も
と
づ
く
国
際
競
争
力
強
化

の
た

め
の
様

々
な
助
成
措
置

に
よ
っ
て
、

さ
ら
に
公
共
投
資

に
よ
る
産
業

基
盤
の
整

備
、
市
場
の
拡

大
を
約
東
す

る
経
済
成
長
政
策

の

推
進
な
ど
を

も
っ
て
、
こ
り

し

た
企
業

の
大
規
模
な
設
備
投

資
の
推
進
を
支

援
し
た
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
設
備
投
資

の
急
増

を
資
金
的

に
大
き
く
支
え

た
の
が
銀
行
融
資
で

あ
っ
た
。

銀
行

は
ま
ず
、
三
〇
年
代
初
頭

の
金
融
緩
和
状
況

の
下

で
、

そ
の
貸

出
競
争
に
よ
っ
て
企
業
の
設
備
投
資

の
進
行
を
資
金
的

に
誘
引

隧

）
そ

し
て
次

に
は
｀
融
資
０’
拡
大

と
継

続
に
よ
っ
て
こ
の
設
備
投

資
の
進
展
を
支

え
た
。
す
な
わ

ち
、
計
画
さ
れ
着
手
さ
れ

た
大
規

模
な
設
備
投
資

は
、
モ

の
性
質

上
中
断
や

停
止
は
困
難
で
あ
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
そ

の
設
備
投
資
が
外
部
資
金

と
く

に
銀
行
融
資

に

大
き
く
依
存
し
て
進

め
ら
れ
て

い
る
以
上
、

銀
行
融

資
の
継
続
は
不
可

避
で
あ
っ
た
。
こ
の

た
め
、
銀
行

に
よ
る
設
備
資
金

の
供
給

は



８
　

金
融
引
締

め
期

や
不
況
期

に
お
い
て
も
ほ
ぼ
恒
常
的
に
続
け
ら
れ
、
累
増
し

た
が
、
設
備
資
金
の
こ
う
し

た
継
続

・
拡

大
は
、

さ
ら
に

1
7
　都
市
銀
行

を
中

心
と
す

る
銀
行
の
根
強
い
競
争
的
な
貸
出
の
拡
大
に
よ

っ
て
促
進
さ
か

そ
し
て
、
こ

の
よ
う

な
銀
行
融

資
と
そ
れ

に
支
え
ら
れ

た
大

規
模
な
設
備
投
資
の
進
展
は
、
経
済
成
長
の
促
進
と
景
気
の
振
興
の
上
で
、
他
方
で

は
ま

た
不
況
期

に
お
け

る
景

気

の
下

支
え

と
し
て
も
、
主
導
的
な
役
割
を
果
し
た
。

ま
た
、

銀
行

に
よ
る
設
備
資
金
の
融
資
は
、

さ
き
に
み
た
よ
う
に
大
企
業

に
集
中
し
て
行

わ
れ

た
が
、
大
企
業

は
も
ち
ろ
ん
、

こ
の

融
資

に
依
拠
し

て
自
己

の
設
備
投
資
を
推
進
す
る
一
方
、
さ
ら
に
そ
の
銀
行
融
資
－

お
よ

び
株
式
・
社
債

の
発
行

も
含

め
た
外

部
か

ら
Ｏ
調
達
資

金
―

の
一
部
を
、
系
列
企
業

に
投
資
資
金
と
し
て
供
与
し
、
系
列
支
配
の
維
持
・
強
化

の
手
段

と
し
て

こ
れ
を
利
用

し

た
。こ

う
し

た
銀

行
に
よ
る
設
備
資
金
の
融

資
と
関
連
し
て
、
さ
き
に
屯
み
た
よ
う
に
、
企
業
が
設
備
資
金
（

運
転
資

金
も
若
干

含
ま
れ

る
が
）

の
外

部
か
ら
の
調
達
手
段
の
一
つ
と
し
て
発
行
す
る
株
式
や
社
債
の
消
化
・
保
有
を
通
じ
て

の
、
銀
行
の
設
備
資

金
の
供
給
が

あ

る
。
こ

の
株

式
発
行
（

増
資
）

お
よ
び
社
債
の
発
行
は
三
四
年
度
か
ら
著

る
し
く
な
り
、
三
四

圭

三
（

年
度
を
中

心
に
急
増
し
た
。

産
業
資
金

の
供

給
に
占

め
る
そ
の
割
合
も
高
ま
り
、

株
式
発
行
（

増
資
）
は
、
企
業
の
設
備
投
資
推
進

の
重
要
な
資

金
調
達

手
段
の
一

つ
と
な

っ
た
。

こ
れ
ら
株
式

・
社

債
の
発
行
も
、
三
六
年

前
半
頃

ま
で
は
、
証
券
市
場
の
急
速
な
発
展
を
背
景

に
そ

の
消
化

が
順
調

で
あ
っ
た
が
、

し

か
し
企
業

に
よ
る
そ
れ
ら
の
増
発
が
強

行
さ
れ
る
な
か
で
、

三
六
年
の
引

締
め
政
策
の
実

施
を
契
機
に
、
市
場

に
お
け

る
過
剰
状
態

が
表
面
化
す

る
よ
う

に
な
り
、

株
式

・
社

債
の
消
化

や
保
有
、

買
支

え
な
ど
過

剰
証
券
対
策
の
た

め
の
銀
行
融
資
が
必
要
と

さ
れ

る
に

至

っ
た
。
こ
り

し
た
銀
行
融
資
は
例
え
ば
、

三
七
年

に
お
け
る
「
公

社
債
担
保
金
艶

と
し
て
、
証
券
会
社
な

ど
に
よ
る
公
社
債

の
買

支
え
を
目
的

に
実

施
さ
れ
（

三
七
年

六
月
）
、
次
い
で
こ
れ

が
株
式
買
支
え

の
た
め
に
適
用

さ
れ

た
（
一
〇
月
）
。
そ
し
て
そ

の
後
、
三
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『
　

丶

Ｉ

九
年

か

ら

四
〇

年

に

か

け

て

深

刻

化

し

た

過

剰

株

式

対

策

と
証

券

業

危

機

対

策

の

た

め

に
、

政

府

の
介

入

と
日

銀

の
支

援

の
下

に
大

規

模

な

買

支

え

と

救

済

融

資

が

展

開

さ

れ

、

銀

行

も

そ

の

一
翼

を
担

っ
た

こ

と

は
前

項

で

み

た

と

こ

ろ

で

あ

る
。

な

お

、

銀

行

に
よ

る

こ

う

し

た

証

券

対

策

金

融

は
、

直

接

的

に

は
運

転

資

金

融

資

の
形

を

と

っ
て

い

る

が
、

そ

れ

は

実
質

的

に

は

企
業

に

よ

る

設

備

資

金

の

調

達

と

結

び
つ

き

、

こ

れ

を

後

始

末

す

る

役

割

を
演

じ

た
と

い
り

こ

と

が
で

き

よ

う
。

（

１
）
　
三
五

こ
二
六
年
当
時
の
設
備
投
資

の
急
増

に
関
連
し
て
１

「
Ａ
政
府

の
Ｖ
積
極
政
策
…

…
の
最

大
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
長

期
的

に
内
需

の
拡
大

を
約
束
す

る
こ
と

に
よ
っ
て
。
投
資

に
当
然
伴
う

べ
き
リ

ス
ク
感

、
と
く
に
販
路

の
不
確

か
さ
に
関
す
る
企
業
の
不

安
を
著

る
し
く
弱
め
た
点
に

求

め
ら
れ
よ
う
。
Ａ
各
企
業

が
設
備
投
資
計
画
Ｖ

を
急
激

に
表
面
化

さ
せ

る
に
至

っ
た
最

大
の
動

機
は
、
政
策
雰

囲
気
に
よ
っ
て
作
り
出

さ
れ
た

ぱ
く
然

た
る
市
場
拡
大
期
待
感
で
あ
り
、
そ

れ
を
背
景

に
大

企
業

を
中
心

と
す
る
市

場
占

拠
率
拡

大
の
競

争
が
あ
お
ら
れ
て
き
た
も
の
と
い
え

よ

う
」
〇
日
銀
『
調
査
月
報
』
三
六
年
九
月
号
、
二
頁
）
。

（
２
）
　
一
、
金
融
緩
和
期

に
お
け

る
例
―

「
Ａ
三
〇
年

一
一
月

か
ら
三

一
年
五
月

に
か
け
て
Ｖ

銀
行

の
貸
出

態
度
は
著

る
し
く
積
極
化

し
た
。
引
統

く
外
為
会
計

り
散
布
超
過

に
支
え
ら

れ
た
預
金
超
過
傾
向

に
よ
り
、

銀
行

は
Λ
日

銀
Ｖ
借
入

れ
を
事
実
上
完
済
し
て
、
な
お
増
大

す
る
手

許
余
裕

金

の
迎
用

に
苦
慮
す

る
ほ

ど
に
な
っ

た
。

こ
の
段
階

で
は
。

企
業

の
投
資
需
要

は
權

次
本

格
化
し
て
行
っ
た
が
、
１１一
１・・
銀
行

の
貸

焦
り
傾

向
が
、

逆

に
資
金
需
要

を
誘
発
し

た
面
も
少

く
な

い
よ
う
で
あ
っ

た
。
云

々
」
（
日
銀

『
調
査

月
報
』
三
二
年
三

月
号

、
四
頁
）
。

二
、
景
気
上
昇
期
に

お
け
る
例
－

「
Ａ
三
一
～
三
二

年
。
三
五
圭

二
六
年
の
Ｖ
両
回
と
も
、
景
気
の
上
昇
に
と
も
な
う
現
金
需
要
の
逼

迫
は

当
然
銀
行

の
資
金
繰

り
を
悪
化
さ
せ

た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
銀
行

の
慢
性
的

な
オ
ー
バ
ー
・
ロ
ー
ソ
と
企
業
の
恒
常
的
な
オ
ー
。（

Ｉ
ポ
μ
ツ

ィ
ン

ダ
の
下
で

は
、
銀
行
貸
出
態

度
の
自
律
的

な
引
締

り
は
み

ら
れ
ず
、

企
業
側

の
旺

盛
な
資

金
需
要

に
ひ
き
ず
ら
れ
て
、
こ

の
段
階

に
お
い
て

も
な

お
銀
行
貸
出

は
大
幅

な
増
加

を
み
せ
、
結
局
日

銀
の
強
力

な
窓

口
規

制
に
よ
っ
て

は
じ
め
て
投
資
活
動

の
抑
制
が
促

が
さ
れ
る
と
い
う
の
が
実
情

で
あ

っ
た
。

こ
う
し
た
事
情

が
、

Λ
前
記

の
Ｖ
両
回

の
場
合
、
景

気
を
過
熱

に
導

い
た
一
因

と
し
て
銀
行

貸
出

の
増
大

が
数
え

ら
れ
る
ゆ
え
ん
で

あ

る
」
（
『
経
済
白
書
』
三
七
年
度
版
、
二
二
五

頁
）
。
ま
た
、
「
…

…
Λ
一一一
一
年

度
の
Ｖ

神
武
景
気
当
時
に
お
け
る
銀
行

の
行

き
過

ぎ
た
態

度
が
、

企
業

の
強

気
一
本
や

り
の
投
資
態
度

を
さ
さ
え

た
…
…
」
（
日
銀

『
調

査
月
報
』
三
六
年
四
月
号

、
六
頁
）
。

（
３
）
　
三

六
年
七
月
、
政
府

の
引
締

め
措
置

の
一
環

と
し
て
行

わ
れ
た
、

企
業

に
た
い
す
る
設

備
投
資

一
割
削

減
の
要
請

と
こ

の
た
め
の
銀
行
融

資
削

減

の
申

合
わ
せ

に
関
連
し
て
Ｉ

「
…
…
政
府

は
、

Λ
Ξ
六
年
Ｖ

六
月
一
五

日
の
経
済
審

議
会
総
合
部
会

で
の
『
設

備
投
資

は
行

き
過
ぎ
』

と
の



180

警
告
…
…
等
に
よ

り
し

だ
い
に
民
間
設
備
投
資
抑
制

の
気
運

を
盛
り
上

げ
て
い
っ
た
。
こ

の
間

、
六
月

前
半
、
大

蔵
省
、
日
本

銀
行

は
共
同

し
て

都
市
銀
行
等
九
行

を
通

じ
て
主
要

企
業
一
五
〇
社

の
設
備

投
資
動

向
を
特
別
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
Λ
こ
れ
ら
企
業
Ｖ

の
三

六
年

度
設
備

投
資

計
画

は
、
総
額
一
兆
一
二
三

七
億
円
、
前
年
度
四
九
％

増
と

い
り
尨
大

な
数
字

に
の
ぼ
る
こ
と
が
判
明

し
た
。
こ
の
調

査
の
結
果

、
調
査
対
象

企
業
の

設
備
投
資
計
画

に
お
け

る
借
入
期
待
額
三
八
〇
〇
億
円

に
た
い
し
、
一
一
〇
〇

億
円

程
度

の
資

金
不
足

が
見
込

ま
れ
八
る
こ
と
な
ど
Ｖ

が
あ
き
ら

か
に
な

っ
た
の
で
、
七
月
五
日
大

蔵
省
、
日
本
銀
行
、
市
中
銀
行
三
者
申

合
せ

の
形

で
、
産

業
界
に
た
い
し
設
備
投
資
０
一
割
以

上
繰
延
べ
の
要

請
が
実
施
さ
れ

た
の
で
あ

る
。」
（
前
掲
『
銀
行
局
金
融
年
報
』
三
七
年
版
、
二
五
頁
）
。

但
し
、
「
Ａ
三
六
年
度
Ｖ

の
景
気
調
整
策

の
目
的

は
。

…
…
設

備
投
資

の
圧
縮

を
は
か
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

設

備
投
資

は
、
：
：
：

一

た
ん
着
手
し

た
も
の
は
投
資
効
率

か
ら
い
っ
て

も
、

企
業

の
強

気
状
態

か
ら
い
っ
て
も
工
事
中

止
が
な
か
な
か
行
わ
れ
が
た
く
、
設
備
資
金
需

要

は
き

わ
め
て
旺
盛

で
あ
っ
た
。
こ

れ
に
対
す

る
資
金
供
給

ル
ー
ト
の
う
ち
資
本

市
場
Ａ

か
ら
の
供
給

Ｖ
を
こ
え
る
設
備
資
金
需
要

は
結
局

銀
行

貸
出
に
集
中
せ

ざ
る
を
え

な
か
っ

た
。

こ

の
た
め
全
国
銀
行
貸
出

残
高

に
し
め
る
設

備
資
金
貸
出
残
高

の
比

重
は
、

三

六
年
三
月

末
の

一
六

・

七
％

か
ら
三
七
年
三
月
末

に
は
一
七
・
三
％

に
増
大
し
、
云

々
」
〇『
経
済

白
書
』
三
七
年
度
版
、

一
四
二

頁
）
。

（
４
）
　
例
え
ば
三
五

年
頃
の
状
況
－

「
系
列

企
業
の
増
加

、
新
企
業
の
設

立
等
は
、
経
営
多
角
化

と
関
連
し
て
最
近
急
速
に
進
ん
で
い
る
。
一
般
に

新
設
企
業

は
独
自

の
資
金
調
達
能
力

に
乏
し
く
、
勢

い
親

企
業

の
資
金
供
与

に
依
存
す
る
所

が
大

き
い
の
で
あ
る
。
一一一一一一
巨
大

企
業
は
単

に
自
己

の
企
業
内
部

の
投
資
資
金

だ
け
で

な
く
、
系
列
下

の
企
業

の
投
資
資
金

ま
で
も
調
達

し
て

い
る
場

合
が
多

い
。
こ
う
し
た
動

き
を
強
め
て
い
る
こ

と

は
巨
大
企
業
０
大
き

な
特
徴

だ
と
も
い
え

る
」
〇『
経
済
白
書
』
三
六
年
度
版
、
四
九
〇
～
四
九

一
頁
）
。

（
５
）
　
株
式
・
社
債

の
増
発

が
著
る
し

か
っ

た
三
六
年

の
状
況
Ｊ

「
Ａ
三
六
年
Ｖ

一
～
三
月

０
Λ
資
本
Ｖ
市

場
拡
大

を
刺

激
し
た
大

き
な
背
景

は
、

い
５

ま
で
も
な
く
金
利
低
下
見
越
し
で
あ
り
、
こ
れ
を
さ
ら
に
促
進
し

た
も
の
と

し
て
、
市
場
拡
大

の
気
運

に
乗

っ
て
公

社
債

投
資
信
託

が
台
頭

し
た
こ
と
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
企
業
の
実
感

と
し
て
も
、
こ

の
時
期

に
お
け

る
起
債
市
場

の
急
激

な
拡
大

が
資
金
調
達

の
安
易
感

を

著

る
し
く
強
め
、
膨
大
な
投
資
計
画
の
実
行
を
決
意
さ
せ
る
う
え
で
決
定
的
な
役
割
を
果
し
た
よ
う
で
あ

る
」
（
日
銀

『
調
査
月
報
』

三

六
年
八

月
号
、
三
頁
）
。

ま
た
、「
…

…
起
債
は
Ａ
三

六
年

の
Ｖ
引

締
め
後

い

も
早

く
不
振
に
転
じ
た
が
、
増
資
は
、
三
六
年
一
〇

～

匸

一
月

を
中
心

に
、

い
わ
ゆ
る『
金

繰

り
増

資
』
と
い
り
形

で
か
な
り
盛
ん
に
行

な
わ
れ
た
。
三
七
年
一
～
三

月
に
か
け
て
は
、
増
資
調
整
に
よ
っ
て
株
式
市
場

へ
の
影
響

の
緩
和

を

は
か
り
、

銀
行

が
『
増
資
繰
延

べ
資
金
』

を
供
給
し
な
が
ら
増

資
が
強

行
さ
れ
る
と

い
っ
た
事
態

が
続
い

た
」
（
同
右
、

三
八
年
四
月
号
、

一
三



181　わが国のインフレーション一 昭和30年代(2)

４

ｙ

為 ．

φ

頁
）
。

〇
６
）
　
「

Λ
Ξ
七
年
Ｖ
七
月
中
旬

か
ら
一
〇
月
初

め
ま
で
株
式
市
場

は
暴
落

に
よ

る
不
安
人
気

が
た
だ
よ
り

状
況

と
な
っ
た
。
大
蔵

省
は
ま
ず
市
中

銀

行
に
よ

る
総
額
六
〇

億
円

の
公
社
債
担
保
金
融

を
要
請

し
た
。
銀
行
側
で
も
低

迷
株
価

の
事
態

を
重
視
し
、

一
〇
月
四

日
、

市
中
銀
行
一
四
行

の

首
脳
者
間
で

四
大
証
券

に
対
す

る
六
〇
億
円

の
公
社
債
担
保

金
融

の
実
施

を
決
定

し
た
」
。

以
後

一
一
月
に
か
け
て
過

剰
株

式
買
支

え
対
策
が
拡

充

さ
れ
て
行
き
、
株
価

は
回
復
・
上
昇

し
た
が
、
「
本
回

の
措
置

は
二
四
年
五
月
証

券

取

引

所

再

発

足
以

来
、
そ
の
規
模
、
効
果
に

お
い
て
最
大

の
も

の
と
評
し
て
い

る
向
き
も

あ
る
」
（
以

上
、
前
掲
『
銀
行
局
金

融
年
報
』
三
八
年
版
、
五
〇
頁
）
。

Ｑ
ポ
　
完
）

〔
付
記
〕
　
本
稿

は
、

さ
き
に
本
誌

第
四

八
巻
第
一
号
に
掲
げ
た
昭
和
三
〇

年
代
に
お
け
る
わ
が
国
の
イ

ン
フ
レ
問
題
の
考
察
の
続

き

で

あ

る
。
こ

の

間
、

本
誌
第
四

八
巻
第
三

号
に
、
四
〇

年
代

か
ら
五
〇

年
代

初
期
を
対
象
と
す

る
同
様
な
考
察
を
発
表
し
た
が

（
「
わ
が
国
現
代
イ

ン
フ
レ
の
諸

問
題
」
）
、
こ
の
三
〇

年
代

の
イ
ン
フ
レ
問
題

Ｏ
続
編
は
す
っ
か
り
遅

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

イ
ン
フ
レ
問
題
の
考
察
に
つ
い
て
も
、「

石
油
危
機
」
Ｏ
発
生
や
「
狂
乱
物
価
」

の
経
験
（
四

八
年
度
後
期
）

を
経
て
、

様

々
な
新

ら
し
い
問

題
に
直
面
し
て
い
る
今
日

に
お
い
て
は
、
今
更
三
〇
年
代
で
も
あ

る
ま
い
と

い
う
考
え

が
強

く
存
在
す

る
こ
と
で

あ
ろ
う
が
、
し
か
し
な
お
Ｉ

自
分
な
り
の
結
着
を
つ
け

る
意
味
で
卜

↓

ｆ
稿

に
続

い
て
早
急

に
、
三
〇
年
代

に
お
け

る
高
度
経
済

成
長

の
進
展

と
そ
の
下
で

の
物

価
変
勁

に
つ

い
て
の
編
を
発
表
し
、
こ
れ

を
通
じ
て
三
〇
年
代

の
イ

ン
フ
レ
問
題

の
総
括

を
試
み

る
こ
と
を
予

定
し
て

い
る
。
そ

し
て

、
現
代

イ
ン
フ
レ
の
考

察
の
発
表

に
早
く
立

ち
返
り

た
い
も
の
と
考
え
て
い

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
五

九
年
三
月
）
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